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太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一枚 一枚がまるで、意思をもっているかのように語りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル
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日 本建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

‘ 兵庫県立こどもの館見学会

日 時 7 月 7 日( 金 ) 集合l 3 : 00- 解散 16: 30

集 合 場 所 J  R 山陽 本 線 「 姫 路 駅J 1 階 北 側 中 央 出 口 西 横 の 旅 行 セ

ン タ 一 前 ( J ( l で現地まで約 20分)

定 員 40名

参 加 費 会 員 1，500円 、 一 般2，000同

姫 路 市 の 美 し い 自 然 の 中、 安 藤忠 雄 氏 設 計 の 「兵庫県立 こ ど も の

E官」が 7 月 末 に オ ー プ ン し ま す。 こどもたちの多『を実現する楽しい

遊 び ゃ 演 劇 ・工芸 な ど の創 造 前 JII iJ 、寸土育て相談や研究活動等を行い 、

兵 庫 県 の 児 童 健 全 育 成 の 中 絞 施 設 と な る も の で す 。

( 合、往復車代 l 人 約 1，000円 、 消 費 税)

* 当日、受イ寸にていただきます。

兵 庫 県 立 こども の館

この建物は、緑深い山と美しい水をたたえた地には

さまれた地に建てられる . 子供達の創造性と情操を伸

ばすための文化教育施設である 。

全体は本官官、中間広場‘ 工房の 3 つのグループより

なる 。それぞれはリニヤーな圏絡によって結びつけら

れている。池に沿って山の縁を切断するこの圏路は建

築化され、それ自体が自然と交感する場となっている。

また建物全体は小さなプラザを介して結びつけられて

おり、自然が建物の奥深くまで貫入することになる 。

本官官は、この施設の中心をなすもので、図書館 屋

内 劇 場 野 外 劇 場 、多目的ホ ル、レストランといっ

た多様な機能の集合体てある。建物は 2 つのボリュー

ムか勺情成される 。 2 つは互いにずれて並列する 。 1

つの扇形部分には内部に円形劇場を包み込み 、屋上に

は野外劇場がのる 。 Ｒｾ 車はさらに吹き抜けによって短

辺方向にも分断され 、見かけよは正方形平面棟 2 っと

長方形平面棟 2 つが対角線上に向き合う形となる 。 こ

れ勺 4 棟は空中デッキだけでつながり、さらに随所に

ヴォイドを ｅ 主けることによリ 、ｾ とフ ｨ と ｢ 圭に直面する

場にふさわしい開放性を生じている。

中間のブロックには 、笠に図われた高さ 9 mの16本

の列柱がクリ y ド状に並ぶ広場があり ‘ 休憩広場とし

て機能することになる。

残リのブロ y クは 16m角の正方形プランをした工房

を中心として 広場が配されている。工房は 2 層とな

っておリ、子供達が自由に作業できる工作室がある 。

スロ プでアプロ チする 2 階のテラスは屋外の工作

室兼展望テラスとな っている。

建物を市街地ではなく 、自然のなかに建てることで

よリ以上に子供達の芸術的な素養を開花させることが

できると期待している。

( 安蒜忠雄 )

所。E 地兵庫県姫路市太市' 1 '915- 42

説 11 ｩＮＧ ｦＮ［ ｾ Ｎｦｬ ｲｲ＠ 安雄Jι !i l41築研究所 I !i :- hF ｖｴｾ＠ mh!i {i::'七日1，

脇 工 鹿 j斗建設 ー竹'1' -[務 I，ti' 立建設 j V  

倣J也面総 87 .222111'  

-ill築ml 紛 3，275. 96111'

延 床 l町級 7 . 127. 91111 

情i主税悦 S  R  C ( ラーメン十時造 ) 、一部S 、B  1、3 F

設計矧t Bl 1987年 3 )1 - 1988年 3 )J 

工 期 1988年 3 }J - 1989年 7 )J 

申 込 方 法 ハガキ、 F A X、電話で、 6 月29 日 ( 村 ま で に 日 本 建 築 協 会 事 業 課 ( 干 530

大 阪 市 北 区 梅 田 1ー l 大 阪 駅 前 第 3 ビル21階、 F A X 06- 348- 0634、fi' 06

348一 0633) へ お 申 込 み く だ さ い 。 催 し 名 ( 兵庫 県 立 こ ど も の 館 見学 会 ) 、

氏 名 、 会 員 ・一 般 の 別 、 勤 務 先 、 参 加 証 送 付 先 、 電 話 番 号 を お 知 ら せ 願 い

ます 。

※ 追 っ て 参加 証 を お 送 り し ま す 。 な お 申 込 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 に て 決 定 し ま す。

控葉と社会/ 1989年 5 月号 l  



一一一一一 日本建築協会会告

. 建築慨袋

所在地大阪府盟中市庄内西町 l ー 16ー l

設 計日建設計

自由 工 成 仏 建 設

敷地面 ｦｾｴ 3 ，768m'  

建築面材! t 2，255m'  

延床面術 5，161m'

tl昨造規枚 R C(一昔115 )、 Bl 、4 F  

外装仕上 2丁持M控総タイル、大理石

屋 似鮒風料 ｾｴｦ Ｚ 上一文 Ｇ ｈｾ

客 席 748席( オーケストラ・ピ y ト使用JI初 44$)

舞 台 約580川、後舞台約48ml

工J i l J 1987年 11 月- 1989年 3 月

‘ 大阪音楽大学ザ・カレッジ・オペラハウス

見学会

日本初 のオペラ ハ ウスが大阪音楽大学構内に誕生しました 。

外観は、丸柱、彫り の深い壁、大理石と タイ ルの コンビネーショ

ン、緑干! ? 銅板の屋似などにより 、クラシ ックなモチーフを加えた

優雅さと風格あるデザインにまとめられています 。ホール内部は、

客席数が748席と小唱ではありますが ヨーロ ンパの伝統的なオペ

ラハウスの豪苓な雰囲気を継承して馬蹄形、二層のバルコニー構造、

さらにその上に天井筏放が設けられています。舞台は本格的オペラ

上演 が可能な約 580 m'のスペースが降保され、後舞台も設けられて

います。

また、敷地が大阪府豊中市庄内の大阪国際空港着陸航路に位置す

るため、航空機騒音・振動に対処できるよう三重の天井、二重の壁

にするなど、さまざまな工夫の上に実現した音楽ホールです。

日 時 6 月23 日 幽 集 合14: 00- 解散16: 00

集合場所 現 地 北 側 プ ラ ザ ( 広場 )

* 阪急電鉄宝塚線「庄内駅」から北西へ徒歩約 7 分

定 員 50名

参 加 費 会員 500円、一般1，000円 ( 消費税を含む)

* 当 日、受付にていただ きます。

申込方法 ハガキか F A X または電話で 6 月15日( 木) までに日本建

築 協 会 事 業 諜 ( 〒530 大阪市北 区梅田 1 - 1 - 3  - 2100、

F A X 0 6- 348- 0634、f i 06- 348ー0633) へお申込みく

ださい 。催し名 ( 大阪背楽大学 ザ ・カレ ッジ ・オ ペラハウ

ス見学会) 、氏名、会員 ・一般の 別、勤務先、参加 証 送

付先、電話番号をお知 らせ府! います。

本追って参加証をお送りします。 なお、申込者多数の場

合は抽選にて決定します 。

1  

‘ 通常総会開催通知

平成元年度第 1 図通常総会を下記のとおり開催いたしますので、

何卒 ご出席下さいますよ うお願い 申し上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 佐 野 正 一

戸し

】

=
=
n
 

と き 平成元年 6 月28 町 村 午 後 5 時30分一 6 時

ところ 社団法人 日本建築協会

大阪市北区繰回 1 丁目 1 番 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ピル21階

ぎだい (1)  昭和63年度一般勘定事業報告並びに決算報告承認の件

(2) 昭和63年度記念事業 1/ 1/ ( 終了 )

(3) 平成元年度事業計画並びに収支予算承認の件

2  

司会員の受賞

このたび、下記会員の諸氏は 、建設界に おける多年のよみ級によっ

て、表彰を受けられました 。

ここに誌して、そ の栄誉をお慶び申し 上げます。

言己

、

z  

勲二等旭日重光章 戸 田)11員之助 氏(戸田建設株式会社会長)

1/ 瑞 宝 章 太田 平11夫 氏( 日本法築 |二会迎合会会長)

勲四等旭日小綬章 宮脇 和正氏(関西ツーパイフォー建築協会会長)

1/ 瑞 宝 章 高橋慶夫氏 Ｈ 株式会社両紙上回設計 目 ｊｾ 務 所会長 Ｉ

! 蹟五等双光1 @日章 立野 一郎 氏( 株式会社ユニオン社長)

藍 綬 褒 章 中島 Bi' J，午氏(小煽! 住研株式会社社長)

賞 綬 褒 主主 猪石 家定氏( ピ- ; / 一般梁株式会社社長)

1/ 松村 慶三氏( 株式会社iJ ILill 設計一社長)

1/ 山出 敬二氏( 山出明暗株式会社社長)

大 阪 府 知 事 表 彰 阿 部 暢氏( Jlt i羊土処株式会社社長)

1/ 藤川 重一氏 Ｈ Ｑ 吹田市議会 Ｗ 記ｾ Ｉ

1/ 山本 奈通氏( 山本祭; t 化工株式会行社長)



先進のソフトウェアを結集した" GOSファミリー"

GDS一一一一 乱用量肘. 国主橿システム AMS一一一一一一一 マッピンデシステム

S OLl D- 一 以元ソリッドモデラーシZテム EPI - 一一 冊畠プロラ

PAM- 3祇 アセンブリーモデラーシステム SPS一一一- ;{ベースプランニンルステム

SVS- 3続カラーピジュアライズシステム I GES- 一一一 IGESイントフェース

APS一一一一一一 11企画主掴システム MOSS- 一一 土本置計責橿; ，; { テム

RCDS一 睡臨コンタIJ - 峨園陸酎システム 求積図作成システム

BSDS一一一一一一一位・E肘システム 施工図作成システム

建築・土木・エンジニアリング分野を

設計者と一体になり強力に支援する

官言盤肱 ａ 包ＧＢ金公ｾ恥 ｆ 、 ａ ｲＭ、ｾ .-，一 1-

同僚目白ω郁ロL i A Uン 人 アA 。
G D S は、建築 ・土木 ・エ ンジニアリング分野の企画から実

ffi¥[R1CC 
y ・l!I!nlCI臨寄OIlllDcll¥

施にいたる会事貢域を強力に支援する総合C A Dシステムでt

高速レスポンスとインタラクティブな操作環境、 2次元か ら

3 次元までの合理的なデータ ベースを持ち、効率的な製図作

業と効果の高いフ。レセーンテーションを可能にします。データ

ベースはファシリティマネジメントなどにも活用できます。

APS 斜線制限ボリュームの3D褒 示

専門ニーズにこたえる

アフ。リケーション、シ

ステムの拡張性を高め

るインタ ーフェースな

ど、ソフトウェアの陣

容は着々と充実し、高

機能の総合システムに

発展しています。

" EWS+NETWORK"がC A Dの新展開

E WS用の低価格GOSパッケージを発表

このたび、 DE C社のVA X  Stat i on3100を使ったGDS エン

ジニアリ ング ・ワークステーションを発表しました。ハード

とソフ トをパ ッケージ化して低価格を実現、初期投資の低減

化に寄与するものです。

企画からプレゼンテーションまで

また土木用、施工図作成用など各

種パッケージを揃えているうえ、

ローカルエリア・ ネットワーク機

構を標準装備しているため、使い

勝手や業務の発展に応じて、フレ

キシブルに C A Dネットワークを

構築できます。官WS+NETWORK"

は、 C A Dによるローコスト ・ノ、

イパフォーマンスへの挑戦です。

スドックホルム駅再開発計画漫供/NORDCAD社

東 点 本 社 〒151 東京間l渋谷区千駄ヶ谷 1- 7- 16 1.1.03-405- 7811  

工イ・アール・シー・ヤマギワ株式会社人材募集 東京/ 大阪/ 名古屋 大 阪 営 来 所 干542 大阪市中央区I州 場4-4-3 御堂筋アーバンライフピル五1.06-245刊 11

名古桜営 業所 〒460 名古出市中区錦1・20-25 広小路Y MDピル 1. 1. 052-232-ω8 0  

台 湾 支 ! 占 台湾台北市民概東路600披 603o主1. 1. ( 886- 2) 718-5786 



ワークステーションの未来が見える

ｾｂｭｂｄｭｄ＠
日本DE C

ｕｎｉｾ のリ一分ングミベンタム ｄｅｃ カミら、

新しし、鼠ちじ! UNI Xノワォーマンスの誕生です;

コストイてフォーマンスを一新、利用環境を一新。常にテクノロジのイニシアチブを取るのはDE Cで蕊

1969{F ， U NI X' はA T & TにおいてDE Cのミニ

コンP DP-7 J1Hこ| 剣先にIi :子されました。 以米

20{F、DE Cは、 UNI Xベ ースのコンピュータ ・シ

ステムのマーケッ トにおけるリーテ河ング ・ベンダ

- 1:な っていますf

_ 14MI PSのハイパフォーマンス、

E・UNI X専用ワークステーショλ

砂 DE Cstati on 3100はUNI X 咋川のお出迷

RI SCアーキテクチャ・ワークステー ションて、す。

惨 RI SCチッフ。にMI P S社 製 R2000 (クロック・

タイム16.f i 7MHz)をf! f載。チッフ下-11説のM M U、

出述F P U、作6 4 KBの 命 令/ データJ l Iキャ ッシ

. OE C wi n d o wsテ'スクトップ環境

V AX! VMS  VAX/ UNI X  

口 白

冨 l

E デスクM 環境を変える、

話題の' /JE C w i n d o ws。

砂X Wi ndo w' の'jじ全なスーパーセットである

DE Cwi n d o ws l.:J:.、 操作=性 f! Is d ' l守合 Ｎ ｾｵ こ ｉｾ 11 

|ーさせる、統合ソフ トウェア ・システムです。惨l州

ｬ￺ｩ のマルチウインドウヵ・らオ、ットワーク Ｑ ＧＮ の ｾｩ Ｇ ｾ な

るOS ( V A X! VM S、U NI X、M S- D O S' ) のア

フV ケーションを、 I，il .のメニュー 、アイコン吋一; て司

簡 lji . (二平IJ Jl I  nf 能 t ユーザ、環 成 ぞ 羽7します。

※ 1  ＹＸＸｉｄｃ レポート ＮＱＹ Ｑｬ Ｗｄ｡ ｴ ｡ｱｵ･ ｳ ｴｈ ， Ｉｾｉ ｴｩＮによります 。

※ ｕ ｌｔｒｉ ｘ は｟，ｻークレイ版 Ｔ ＮＲ Ｏ ＱＮＳ ｂｓｄｾ ベースに、

OS F、A T &TシステムV 、I' OSIX' . X /Openなどをサ

ポ ー卜 。 また ｅｴ ｨ ･ ｲｮ ･ ｴ により ｔｃ ｰ Ｏ ｉ ｐ 、 ｎ ｆｓ ・ ｾ 利ｊｬ ｉＢｦ ｴｩｴ 。

※ ｍｓ Ｍ ｄｏｓｬｬ ｩｴＮ，Ｇ ＮＺｬｩ 米 Ｚ Ｑ ＱＧＮ Ｑ の も の で ＮＱ Ｑ 本版 ｬｩ ｬ 件 Ｑ Ｑｾ (- '，ζ で丸

* U NIX オベレー テインク ・システム li ;j(: IEIA T &Tが|時l

1tLライ センスして L 'f -t o  

ユ、 C / F O R T R A Nの最適化コンノ f イラ等 によ *  X  Wi ndowl i 氷:I EI MIT のli'f i僚です。

*  MS- DOSli ;j(: IEIMi crosofttl のliht:: です。

り、 1 4 MIP S以上の システム性能を桜めて低い *  POSI Xli 米11'. 1T he  lnstitut e  of  El ectri cal  and 

価 格 て実現 。砂メインメモリは8 - 24M B、テ'1 El ectroni cs  Engi neers ( [ EEE) のポータ ブルOSの

インターフェイス打線に|対するけ.叩です。

一 一 ・ スクは最大1 ，204M B。砂オープンシステムを11 * NF Sは米IEISun M icrosystemstl のli'f i件、で す。

匝 弔; 指す業界白最先端のU NI X ( UL T R I X"' )制付託。

」 主 主 里 ｾ DECwi ndows  

1. ・-・圃E 圃I

- . . . _ . 圃‘ . . . ｾ‘‘｟ＮＮＢＮ＠ ... ‘.......‘ h  

川専朝用高臨速翻RI侶s釦C ' J - ク勿万一沖ut: ¥.;statlonよ弓3】uu

日本テイジタルイクｾｾプメント練式会祉

み 付 / 干 110 史家相君島恒 東 .t!!. ｾ ミ Ｓ 1  1・7ノン 司イシ-fOO 世 田 ( 型殉)711 111、後 }

- 園 田 園 田 園 画 面. . .  ， ， - - 制 帽 占 園 町 雰 囲 喧 輔 園 園

大幅 宜 直 宮前( 2 22) 軍 閥 宮票所 札 帽置引 1(271) 民81 仙 台官官22( 265)5476 l AJ i a o298(52l3311 大 宮古 048(645) 2655 日比合古田 (595) 初 日

子代困官03(259)5211 飯困倫官官3(5261 )3111 八王子宮0426( ' 2) 8Z31慣 .!! ft 045(441 )8666  1・"' ft 0462( 29)3771 .!!松宮 0534(56) 1277 名古屋冒052( 586)2811

豊 田 宮 庇両日 35) 3231松 本 ft 0263( J J )6 777 車 相 官 即日 21 1) 4811 広 島 官 Q8L( 223) 7127 福 岡 宮 ω2( 472) 6435 星崎 E 的5 8 ( 27日832 " " ' " 冒 ω 副353) 2944
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大 阪 市 北 区 総 合 斤 舎

( 区役所・保健所・区民センター)

設計監理 大阪市都市整備局営繕部

小西設計

施 工 東 急 ・ 富 国 建 設 工 事 共 同 企 業 体

エントランスアプロ一千

区民センタ一束面見上げ

6  建築 と社会/ 1989年 5 月号

当施設は合区に伴う 「新しい北区」の基斡施設と

して市民サービスのより一層 σ7向上と I也級社会の

活性化を図る為に建設された北区役所 ・北保健所 ・

市立北区民センターからなる絞合施設です。

各地設の地下は共用 の駐車場などを通 じて 一体と

していますが地上部では区役所 ・保健所と区民セ

ンターとに分離して 各々 の存作を 明快にし つつ 、

その中間1にカ' ラス屋似を架けてイ ベント ・rmし物

等に使用できるプラザを設けています。

各地設は北区を代表する 中之 j誌の建築併に 見 られ

るような重厚で風俗のある飽きの米ないデザイン

としハーフミラーガラスのカーテンウオールを用

いた区役所 ・保健所に対して 、壁面般の大きい l三

氏セ ンターは 判蛇 JJ 主を 設け たり 長恨に lul If fi を汗j ，、

スカイラインに変化を 与えるなどして対比させ合

区の記念館町J な要素を持たせました 。 また各地設

のパ ラペ ッ トや屋恨の IJll 函の素材には紘予!? 銅版を

用いて縦しみ劫〈扇町公園とも調和する新しい北

茎のシンボルとな るよ うに しました 。

区役所 1 [ : 皆の待合 ロビーは人々 の 出会いやコミ ュ

ニケ ーションの場 としてゆ ったりと孫 ちずい、た' ぷ

囲気の半外部空間 とし、 l吹き抜けを 通 じてつなが

る 2 階の区民ロビーと共に外部のプラザと 一体 感

を持たせた明るい解放感のあ る空間! としま した 。

また区民センターには各般集会や行事 ・rmし物 の

ほかに l主球 ・パトミントンなどの経スポーツも tH

米る区民ホールを 中心 として、各締集会や文化 ・

サークルhl i)Jjj) などに 利用 できる会議室 和室 ・郷

土資料なとーの展 i I' コーナ一、オ ープン 感tLな図古

コーナ一等を設け 、いちょうをモチー フとし た光

リ 天ｾ Ｚ ｛ を設けるなと［Ｑ ＱＧ Ｈ やいた ＧＱ 暖かみのある空 間Ａ と

しました 。 ( 大東清昭/ 小西設計)

所 在 地 大 阪 市 北 区 扇 町 2- 1- 27

敷地面積 5，422 m
'  

建築面積 3，944 m'  

延 床 面 積 12，307 m
'  

構 造 規 模 S R C、8 1、5 F、P I

工 期 昭 和62年4月 ー平成元年| 月

責主寄駅 地下鉄堺筋線扇町駅、 J R大阪環状線天満駅

撮 影 島 修一



区民ホール南面外観
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上 区 民 ホ ール 2 F ロピ

中 区民ホ ール

区民ホ ール 1 F ロビー
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大 阪 市 中 央 区 総 合 斤 舎

( 区役所・保健所・区民センター)

設 計 監 理 大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

安井建築設計事務所

施 工 松村組 ・大末建設工事共同企業体

中央区総合庁舎は、区役所、保健所、区民施設を けた南側の高層事務フー ロ γ クを 中心に階段状に自己 であるが、充分な広さ、高さと光を与えて快適な

併 設するもので 、区民生活と直接的に |剥る施設で 置し、高速道路に対時する形て¥力強い外形にま アトリウム空間にまとめ、区民の自由なコミ ュニ

ある 。 また、 「合区」 と云う背景もあ 1) 、計画に当 とめた 。 ティーの場となるよう位置づけたものでこの庁舎

つては、新区のンンポルとして象徴的なデザイン 建物外観は、この全体機成をもとに、周辺の街な の一つの特徴となっている 。

が強i < 求められた 。 みとの調和を考慮して、表情の強い手法として、 三施設は等しく接地位の強い施設であるが、検討

敷地は中央区のほぼ中央部に位置し、その周辺地 ガラスのカーテンウオールを採用し、彫りと厚み 調整の結来、区役所は東側プロ ック l 階のを、口事

域は商業の町船場にふさわしい活況を呈している を感じさせるディテールによ って、力強き、総動 務室、福祉事務所の他 、高層プロ y クに 一般事務

が、北11111の中央大通りの上部には 4 層にわた って 感を感じさせる象徴的な最観 を窓図して計画した 。 室、会議室をもうけ、保健所は西ブ ロ ンク l 、 2

22速道路があり、景観的に大きな彬科を与えると 庁舎の中央官11には、 三つの1庖訟の視党的な連続性 階に、またホールを 中心 とする区民施設は束フ' ロ

ともに、立体的な騒音i原とな っている 。 を確保し、これらの施設の一体化をはかるため区 y ク2 、 3 階に配置した 。

この隊な状況に対し全体のプロ γ クプランとして 民ロビ を設置した。 ( 羽生克彦 ・安井建築設計事務所)

は、敷地北側11に区民広場を設け、建物は騒音を illi これは本来的には南北の玄関に連なる玄関ホール

10 控 築 と 社 会/ 1989年 5 月号



所 在 地 大 阪市中央区久太郎町 ト2- 27

敷 地面積 4，649m'  

建 築 面 積 2，810 m
'  

延 床 面 積 12，639 m'  

構 造 規 模 S R C(一 部旬、 8 1、7F 、PI

工 期 昭 和62年4月~平成元年 l 月

最 寄 駅 地下鉄堺筋線、 中央線、堺筋本町駅

撮 影 島 修一

エ ントランスアプ ロ一千

区民ホ ールを盟む 南商 外 観

11 



g  

ホール(1正氏施 設)

cl) 

区民施設

2 階 平 面 図 I  :  900 
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l ' 皆平面図 I  :  900  
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エルテイ9 3 2

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組 ・笹川組建設共同企業体

... 上空より草津駅周辺
l 階玄関廻り 砂

琵琶湖の南部、. J ｒ びわこ線 ＡｾＧｾＺｅｴ Ｍｴ釈東口に隣接す デストリアン ・デ ッキにて 21: 皆入口に直接駅から 常時の避難広場としても有効なスペースを 確保 した。

る位置にぶi*駅前 I:l J: 1持l発ヒル ( エルティ 932)が怨 の利用ができるよ うにした 。 また、低層音11 と高層 ( エルティ 932) は英文字の略と数字で 「湖畔のま

設された 。!!{f n-t市のぷ| 品l u に併 Il 日発の椛恕がなさ

れたのは昭和48年のことであ った。以来 10数年 に

わたる係々な人々の努力の紡来 、平成 7C年科、完

成 した。

怨物は、地下 11析か句 I也 卜4 1析までに 商 業施設、

5 ・61: 皆に尉 'Ii 場、 71清から 18階までに住宅を配

置した惚合ビルとな っ ている 。駅前日! I ] 入口には 、

イへント広場を i設け di l ( のだ! いの坊として 利用で 部をつなぐ部分として屋上広場を設け、緑の空聞

きるよ 7 身1. 0 し 山 |町駅 17がf，f: iJ 駅であるので 、べ を創り、住民のやすらぎを隊保するとともに 、非

14 建 築 と社会/ 1989年 5H号

ち ・草 i It j をMニl床する がその名のとお り、外観は

「琵琶湖lのさきが波」 をモチーフにした白系デサ' イ

ンタイ ルと 、水平線を 1rri 謝した ステンレスボーダ

ーの組み合せにより 、凹季折々、 H寺々 刻々と変化

し朝日に聞き夕日に染 まる光景が 、いつまでも 比

あきることのないものてP あってほしいと! 倣っている 。

今後はさらに 「エルティ 932j を絞に美しい術っく

りが形成されることを望みます。

Ｈ ｾ､ ｬｬ｜Ｇ住築事務所 Ｉ





制 l l [ 場 ランプウェイ
外観南京市(夕 景 )
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セントラ J レコート

所 在 地 滋 賀 県 草 津 市 大 路 1 丁目

敷地面 積 7 ，81 2. 11 m'  

建築面積 6，372. 73 m
'  

延床面積 51 ，692. 06 m
'  

構造規模 S R C、BI F、 18F、PI

工 期 昭 和61 年 11 月一平成元年 3 月

最 寄 駅 J Rびわこ線草津駅

⑧ 撮 影 S S大 阪

l 階平面図 1  :  1500 
2 階平面図 1  :  1500  
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御堂筋エスジービル

設計監理 日建設計

施 工 鹿 島 建 設

御堂筋 は大阪が世界に 誇れるすばらしい街並て凶あ

る。 4 111にも重きなり 合 った大いちょうの並木が

延々と続き、春の新緑から秋の黄葉、冬の枝姿に

いたるまで凶季折々、さま ざまな長観 を私 達に見

せてくれる 。 また、大阪の最高ビジネスストリー

トに ふさわしく 、一 流企業の オフィスヒルがずら

りと建ち並んでいる 。

このヒルは御堂筋に面した大変忠まれた環境に位

置している 。 もともと、敷地は御堂筋に直l した間

口は広いが奥行のやや狭い土地と、御堂筋には面

しないがその隣接す る土地の所有者が共同でビ ル

を建設することに よ ってお互いの坊点をカハーし

合い 、かつ 、より利点を生かす こ とができ ること

に箭目 し、実現したも のである 。

テナント ビルとして敷地の最大| 恨の有効利用をは

かるため、容積率1，000% のf!i llll f，lい っぱ いの地下2

1; 昔、 地 一lニ1111皆のビルと なった。平市計画と しては

御堂筋 11111 に大 スノ マンの無柱オフィス空間 を舵保 し、

コア部分はその背後にややゆとりをもちながらも

コン パ クトにまと めた 。 御堂筋 1i!l 1正而 外壁は近隣

のピルの外壁 とそろえ街並の景観のつなが りを美

しくし 、外観は御堂筋に ，建つ建物 としてふさわし

い品絡と重厚さのイメージに心がけた 。 外装は今

までｾ而 ｬ には焼成前の成 ｊｾｾｬ にむずかしくあまり使

用 されなか った乾式二丁掛タイ ルを使用し、デリ

ケートな石自の風合い をねら った。特に歩道に面

した 、 1 ・2 階部分はイタリア産の白色花街石の

磨き仕上とし、 2 階部分にはアールのついたノ〈ル

コニーに装飾手す りと フラワーポ y 卜をあしらい 、

御堂筋歩道に対し、明るく、税しみやすいイメー

ジとなるよう Ｇ ｌ 、がけた 。 各階 のＱｦ 室 部分の ｉｾ 月 口窓

には高性能反射ガラスを使用し、かつ、スパンの

中方立を外苦11へ出さない工法 ( S A  G 工法 ) の係用

によ り外観はより大きな開口ｾ の表 現 ができた 。

幸いにも 各階、 一流企業のテナントが入居し 、 l

I: } T- 3 階には、これからの都市銀行のあリ方を考

えさせられるような全〈新しいスタイルの開放的

な銀行一広告iliがオープンし 、御堂筋の新しい オフ ィ

スビルとして 、今後{ 封ゆく 人々に愛され 、税しま

れることを願 っている 。 ( 型i'EEI 奈弘/ 日建設計 )

• 
格

⑨ 

l 階 平面 図 1  :  800 

18 挫 築 と祉会/ 1989年 5 月号

凶 而 外観 兄 |二If

御唱筋世i ，lf-: み



西商外観見上 げ

外観金王( ( 西両) 銀行信舗入口

19 



SAG工法による関口窓

8附ショールーム受付( 内装. 乃村工事社) 8階ショールーム( 内装: 問左)

20 



戸:

d  

所 在 地 大 阪市中央区博労町 3- 6- 1 電 気 近 畿 電 気工 事

敷地面積 841. 19m'  

住 友 電 設

建築面積 728. 58m'  

延 床 面 積 9030 .46m' 
空 調 三機工業大阪支庖

構 造 規 模 問 、 B2F、 I I F
新日本空調大阪支広

エ 期 昭 和62年 2 月~平成元年 2 月

衛 生 ダイダン大阪本社

最 寄 駅 地下鉄御堂筋線本町駅

昇 降 機 日立製作所関西支広

4量 影 川 元 斉 ア ンコール 柄 松 稔

I Wi 銀行l苫鮒 If昔銀行吹抜階段{ 上} 、玄関ホ ール( 下)
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神 戸 商 工 会 議 所 会 館

設計監理 安井建築設計事務所

施

工 竹中工務庖 ・鹿島建設 ・

明和工務庖 ・林建設工業

( 今津建設) 共同企業体

22 建 築 と社会/ 1989年 5 月号

外観西北面

アトリウム



所 在 地 神 戸 市 中央区港島中町6- 1

敷地面積 6，449. 97
m

'  

建築面積 3，717. 47
m

'  

延床面積 26 ，258. 8 1  m' 

車構造規模 5 R C、S 、16F 、P I

工 期 昭 和62年 6 月ー昭和63年 12月

最 寄 駅 ポート ライ ナー 市民広場駅

撮 影 滝田良彦 ( 55大 阪 )

神戸商工会議所100周年を記念して建設されたこの

会館は、ポートアイランド内ファ ンションタウン

の起点に位置i し、 'l 'l の高い周 辺の近代，建築群とと

もに、整備された都市的な長観を形成している 。

会館は高層の会議所僚、 16層のホテル線、 3 層の

アトリウム隙により椛成され、神戸の新たな情報

発進基地として務備されたものである 。

中心となるス ペースは高さ 20M のアトリウムて¥

すべての施設をつなぐ玄関ホール、ジョイントス

ペースであり、様々な企画イベントにも 対応でき

るよう配慮している 。アトリウムの天井は外光を

やわらかく 11l: 散する液製成虫板て¥天井から吊り

下げられた彫刻家雄知 ｩ 党造氏デザインによる Ｘｾ

の1
1
(1. 明器具とともに、 w7J きのあるやさし い空間を

つくリ出している 。会議所練は 11寺代の要諮に応え

たインテ リジェント 化されたオフィス仕様であリ、

情報化時代にふさわしい会談所とな っている 。

ホテル僚は、テナントとして神戸の』弘前、 風月立

が入居し 、特色のある中規模ンティホテルをめざ

しており 、ヨ ーロ y パの高級 ホテル、リ y ツバル

セロナと提携して 、大規模ホテルには見られない

きめ紛lかいサービスを 中心に、ユニークな施設づ

くりを行っている 。ホテルのメインスペースは 16

1渚の多目的スペース「バルセロナ」 で、リ y ツバ

ルセロナのメインホールのイメージを採り入れた

ヨーロピアンスタイルのバルコニ ー付ホールとし

ている 。 そのほか、 7 7 '/ ション関係の図書を集

めた 7 7 '/ O/ ョン ・ライブラリーや、特色ある庖

打jI j えの飲食1 i 5 街など 、文化的で個性的なホテルと

して、 神戸に新しい魅力を与える施設内谷とな っ

ている。 ( 松山 新/ 安井建築設計事務所)

⑧ 

2 階平面図 1  :  1000 多目的スペース 「パJ レセ ロナ」
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備後町山口玄ビル

設 計 施 工 大 林 組

サンタンガーデンよりJ l [ ffii 見上げ

l 階 平 面 図 1 : 600  8  

24 



谷崎 ｩ ｬ ｾ Ｑ 一 郎 が揃〈船場のイメージを初 御 とさせる 磨 ・ガラスのミラーとグ レーの対比構成 で、 リフ 所 在 地 大 阪 市 中 央 区 備 後 町3

古い土蔵や木造家屋が点在するこのあた りも、次 7 インされた者11市的感覚を演 出し ています。

敷地面積 1.199.24 m
'  

建築面積 825.2m
'  

々と建て替えが進み、街の風景が変わりつつあ り 建物の コーナ一部は、ガラス C Wの箱を ほ入 して
延床面積 9. 444 m'  

ます。 V IE Wのきくアメニティスペースとし、その軒下を
情造規模 S ' SRC造、 82、9 F ， P  1  

井 池筋を備後町通りの交叉点に面するこの建物は 地階庖舗のサンクンガーデン ・駐車場エン トラン

エ 期 昭 和62年9月~平成 1年2 月

蛋 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋線本町駅

繊維製品卸売企業の本社ビルとして、キ リッと際 スと しています。

撮 影 東 出，宵彦

立つ表情の 中に、先端性と親しみを表現すること ビル足元の公関空地 は、混植の刈込に高木を 配し 、

を心がけました 。 オーナー専用の最上1，昔を空中に 春夏秋 冬いつも 何かの花が咲き、季節感の乏しい

浮遊する箱に見立て、柱 ・梁を強調した格子組が この街に四季のめぐ りをしのばせてくれることを

これを支える構成とし、外壁石肌のジエ y トと本 意図しています。 ( 般紙昭三 / 大林組)
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南側外観

育 児 用 品 の I:EI際 企 業 、 ア y ブプP リカ干社土は、脊児教育

のJ拠処処e点t

倣J地也が l陥耐h耐lす る 大 阪 E中1ド: 央央; 区周|防坊町通 lり) は、 iiiHIJ 、“ ヨ

ーロ ッノ吋十 と 呼 ば れ 、 延 長 線 上 に あ る " ア メ リ

カ村" と共に、 7 7 "" ショ ナプルな街と して発!廷

しつつある 地 区 で、 歩 道の J副長工事や紙化工併も

i.!主み、 jaか な 街 路 空11¥1 としても宅備されつつある 。

今 日 の 1111市における@ ; 物は、地価高騰や絞制i 化 す

る法J : J i . : I 刑の下で、より高い有効比が求められてい

る。

そ こ で こ の 建 物 は 、 正三角 形の断面 を 持 つ プ リズ

ムを ti't み 重 ね た 形態 とした 。60・の角 度 をもっ外壁

輪車Ｏｉｫｾは 、 斜線 制 限に容易に対応でき、また、Ｚ在、

辺 の 逆三 角 形 の断而 を し た スペースは、テラスと

一 体 と な り オ フ ィ ス に 広 が り を 与 え 、 ゆ と り の あ

るオフィスス ペース とする事ができた 。

26 控 築 と社会/ 1989年 5 月号

アップリカ本社ビルテミィング

設計監理 丹下健三・都市・建築設計研究所/丹下憲孝

中川巌・建築綜合研究所

施 工 野 村建設工業

東側外観

構 造 は 南 北 方 向 の S R  ｃｪｅｉＺ ， ｾと、東西方向の鉄骨

采ーか ら な る ラ ー メ ン tiYi; 立。 設備 は 3 ・5 "  7 1若の

テ ラ ス に 空 調 屋 外 機 を 設 位 す る こ と に よ り 、 分 散

;J; IH却を行 っている 。

内部空間は、市代中| 王| に f.i 、わる宇宙観を手掛リと

している 。 すなわち、京間南北の守必科1の 色 で あ

る、 ，'f . (1 朱 ・，1，1，1; を配し 、空↑ BJ に 方 向 性 と 特 色

を与えた 。

1 .  2 階は前面lの 街 路 空 間 を 内 部 に 取 り 込 ん だ 広

場、 “ ア y プ リカ プラ ザ" である 。

l 階から 2 階 へ の 緩 や か な 階 段 は 、 大地か ら 天 に

通 じ る イ メ ー ジ で 計 画 し 、 自然の光や 風 が 建物 の

中を自由に 通り 抜 け て い く 機 子 を 、 人 工 の光 で 表

している 。 こ の 広 場 は 公 闘 の 少 な い 街 の 中 で 、 ポ

ケ ッ トパーク や 企 画 展示 の場として 、市 民 に も 開

放されている 。

断 面 図

3  .  4 ・51; 背はオフィス| 若であり、執務スペース、

窓辺 の ＱＺ 表訴コーナ一 、Ｎｦ ｬＨＨｩｾ を地した外部テラスか

らなる 、ゆと リある スペースとな っている 。

6 ・H 持は rf:JI，や主人のた め の展示室であり 、大

井ルーパーを設け 、 光の 変 化 が 楽 し む こと ができ

るＺ￭ￍ ＧＺｾ ｨｬ 展ぷ ス ペ ースとした 。

"Jr.，(上附の 81滑には 、訂以サロ ンや応機室 、千日 毛 の

執 務 当 こ 、ｬｬＡＮにｉＳｩ ｊ ーには ｾｫｾＺ かな庭 ｩ 銅がある 。

今後、 |王l際化行 会 、 制 報 化 社会がi . ! t むなかで 、こ

の佳物は充分な リフレ 'I / ' ュ メ ン ト ス ペ ー ス を 持

つ オ フ ィ ス 空1:¥1 と、色と光; の変 化 を楽しむこと の

できるイベン ト全J : ¥1 、そして市民に| 刻版された丘、

場、 防ア ップ リカ プ ラ ザ"等によ って、 創造 性12か

なオフィスピル空間! とし、さらにはやすらぎのあ

る都市釜聞とすることを意図したのである 。

( 中 川 巌 )



所 在 地 大 阪 市 中 央 区 島 之 内 1- 13- 13

敷 地 面 積 314. 27 m'  

建 築 面 積 219 .80m'  

延 床 面 積 1，405 .24 m'  

構造規模 S R C、BI F、 8F

工 期 昭 和63年 l 月ー平成元年2月

最 寄 駅 地 下 鉄 長 沼 橋 駅

撮 影 村井 修

@  

E員外 テラスと一体とな った展示スペース

l 階平面図 1  :  4∞ 

街路か らアップリカプラザを望む

1  ｦ 背 Ｗ ＮｾＷ リカプラザ の 中 心には古代中国 の宇 宙鋭に基 づいて Ｔ つ

の守飽和ドが配されている。
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ニチレイ明石町ビル

設計監理 横河建築設計事務所

施 工 ニ チ レ イ 明 石 町 ビ ル 新 築 工 事 共 同 企 業 体( 清水 戸田 銭 高)

エントランス夜景
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所 在 地 東 京 都中央区明石町6- 11

敷地面積 4，163 m
'  

建築面積 1  ，260 m
'  

延床面積 22 ，I06 m'  

構造規模 S 、 8 2、18 F 、 P 2

工 期 昭和62年 3 月~昭和63年 12月

最 寄 駅 地下鉄有楽町線新富町駅

撮 影 三輪晃久

東京都心部では定住人口の回復、夜間人口の増加を計り、

街を活性化する目的で大型ビルに 「住居」 を併設する施

策を進めています 。 当ビルも、東京都及び中央区の ご 指

導のもとに市街地住宅総合設計制度を導入し、住居併 設

オフィスビルとな っています。 全国的にもめずらしいオ

フィスピルの高層階に住居を積んだ一機型のビルとしま

した 。

これは敷地があまり広くない条件下でよ り有 効 な 土地利

用 を行ない、積極的に 公関空地を生み出す方法と して計

画しました 。 I l f f i 行したユニークな平面と立而をもっこの

建物は問団川を背京にウォーターフロントの再開発の幕

明けとなる 一 つのビルとな っています。

隅田川のゆ った りとした流れ、そこを往きかう 骨骨をなが

めながらの高層住宅は今後の都心部の生活の一つのあり

方を示しています。 ( 小 i諜盟 武 / 横 河 建 築設 計 事務 所 )





Walking 

世の 中、デート のガイドブ ックは数多 くあ

れ ど、建築空間ある い はそ の場所をメインと

したデー トスポ ッ 卜の紹介 は希少 である 。

そこで私達 r W
j
のページ取材陣は、建築家

こそ素敵な設計をする方々だから、さぞかし

素敵な場所= デー トスポ ッ トを知 っていらっ

しゃ るの ではな いかとい う、一方的な思い込

みの もとに 建築家の諸先生方に 、巷に眠 って

い る秘蔵 のデートスポ ッ トを 紹介 して頂こう

とい うこ とにな った。

一建築家おすすめデートスポット-

|  叫 み 宿0 ラ フ 木 和 そ し て 1. 11: [ . 1，，1

1) 場 だ よ 。 大 き な ガ ッ シ リ と し た 木 の テ ー ブ

ル と 長 椅 子 が あ っ て 、 そ れ だ け で も 何 千 万 円

も す る の か な あ 。 今 で こ そ 、 観 光 の ガ イ ド ブ

y クにも，1在 る ぐ ら い メ ジ ャ ー に な っ て し ま っ

たけどね」と、松、蔵の場所が有名になってし

ま っ た こ と に 心 な し か 残 念 そ う な 様 子 で あ る 。

「ま あ 、 私 の 昔 話 に 終 始 し て し ま う の で は つ

ま ら な い か ら ね。 もっ と 、 倒 り 出 し 物 を と 思

っ て・・ ・ ・」と、ついこの間竣エノ 守一 テ ィ に 行

っ て き た t. fか りだという D- Hotelのノマンフレッ

高ロ 恭 行氏 ( 撮 影 島 修 一 ) 卜 を 持 ち 出 さ れ た 。

そ こ で 記 念 す べ き 第一 回 の デ ー ト ス ポ ント D- Hotel は 、 戎 怖 か ら 西 へ 5 分、 J R 関 西 本 線

の 紹 介 者 と し て 白 羽 の 矢 が 立 っ た の は 、 奈 良 タ ー ミ ナ ル 淡町 駅 前 に そ そ り 立 つ 打 ち 放 し コ

女 子 大 学 教 段 、 並 び に 造 家 研 究 室 主 宰 、一 心 ンク リー ト 壁 が メ イ ン の 建物 であ る。付 近 は

寺 住職 で あ ら れ る 高 口 恭 行 氏 で あ る 。 肩 書 き 飲 食 ビ ル と ラ プ ホ テ ル が 林 立 す る 一 角 で あ る 。

の 厳 格 な イ メ ー ジ が 先 行 し て し ま い、 「高 口 先 周 り が ラ ブ ホ テ ル と な れ ば 、 D- Hotel も か と 忠

生 お 薦 め の テ ー ト ス ポ ッ ト は ? j な ど と お 聞 い き や 、 ギ ャラ リー あ り パ ー あ り の ホ テ ル と

きして不身長ではないだろうか、とかな り気を いう 。 氏によれば、「ラプホテルを超越し、さ

も ん だ。 し か し 、 取 材 |却 の 心 配 を よ そ に 、 氏 らに 追 究 し た 形 が こ の D- Hotelj といつ こ と で

は 手 土 産 の い ち ご ク レ ー プ を ほ お 張 り な が ら ある 。

エ ネ ル ギ γ シ ュ に 初 介 し て F さ った 。「 デート 「デートス; R '/ ト に 究 極 の ラ ブ ホ テ ル と い

に 相 応 し い 場 所 は い っぱ い 知 っ ているけどね」 うのも 過 激 で す ね」の言葉に、 rD- Hotelが 現

と し ば し 考 え 込 み 、 ま ず は 学 生 時 代 良 〈 足 を 代 の 性 に 対 す る 見 方 を 表 象 し て い る ん だ よ 」

五Kん だ と 言 わ れ る 京 都 の i並々堂 ( 1喫茶庖 ) を 似 と 氏 は 続 け ら れ た 。「ニ皆は、性に傑l することは、

介 し て 下 さ っ た。「 ここでよく J受 業 の 合 間 に み 何 か 秘 め ら れ た 陰 出 な も の と し て 考 え ら れ て

ん な で 屯 し て ね。 要 は 、 佳 築 科 の 学 生 め た ま いたわけで、そのl J l l . 1引 が 連 れ 込 み 宿 の イ メ ー
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D- H OT E L外 観

上 ギ ャラ リー

中 フ ロ ン 卜

下 EVホ ー ル



ハ ー

ジ に も あ る わ け だ よ 。 ほら、嫌ヵ、る女性を無理!やりとし、ぅ

イ メ ー ジ j ，無 理 や りね え 」 話 が 段 々 過 激 に な っ て く る 。

' 11寺 を 経 る に つ れ て 、 連 れ 込 み 宿 に 代 っ て ラ ブ ホ テ ル が 出

現し、 h 連 れ 込 む " 云 々 の 陰 湿 な イ メ ー ジ は 薄 れ た も の の 、

そ れ で も や っ ぱ りこそこそとー・とい った 秘 め 事 の 部 分 は 引

きずっていたわけだよ。ラブホテ/ レの設計者にしたって、

世 間 に は 内 絡 で 仕 事 す る と い う 場 合 が 多 か っ た ん だ。 そし

て こ の D- Hotelの 登 場 だ よ 。 こ の 登 場 を も っ て 、 性 は 秘 め ら

れ た 陰 湿 な も の か ら 脱 皮 し て 、 オ ー プ ン で明 るいも の に な

った ん だ なあ」

私 達 は 、 高 口 氏 の 言 う 「 オー プ ン で l明 る い 性」 を 求 め て

D- Hotelに 繰 り 出 し た 。

1 階には、 絵 画 等 展示でき る ギ ャラ リーのオ ー プ ン ス ペ

ー ス が あ り 、 道 路 よ り 自 由 に 出 入 り で き る よ うに な っ て い

る。 地 下 11;皆は フ ロ ント で 、 ワ ー プ ロ や コ ピ ー の 地 設 が あ

る。 また 、宿泊11皆 を は さ ん で 最 上 階 に は パ ー が あ る 。 エ レ ベ

ーターは 3 台あり、 l 台はキ' ャラ リーから直接ノ〈ーへ、他 2 台

はフ ロ ン ト か ら 宿 泊 室 へ と ア プ ロ ー チ さ れ 、 エ レ ベ ー タ ー

の 扉 が 開 く と そ こ は も う 宿 泊 室 な の で あ る 。 宿 泊 室 は 、 西

1HIi の 壁 厚40cmも の 打 ち 放 し コ ン ク リー ト 壁 を 前 に 、 外 部 と

全 く 遮 断 さ れ て い る 。 このように、 パ ブリ ンク な部分と プ

ライベートな部分が、 3 基 の エ レ ベ ー タ ー に よ り 、 見 事 に

分 雛 さ れ て い る 。 とにもかくにも、 D- Hotel は、 「者11市 のリ

トリート ( 隠 れ 家 ) で あ り 、 自 立 し た 女 性 が 泊 ま れ る プ ラ

イ ベ ー ト な シ テ ィ ホ テ ル j ( 設計 者/ 竹 山笠氏) なのである 。

「つ れ 込 み 街 。 ラ ブ ホ テ ルO そして、 D- Hotel 。こ の 移 行

は 、 現 代 の 文 化 の そ れ と も 一 致 す る も の が あ る よ u と、 高

客 室 口 氏 は 笑 わ れ た 。 デ ー ト ス ポ ッ ト第 1 回 目 に し て 、 過 激 す

浴 室

ぎ な い だ ろ う か と の心 自己を よそに、「だからデートスポ y トと

し て 面 白 い ん だ よ 」と、 211l! 1自のし、ちごクレープをほお蝦

られ た 。

打 ち 放 し の コ ン ク リート の 壁 を 背 に 風 呂に 入 り 、 正 方 形

の 小 窓 か ら 大 阪の 雑 伐 と し た 風 最 を 垣 間 見 る 。 サ ン ダ ー が

け 鋼 板 の 間 仕 切 り 壁 、 ン ン プ ル な 家具ーの部 屋ー そ こ は 、 全

く の 隠 れ 家 と な る 。 隠 れ 家 で 退 席 し た ら 、 エ レベ ー タ ー で

ノ〈ーに行き、ワイ ン ク ラ ス を か た む け る 。 こ れ は 、 最 高 の

デ ー トスポ γ トだねー と 、 私 達 は 高 口 氏 の に こ や か な 微 笑

みを思い出しなカずら、 D- Hotel を 後 に し た の fごった。

D-H O T E L  O S A K A  

所 在 地 大阪市中央区道頓堀 2 - 5 - 15

設 計 竹山 聖 | アモル フ

1量 影 復 本 弘 之

. 営 業 内 容

院JI苫 : 1989年 i 月21日 'i lI Ji
r
i :  06- 212- 2995 

チェ y クイ ン 午 後 3 11寺 ノぐー客席数 381，，"

チェ y クアウト jJミ午 宿 泊 料 金 。2 - 31荷 18 .000円

定 休 日 : なし 4  - 6 階 22. 000円

71者 50. 000Fg

• • • • 

と き 平 成 元 年 1 月25 日

と ニ ろ 造 寂 研 究 室

企 画 会 員 企 画 小 委 員 会

Di recl or 1. Y U K O  

S .Y UK IK O  

T .A KIK O  
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. 大先輩に聞く

足立 孝

建築への宏、

大正 8 年、兵庫に生まれた足立孝は、神戸の小学校を出たが、当

時の制l戸は、うぐいす色のボティに大きな硝子窓のス 7 ートな市電

が走り、非常に明るい感じの街であ った。 日本的な号 li 主いの格子戸

が一般的であ った時代に、小さな普通の民家の瓦屋似の門には両院j

きの扉が十J-. 、てお り神戸の特色を感じたと 言 う。

浪速高等学校時代、足が速く陸上の選手であ ったが l 年生の時に

ラグビーにも駆り出され、試合中に鎖骨を折る。当時、石橋にあ っ

た阪大病院分院の精神病棟の大部屋に 2 週間程入院する。その問、

自分自身に忠実で自由奔放に振舞う患者と接し、ふだん抑圧された

中で生活している自分達と 比べ、 どちらが本当の人間だろうかと疑

問を抱き、以来、人閉そ のものに興味を持ち、人文科学の書物に没

頭する。和辻哲郎の 『風土』 を読み、理科の中で人間に 一番近くて

面白いのは建築だと考え、京都帝国大学工学部建築学科へ進学する。

学生時代

「我々学生時分は、 『新建築』 があり、 『国際建築』が外国資料を

紹介、フランスの 『ドゥ ドルドゥイ 』がデザインの一番の拠り所て¥

スイスの 『ベルク 』等に面白い評論が載 っていた。」と語る。

入学して聞なしの昭和 14年 (1939年) 、日本工作文化連盟が堀口捨

己、岸田日出万等当時の主要な建築家を中心に発足し、機関誌 『現

代建築』 を発干IJ。倉1)刊号に載 った坂倉準三のパリ万国博覧会の鉄骨

造の軽快な構成の中に日本のなまこ壁をモチーフとした斜格子の壁

を組み合せた日本館を見て新鮮に感じたと 言 う。その他掘口拾己の

R C造の住宅、中国での都市計画、吉田鉄郎の大阪中央郵便局等の写

真や塀ロ捨己の評論等が掲載され、当時としてはスマートで充実し

た内容であ った。残念ながら戦時色が濃くなり、物質の欠乏を理由

に15号で廃干IJ 。単行本 『工作文化』をU' ，I以し消滅する。しかしその

当時の " 日本的な表現C: U: " とい った雰囲気が、戦後の建築に結び

付き開花した と誇る。

堀口捨己、山田守等が中心とな った東大分離派建築会に属してい

た恩師の森田慶一教授は、明断なは っきりした建築が好きで、特に

ペレーの建築が好きであ ったという。同時にヴィトルヴィウスにつ

いての翻訳、研究を 一生の仕事とされる。森田教授の，建築概論の講

義 が印象深〈、ゼミナールでは、リーグルの l晩期ロー 7 芸術の原書

を手渡され、古いドイツ語の翻訳に苦労したという。リーグ j レは唯

物論的美学を唱えたゼンペルという建築家に対して、ク ンス トボレ

ン芸術意欲によ って形は変わり、単に使い勝手等の唯物論的なもの
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だけでは説明できないと主張した唯心論的美学者として有名であ っ

た。 f五のj J!i/)}i1l寺代の見IlHやたまたま入手したリー グルの『美術様式

論』 という本を読んでL よけいに人聞の心理に関心を持つようにな っ

たという。

森回教授との出会いが、後の教育者としての足立の考え方や姿勢

に大きな影響を与えたに違いない。

太平洋戦争ー狸の泥舟ー

大学生活も後半となると戦争の気配が徐々に濃くなり、学生集会

所で初めて徴兵検査が行なわれる。丸坊主頭に秋風を感じ、落ち着

かない気持ちを引締め、卒業設計に取り掛った途端、真珠湾攻撃。

図面どころでなくなり専ら刻々と伝わるラジオ放送に釘付けとなる。

文部省からの通達で 12月に卒業が短縮され、昭和 17年 l 月に大阪市

土木部第二建築課の臨時雇員。落ち着〈聞も無〈、 2 月に岡山の工

兵隊に入営。経理部幹部候補生試験を受け経理学校で教育を受け、

関東軍に配属となり、南満州の錦西で第二燃料廠工事に従事。学生

時代の不勉強が崇り、初めての木造長スパンの集会所の設計に四苦

八苦。家から本を取り寄せ、 一生懸命勉強し、それでも不安で実物

模型で実験してみると梁にたわみが生じ、ヒヤ ッとしたと語る。

戦争が厳しくなり、大陸の大豆、コウリャン等の内地への食料輸

送が重要な問題となり 、木造のジヤンクでは捌きされず、 R C造の輸

送船が計画された。 j愛東半島の営口という港で小型の試験船を造り、

メドが立 ってからいよいよ大型船を建造することになり、大速の星

ケ浦という保養地近くの海岸に赴〈。造船所のド ックを建設しなが

ら同時に船もつくるという突貫工事。長さ約90 m、排水量2500 トン

の戦時型標準船を参考に、船腹は厚さ 10cmの単筋で、リブで補強し

ていた。打ち継ぎ部は特に気を使ったという。途中スパイによる放

火事件もあ ったが無事竣工し、計画通り 9 ノッ トの速度が出る。 l

隻完成した時点で終戦とな り、後にソ連軍の資材運搬に利用 された

と言う。抑留後、昭和22年 4 月に博多港に復員する。

建築教育一大阪大学一

復員後暫くして、大阪大学に新設された構築工学科に応援に行け

ということで昭和25年 1 月講師となり、昭和26年助教授、昭和34年

教授となり、昭和58年 4 月に退官するまで三十数年、大阪大学で研

究と教鞭をとることとなる。

戦後の学制改革で教養課程ができ、専門教育の期聞が短かく、充

分な建築の実務や技術を教える時聞が無い。大学教育の聞は、物の

考え方と建築に対する興味を持たせることが大切であると考え、 一



あ だち たかし

1919 兵庫県に生まれる

1941 京都大学工学部建築学科卒業

1950  大阪大学工学部講師、助教妓 (' 51 )

1957 工学博士( 京都大学)

1959 大阪大学工学部教授

1974 大阪府建築士会副会長

1975 日本建築学会近畿支部長 ( - ' 77)

1978  日本建築協会副会長

1983 大阪大学定年退官

現在、大阪大学名校教授 .m南大学教授

見、役に立たずとも建築論を教え、在学中に建築に興味を覚えてく

れれば、社会に出てから自分で勉強し 、成長して いくと、教育者と

しての足立は語る。人間性という最も建築に携わる者に欠かせない

根源的なものを体得させることに腐心し続けてきたのである。

方 ト ナ

旧制の教育を受けた学生には大人が多〈、新制にな ってからは、

先生でも押しのけて俺が俺がというタイプの多いクラスもあったが、

その後は非常におとなしくな ってしま ったという。与えられた問題

を皆で議論し、結論を出してゆくという戦後日本が理想とした教育

が結局効果が出ず、皆同じ意見を 言 うおとなしく、賢いそして実利

的な学生が多くなっ た。特に大学紛争以後の傾向であるという。社

会心理学者の リースマンのいう様に、昔は心に羅針盤を持ち常に北

を指し、善とか正義を指針として行動をしていたが、今は心にレー

ダーを持ち、どれが正しいかではなく、相手の出方により自らをカ

メレオンのごとく変える現代人が多くな った。昔の様に人生とは何

か、と思索する人が少なくな ったのではと 言 う。しかし今も昔も人

間の能力に大差はない。社会へ出てやる気が出れば充分や ってゆけ

る。問題はやる気が有るか無いかであると語る。

大阪大学キャンパス移転

研究者としての足立は、高等学校からの人間に対する関心がその

まま研究課題となる。当時建築分野では人関心理に関する研究が少

〈、若干あるとしても錯視等の視覚的な分野に片寄 っていた。その

方面の資料を整理し、『建築と社会』に「室空間の基底的機能一美学

と心理学との接触一」にまとめている。しかし、本当に研究したか

ったのは人聞の行動を調べるこ とであ った。学生に手伝 ってもらい、

食堂の中でどの様な人が、どの場所に座るか。駅の階段の利用実態

を調査し、階段が行動のサインとなる等の研究を続けていたが、研

究半ばで大阪大学キャンパス移転が問題となる。当時大阪大学は中

之島をメデイカルセンターとして関連学部を集め、残りの学部を豊

中石橋の元浪速高等学校の敷地とその周辺に統合が進められていた

が、周辺の住宅開発も進み、充分な敷地が確保できず、タコ足大学

解消のための移転統合が戦後の歴代総長の懸案事項であった。足立

はキャンパス移転計画の長期計画委員会の委員長となり、間もなく

吹田市に大学誘致の意向が有り、千里丘陵に移転する計画が浮上。

大学内部に保守的、現状肯定的な反対意、見もあったが、当時の赤堀

総長等の洞察力と実行力に富む人々による地道な努力が続けられる。

一番問題とな った資金については、昭和40年の国立学校特別会計法

施行令の一部改正により、財政投融資による借入金が認められ、大

学の現有財産の処分による返済の道が開け、また土地貿収について

も地元吹田市の全面的な協力の御陰で、現在の吹回キャンパスが実

現することとなる 。この様な長期にわたる大きな移転計画で忙しい

時期を過ごし、人聞の行動、心理に関する研究も残念ながら牛歩状

態になった。

大阪都市景観建築賞

現在建築協会、建築士会等の要職を努める足立は、助教授時代に

建築協会の仕事を手伝わされたという。当時大阪では建築協会ぐら

いしか建築の団体はなく 、大阪の建築界は村の様な雰囲気で、 協会

で建築関係の主要な 人 と々 知り会うことができた。今や建築界も発

展し、量的にも拡大して、全体像を把握できないくらいの都会にな

ってしまったという。

数多くの公職を歴任された中でも、大阪都市景観建築貨の委員長

を第一回( 昭和57年) か ら現在も続けている 。豊かな国際都市とし

て美しい街にするため、市民が自分の衡に愛着を感じ誇りに思う必

要があるが、現状はなかなかその様にな っていない。公的な再開発

等はまとまってできるが、民間ではまちまちの時期に、それぞれの

考え方で進めるため、まとまりのある街並みを形成してゆくことが

難しい。建築家だけ頑張って も施主の理解がないと良い建築、良 い

街並みはできない。施主に認識し理解してもらうために景観建築貨

の意義があると力説する。それぞれ個性のある建物をデザインして

自己主張をしてもよいが、ストリートアーキテクチャ ーの場合は一

つのまとまりとしての隣りに配慮する心配りが欲しいという。色々

な楽器がそれぞれ個性的な音を 出すが、管弦楽として 1 つのハー モ

ニーを奏でる様なものが理想で、その様に配慮された建物が景観建

築貨の対象ではないかと語る。

化石人聞の時代錯誤かも しれないがと前置き して、 今の建築は表

層的なデザインが多い様だ。遊びもよいし、非合理的なものの導入

もよいが、堅固な様式に対して出て きた近代建築の強 さに対 しては

軽い。ファッション的とも云えよう。すぐれた建築には新しさや変

った点が認め られる ものだが、変ってい るから良しとする短絡的な

傾向は小首をかしげる 。何事でも変化には時間がかかるか ら、長い

目で見る必要があるのだろうと語る。

*  

今 なおお忙しい中、 長時間建築教育や建築について語っていた だ

いたが、楓爽と次の打合せに向かわれた後姿が印象的であ った。

堀畑裕一( 前編集委員・近鐙 日本鉄道建築部) 記
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- 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡Wl J ・a 所在地 b. 敷地面積 c  建築面積 d  延床面積 e  機 造 規 模 f  工期i

2223 田 中 邸

設 計 7 ニエラ 建築設計事務所

施 工 . 英国建 築

a. 兵庫県芦屋市緑町6- 4

b .  212. 88m'  

c .  85 .15m'  

d.  170. 30m'  

e.  W、 2F

[  昭和61年 6 月~昭和61年 11 月

g  阪神電鉄神 戸線芦屋駅

2226 鴨 川 市 多 目 的 体 育 館

設 計 日本工営

施 工 鉄 建 建 設・青木総業 J V

a  千葉県鴨 川 市太尾866- 1

b . 5，545m'  

c .  3 ，61Im'  

d  .  4 ，006m'  

e.  R C、 S 、 2 F

f  昭和62年 9 月~昭和63年 8 月

g  外房線鴨川 駅

2229 姫 路 港 旅 客 上 屋

設 計 ・ 兵 庫 県 都市住宅部営繕課

施 工 ・井上組

a  姫路市飾磨区須1m

b .  9 ，489. 69m'  

C .  2，09 J. 57m'  

d .  3，264. 26m'  

e  .  S、2 F

[  昭和63年 1 月~昭和63年 9 月

E  山 陽 電 鉄 飾l磨駅
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2224 岐阜銀行長良支庖長良北町出張所

設 計 : 伊線建築設計事務所

施 工 : 岐南興業

a  岐阜県岐阜市大字長良福光字篠屋町

b.  258.  84 m'  

C .  128. 27111'  

d.  188. 85111'  

e  .  S、2F

f  昭和63年 l 月~昭和63年 5 月

E  名鉄パス岐阜線長良北町駅

2227 ライフコート萩の台

設 計 . 近 畿 設計事務所

施 工 浅沼組

a  生駒市乙田町7- 482

b.  2 ，326. 01 m'  

c .  1，199.  55m'  

d .  4 ，285. 01m'  

e .  R C、 6 F

[  昭和62年 11 月一昭和63年 8 月

g  近鉄生駒線萩の台駅

2230 ドミシイル御影

設 計 . 住 友 建 設大阪支庖

施 工 . 住友建設大阪支広

a  神 戸市東灘区住吉本町3- 12- 15

b  .  794m'  

C .  468111'  

d .  1  ，202m'  

e .  R C、 3 F

f  昭和63年 2 月~昭和63年 9 月

g  阪急御 Ｉￎｾ 駅

2225 ピヤ高宮アミカス市街地再開発事業

設 計 : 三 島設計事務所

施 工 : 問・大成建設 J V

a  福岡市南区高官3 - 5

b.  5，558. 2201'  

c .  4，979 .69m'  

d .  33 ，247. 72m'  

e .  S R C、 B I F 、 IOF - 12F

f . 昭和61年 12月~昭和63年 8 月

g  西鉄大牟回線高宮駅

2228 上 村 工 業 本 社 ビ ル

設 計 : 大林組

施 工 : 大林組

a  大阪市中央区道修町3- 18

b.  382 .8m'  

c .  299. 8m'  

d.  2 ，740. 9m・

e  .  S 、 S R C、 B2F 、 8 F 、 Pl

f  昭和62年 6 月~昭和63年 9 月

g  地下鉄御堂筋線淀屋鱗釈

2231 朝 日 屋 冨 来 都

設 計 二村建築研究所

施 工 。深尾工務庖

a  滋賀 県神崎郡五個荘町宮荘 鬼平塚

b.  704. 6001・

c .  157.  70m'  

d.  259 77m'  

e .  W 、2 F

f  昭和63年 5 月- 1I [ l 1063年 II 月

g.  J R琵 琶 湖 線 能登 川 駅
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「エッフェル塔100年のメッセー

ジー建築・ファッション・絵画J展

Comput er  Gr aphi cs 

Os aka ' 89開 催

「大阪市ハウジングデザイン

賞 J の 推 薦募 集

今年はフランス革命 200 年、 1889年パリ万博か

らちょうど 100 年にあたる 。鉄骨による初めての

高層建造物 ・エ y フェル搭も 100 周年を迎えるが、

エ ッフェル塔公社 ( S N T  E ) をはじめフランス

各地の美術館やエ ッフェル家、コレクターの協力

を得てエ ッフェル塔の 100 年を建築 ・ファ ッショ

ン ・絵画など幅広い角度からとらえようとする記

念展が 9 月から来年 1 月まで全国 4 会場で1000点

を超える出展によって閑かれる 。

主催は、エ y フェル塔 100 周年記念展実行委只

会( 代表/ 中山公男群馬県立近代美術館長、電話

03- 433 - 1621) とN H K文化セ ンタ一。

・会1¥11と会場

1989年 9/22 - 9/27 阪急 ( 大阪 )

1989年9/ 30- 11/ 5 群馬県立近代美術館( 高崎 )

11/ 18 - '90年1 / 28 東京ステーションギャラリー

1989年12/8 - 12/ 26 岩手県民会館( 感岡)

・内容

〈第 I 部エ ッフェルとエ y フェル熔〉

エ y フェルの生涯、エ ッフェル浴の模型、図面等

〈第 II 音111889年エ ッフェル塔のパリ万博〉

1889年パリ万博i府鰍図や万博資料、エ ッフェル塔

をモチーフとしたアンティカイユ ( 宝石箱、扇等 )

〈第川音11画家たちのエ ッフェル俗〉

ユトリ口、ビュ y フェ、テュフィ、アンリ ・リヴ

ィエール、シャガール、レジェ、コクトーほか

第 5 固めを迎える今回は、 「明日の産業と 12か

な環境を統合する知的Comput er GraphicsJ のテ

ー? のもとに、最新の C A E/ C A D/ C A Mシ

ステム、エンジニアリングワークステーション、

グラフイツクシステム 、画像処理システムなど、

C Gに関する機器 ・装置が幅広〈展示される 。 と

くに今回は、ネ ッ トワ ー ク機能と強力なグラフィ

ック機能を兼ね備えたスーパーグラフィ ックワー

クステーンヨンが数社から出品され、多彩なアプ

リケーション ・ソフトウエアが笑演される。

シンポジウムでは 、コンビュータに 、あいまいか

ということを教える明ファジィマイクロプロセ ッ

サH についての基調講演が注目される 。

主催は( 白日本能率協会( 電話 06- 261ー7151 )。

・展示会

会 期 1989年 6 月 14 日 制 - 17 日出

会 場 マ イ ド ー ム お お さ か

内 容 C A E/ C A D/ C A M機 器 シ ス テ ム 、

A  1 ・エキスノマートシステムほか

入場料 1500円

園 ンンポジウム

会 期 1989年 6 月 14 日制- 16 日幽

会 場 7 イドームおおさか、大阪商工会議所ほか

参加者 2100名

内 容 技術動向とアプリケーンヨン技術の発表

- 討議

大阪市内で、昭和59年 4 月 1 日から平成元年 5

月31日までに完成した民間の集合住宅を対象に、

平成元年度の「大阪市ハウジングデザインr. t J の

自薦、他騰を大阪市では募集している 。

①市民のニーズや地区の特性に対応、した住宅。

② 外観デザイ ン、 配置計画、住戸計画に優れ、魅

力ある住宅や住環境となっている 。

③新しい技術の開発や斬新なアイデア の導入によ

り、快適な住空間が形成されている 。

④既存住宅の活用で優れた改造等が行われている 。

⑤維持管理が適切に行われ、住宅や住環境が良好

に保たれている 。

⑥その他、住宅や住環境に関して優れている 。

以上に該当するものを 、大阪市都市強備局計画

開発部指導助成課( 〒530 大阪市北区中之島 1

3  - 20 電話 06- 208 - 9225) へ 、官製ハガキま

たは所定の推薦用ハガキで推薦されたい 。

受付期間は 6 月 1 日嗣 - 7 月15日ω。

K A J I MA彫刻コンクール

で一般公募中

1989年プリッツカー建築賞 はフランク・ 0 ・ゲーリ一氏に

の建築 コンペでも栄誉を受けている 。

選考方法はノーベル1 ' t にならい、国際的な顔ぶ

れの審査委員会による秘密投票で決定される 。候

補者のノミネートは毎年行われ、 40カ国以上 500

人を越える人々がそ の対象となっており 、日本か

らは丹下健三氏が受賞している 。

受賞者には賃金 10万ドルとメダリオン、賞状が

授与される 。なお、今年の表彰式は、去る 5 月18

日に、奈良の東大寺大仏殿の西回廊て¥フランク

・0 ・ゲーリ一氏、 2 年前の同賞受賞者丹下健三

氏ら約 150 名が出席して行われた 。

3 5  建築と社会/ 1989年 5月号

1989年プリ ッツカー建築1 ' t は、カナダ生まれの

アメリカ人建築家フランク ・0 ・ゲーリ一氏に決

定した 。1979年創設以来 6 カ国 12人目、アメリカ

人としては 6 人自の受賞者である 。

ハイアット財団( 理事長 ・ジエイ ・A ・プリ ッ

ツカー) によ って設が創設された理由は、 「建築

は創造的努力の結晶であるにもかかわらずノーベ

ル1 ' t に含まれていない」ことにあり、その目的は、

オ能、創造力 、使命感を兼ね備え、建築を通じて

人類とその環境に対し絶え聞ない貢献をした現存

の建築家を表彰する ことにある 。

先に 60歳の誕生日を迎えたゲーリ一氏は、金属

フェンス、段ボール、波形金属板などを利用した

ユニークな建築物により脚光を浴びている 。1964

年のロスアンゼルスのDanzi ger Studi o/ Resi  

dence の設計でその輝かしい第一歩を踏み出して

以来、精力的に活動し、最近では総工資 l 億ドル

といわれるロスアン セ' ルスのウオルト ・ディズニ

ー ・コンサートホールの設計を委託され、昨年は

クリープランドのプログレ ッシプ ・コーポレーシ

ヨン本社ビルの設討を手がけ 、またニューヨーク

鹿島建設は、創業 150 年記念事業の一環として、

標記コンクールで一般からも作品を募集し、入11

3 作品には1 ' l ・と賞金を授与し、鹿島建設の K 1 ビ

ルのアトリウムに展示することとしている 。

鹿島建設では、都市空間が超高度利用され、生

活空間も大きく変化しようとしている社会経済情

勢の過渡期の現在を「建設ルネ y サ ンス l時代」と

名づけ、機能性と芸術性を調和融合させた建設物、

さらにはその集合体である都市の創造を再考する

一つの契機として、このコ ンクールを企画した。

開催要領は下記のとおり 。

応募票締切 1989年 8 月12 日仕)

会 期 1989年 12月 1 日幽- 12月17 日( 日)

展 示 会 場 鹿 島 建 設 K 1 ピルアトリウム

審 査 委 貝 三 木 多 附I ( 美術評論家) 、酒井 忠 康

( 同) 、清水九兵衛 ( 彫刻家) 、井上武

吉( 同) 、芦原義信( 建築家) 、谷口

吉生( 同) 、鹿島昭一鹿島建設社長

KAJI MA金1' t 1 点 800万円

KAJ IMA銀112 点 400万円

' 89ノ、ウス&リビングショー、

インテックス大阪で開催

日本経済新聞社

1989年 9 月13 日- 15 日 10:00- 17:00

住宅の建築材料 ・新素材 ・断熱材など、

住宅演出 ・デザイン、ホームンステム ・

設備、建築金物、家具インテリア等々

500円

1 ' t と賞金

催

期

答

入場料

主

会

内



コンペ・ニュース

大阪府庁舎周辺整備計画コンペ結果発表

最 優 秀 作 品一 黒 川 紀 章 事 務 所 作 品 に 決 ま る

21世紀に向けて大阪の 自治と文化のンン ポルと に分縦することを基本にし、地下、池上、デ ッキ 主娠に紛い点が惜しまれる 。

なる大阪府庁舎周辺弘警備計画の提案競技審査結果 の 3 層により、南北の敷地と控物鮮の連絡を図つ 佐蔵総合計画案

がこのほど発表された 。 ている点が機能椛成上の特長となっている。 大阪の歴史性に対する解釈と全体構成に興味あ

最優秀作: 弘は JH川紀章建築都市設計事務所の案 人工地盤上に泣かな広場をとっているとはいえ、 るコンセプトを展開している点が、審査委只の注

で、同コンペに指名された同事務所、日建設計、 地上レベルの外壁が石垣や械墜のデザインを意識 目をひいた 。大阪城との景観を配慮、して高さを全

佐藤総合計画、久米建築事務所、坂倉建築研究所、 している点は、逆に敷地の閉鎖感を惨めるのでは 体に低〈抑えた点は評価されたが、南北に長いフ

菊竹消訓建築設計事務所、安井建築設計事務所、 ないかと危↑ 具する意見があ った。 ァサードが圧迫感を与え 、執務さを聞が束西に面し

村野、森建築事務所、東畑建築事務所の 9 つの司王 そのほか、若干の問題点を内包してはいるが、 て空間条件が必ずしも良くないこと、広場が南北

務 所 の 作Jl: 築の中から審査会で検討の結操選ばれ 21世紀の大阪府民が誇りとすることのできるシン に長〈、まとまりに乏しいことなどが問題点とし

た。 ポリ y クな建築物であることが日〈評価され、最 て指摘された 。

審査会の総，l'Fによ ると全作品各 li ，ごとに審査委 優秀作品として支持された 。 久米連築事務所案

貝全員の意見を出しあった後、優れた作品を各委 〔個別論評〕 大阪城との関係を百el 但した機能的で明快な配置

只が Ｓ 点ずつ行 ￊｉｾｴ する方式で投票した車古来、まず 日建設針案 構 成がこの案の特長であ る。 しかし、南地区と北

4  ｾ長を ｩ 延び、検討を行った。そして、投訴を行い、 大手門を正面に見る東西納と府民広場を !t < 南 地 区の空間的な述続性、行政煉と議会棟のi H占な

2 3震に絞り、再度、検討した上でj決戦投黙し、上 北剥! とを中心lこ、広場と怨築を結んだ 、のびやか どに 問題が残 って いると指摘された 。高層棟を 2

記の最優秀作: 日1 が決まった 。 な桃成とな ってい る。大阪城公聞と 一体的な緑地 段にボリュームを分け、高層部分を細くしている

〔最優秀作品の講評〕 を構成し、東西に 2 本の紋制l を通すなど、緑笠か が、大阪減から見て効果的て' あるという 印象を与

高層僚を行政械一本にして、他の建築併を低く な環境をつくり出している 。行政似及び筈察棟は えず、全体として固い表情になっているのが。惜し

打[ l えた 全体榊成と造形力豊かな表現がこの案の特 超高層でありながら、ファサードに日本的で繊細l まれる 。 また、府民プラザやJ j i 利用の而などにも

長である 。 な表現を与え、大阪減と のIl Il fll !遂を感じさせない 疑問j がはi された 。

全体構成とデザイン表現の上で、大阪城の歴史 優美な外鋭とな っている。また 、議会棟など建物 坂倉建築研究所案

的な意味と大阪城公園ならびに周辺と の|品l係を十 群の構成の表現も優れている 。家庭 J主判所練の取 大手 門の正面に行政相Rを置き、左右に談会機、

分配慮している ＮｉＮｉｾ で、とくに優れている 。 行政隙 り抜いに若干の難点はあるも のの、 明快な動線、 事草聖誕練 を配し 、そ の 中央にサ ンクンガーデンを 配

の正面を大手門と対峠させ、箸察棟と言葉会棟を左 均衡のとれた土地利用、機能的な配置など、合理 i丘した大胆な構成が評価された 。 さらに足元のさE

右に自己した憐成などによって高い絡調をつくり出 的な空間構成とな っているばかりでなく、個性的 問に水而、石垣、橋など大阪械の外織を意識した

しているとの i評価を受けた 。 な広場、ダイナミ ックな府民広場空間! の提案も魅 工夫を試みている 。 また、行政棟、答祭棟のファ

人工I也悠を大胆に配して、車と歩行有を 立体的 力的である 。洗練された作品であるが、象徴性の サードに従来の超高層の単調さを破る表情を与え

延1右前? 針

転t高高さ

附 数

行政陳

132. 420m 

220. 2m 

地下 2 階、地上45階

地設構成等 1 ｦｊｾ 附階 Ｈ 地下 Ｒ 階ｾ地上 ＱＵ 附 Ｉ

I(. f 1 ( ホール、エコーセンタ一、

広械防災センター. 中継機能、

一般 '11務室等

'1' 層階( J 也 1-，16階~地上30階)

食常、行政情報センタ一、

一般 'Mfi 宅

向MI :J'i (地上31，骨~地_I :.45附)

中央コ ンビューターセンタ一、

一般，μ務宅、

ＳＶＰｬ ＡｬＧ ｬｾ 唱できる展望室Ｎ

Ｑ 民ｾＡＮレストラン、

出上ヘリポート設置

最優秀作品施段概要

r*i J也区 ( 敷地 fffi h172. 947m')

議会械

40. 610m 

23. 560m 

47. 2m 

地下 2 階、地上 3 階

I也 F 1  附

安H会主、厚生施設等

l 階

，J UH宣言、議会 '11務局等

2  - 3 附

，ｾｾ品 ｦ 止ぴ傍聴室等

ＨＮ ｾｉ 町 Ｑ Ｒ Ｑ Ｑ 市、傍聴席 ＳＰＰＱ 市 Ｉ

瞥f. f 十車 新別館

101 .270m 29. 280m 

50 .201 47. 701 

地下 3 降、 I也t 9 階| 地下 3 階、地上 9 階

大阪府警本間1&ぴ

近畿ff 区繁W，，) を

収 容

けいさつ会館、

職 μ 研修施設.

' ‘ スポートセンタ

新総u会館を布する

似合地設

特 徴 I Uの人工地盤向上に i止， '1'，向府| 尉品_ I - ，部にかかる透明の屋倒 | 他刷、ら独立して| 地階にエネルギー

の三階i を情成し、明快 ・安全な越| は. 熱反射ガラスのト y プライ| セキュリティに配慮| センター (延床面的

制通路、多憾なスペース要，" に応| トで、府議会的威厳を象徴する |し、向い機動刊の配 12 .450111 ) を設置

えるよヲ配!雌 |と1，;)時に、聞かれた議会のイメ I II のため、! 止! 日 ill 物

-:，;を 表現している 。 としてｊｉＧ ｾ ｬｩｪ

外明等の 1アルミニュームハネ J レ

材 料 I  Ｈ Ｗ Ｎｾ＠ J1; 樹l I it 焼付根裟 )

I' III卸彬イ[ 7レキャストコノ7トト，、川 H 1，五

( 7 ，，)1. 樹脂此温地f.t 申費)

基車、E雇の111¥ 御影石 ( 釧机仕上)

1. 588t， (地下駐車場 1. 413f i 地上駐Jll t，品175t，)  主主 主11 1，ι  

工 '1> '{'( 

概 算 制

約 ＱＮＱ ＰＳ 億円 Ｈ ｦ ｬＱし、北地 Ｑ ｬｻ ＱｾＱ 係地設且び南地区のすち外側工 ＧＱ＾ 及び大阪家庭政判所協を除 Ｈ )  

36 建 築 と社会 / 問 9年 5 月号

北地区 ( 敷地 l而附26，288m')

大阪家嵯峨判所械| 知事公合 ・迎賓施設| 文化施設| 議会会館

1，770m'  

13. 100m 

43. 5m 

I也1: 8 附

2 ，370m'  

5 .470m 

30. 901 

4. 210m I  740m 

12. 010 m I  2. 040111 

31. 5 m 19 m 

地下 l 階、地上 3 階| 地上 3 階| 地 1-.3 階

現本館の主| 剖ホール l

と吹J主は、知事公合

迎賓地設のエント

ランスホールとして

保存、的用

全体配置計画図



るなど、意欲的なデザインを展開している 。 しか

し、歴史性の解釈に若干の問題があり、建物表現

の過度の多様性も疑問とされた 。

菊竹河町訓建築設計事務所案

この請さは立体格子の大ti ' l t 迭の中に、ガラス張り

の庁合と空中庭闘を組み込み、地上はピロティと

して |州政するという大胆な悦楽である 。行政 ・議

会陳及び答祭棟の 2 棟で全体を比較的低< tfll え、

大阪城との景観の調和を図 っている 。 しかし結局

は大引構造物が大阪械の前而に立ちはだかること

になり、未来のオフィス街のシステムに l期する従

案としては理解できるが、この地区の性格や歴史

性を十分に反映していない点が惜しまれる 。

安井建築設計事務所案

この案は大手門を正面にとる東西紬上に行政機、

談会隙を配置した明快な構成を持っている 。談会、

行政、普察、新別館など、表現上門型のイメージ

が 'Hl < 意識されている 。行政機は大架繊のあいだ

に大きな穴をあけて、超高層のlli 圧感を和らげ、

また、各所から見える景観に変化を与えている 。

一万で盃〈閤脊しい、 他方で占典的で格調がある、

という両面の評価があった 。広場、植裁の配置に

問題があり、 f，[l いの場の少なさ、 111 と歩行者の平

而交差の多さ、行政糠の高層部分の執務空間が北

と南に分かれる連絡の悪さなども指摘された 。

村野、森建築事務所案

議会械は来1 f t 1) に、行政、警察の両棟はそれぞれ

南北触、東西制lに配置し、敷地は南北をは っきり

と区分しながら、四周にコロネードをめぐらして

いる点が特徴的である 。議会機はピラミ y ド状の

巳空間をとり、行政 ・箸察の両僚はこれと対照的に

軽快な明而をとって、比較的に低い棟高とするな

どの配慮がうかがえる 。 しかしながら、凹面、段

状、円筒状などの表現が並んでシンボル性の高効

に問題があり、また、敷地外周の 2 階建てのコロ

ネードは閉鎖! 長を与えるのではないかとの指摘が

あった。

東畑建築事務所案

談会機を中央に侃え、その北側1) に回廊を持 った

府民広場を配し、行政練、答察隊を45度振 ってツ

インタワーとした点が本突の独自な点である 。こ

れらの 3 煉が低層部分で各煉ともよく- i 1 I ! 結されて

いること、また、細部のデザイン商の配慮に優れ

ている点が見受けられる 。 しかしながら、議会械

を奥へ引き過ぎて、そこからは大阪城が見えず、

外からのアクセスが長すぎないか、回廊をめぐら

した広場は続撲が大きすぎないか、などの問題点

が指摘された 。

〔審査会委員名〕

会 長 有 武 恭 水 ( 東京大学名誉教佼 )

会 長 代 思 足 立 孝( 大阪大学名誉教綬)

委 以 来 孝光( 大阪大学教妓)

岩井 珠恵 (ク リエイティプ・7 ォーラム取締役)

川崎 清 ( 京都大学教授 )

11 川添 登 ( 日本生活学会理l事長 )

11 木 村 重 信 ( 大阪大学名誉教佼)

11 作巡洋太郎( 大阪大学名誉教授 )

問中 一光( グラフィ ックデザイナー)

H  三 輪 雅久 ( 大阪市立大学教授 )

専門委只 詰Ii 良一 ( 明治大学教綬 )

11 西村 昂 ( 大阪市立大学教授 )

偉大阪府知事コメント

本提案競技に参力uいただいた設計会社 9 社には、

複雑かつ高度な内容を持つ設計条件に対し真剣に

取組み創造性あふれる作品を徒出いただいたこと

坂倉建築研究所案

コンペ・ニュース

に心から感謝する 。最優禿作品 l立、大阪の歴史を

現代に生かした力作であると思う 。今後、 21世 紀

に向け大阪の自治と文化のシンボルとして府民の

皆機に親しまれる新庁令の挫設を目指し、府民、

議会、関係各方面の御意見を承りながら、事業の

錐進に努めたい。

東畑建築事務所案

3 7  



建築クラフ.講 演 記 録

ア ジ ア の 諸 民 族 と 住 ま い - 2

川島宙次

タイ北部の住居

タイ国の北部山地 も、また多民族の混住地です。ハニ族と同種族

のアカ族の住まいは、間取りはハニ族のものと大差なく、男部屋と

女部屋の二つの部分からな っており、屋糠は茅葺きの入母屋造りで

す。

この間取りと全〈同じ趣きのものが、四国山地の祖谷地方に見 ら

れます。土聞のない純高床式の二間取りで、表と内の聞に分かれ、

いずれにも炉があって、表は接客団紫などを主にした男の部屋であ

り、内の聞は食事や炊事、調理に用いられる女部屋です。露代に代

わって前方に濡れ縁があり、水浴場や便所があります。アカ族は、

今はゴム草裏を履いていますが、老人が取り出して見せてくれた、

昔の下駄やわらじは、 全〈 日本と同じものでした。

それよりも驚いたのは、 図 1 の穀倉の造りでした。日本の神社形

式に非常に似ているというより、むしろ全〈同じものです。壁面外

に建つ棟持柱、千木、鞭懸小舞、 1兵縁とそれにかかる階 ( キザハ

シ) 、茅葺切妻屋根を支える掘立柱、ただ造 りが粗末で洗練されてい

ない点が僅かに異な っています。皇太神宮の唯一神明造りに匹敵す

る平入正面三問、奥行二間造りの穀倉もあります。中央部が入口ホ

ール、正面が餅米入、右が水稲綬米、左が焼畑の梗米を入れる区別

とな っています。このような穀倉形式が洗練を重ねて、弥生の神々

を洞る神殿の形式とな ったものと思われます。

アカ族の村の入口には 2 図のような鳥居が建っており 、竹て、作 っ

た〆縄がかかり、門の脇には男女の木偶があり、これはわが国の道

祖神に当たるものです。鳥居の笠木には木で造った鳥型が飾られて

いて 、これもわが国の古墳に見られ、拝所に建てられた鳥居につけ

られていたものと全〈同じです。鳥は天空の霊と人を結ぶ使者で、

鳥が止まっているから鳥居なのです。

タイの北部山岳地帯にはアカ族の他にカレン族、リス族、ラフ族、

ラワ族その他高床住居に住む倭族系の人達とメオ族、ヤオ族といっ

た平地式の住居にする非倭族の人達が住んでいます (図 3 、図 4 )。

図 3 上はアカ族の家、茅葺の入母屋造りで棟端にはパハという千木

型がついています。妻入りの前面には露台があり 、ベランダ状の作

業場があり 、 その奥に廊下状の部屋があ って 、前は男部屋、奥が女

部屋とな っています。

図 3 下はカレン族の家で比較的近代化されたもので、整った外観

をしています。屋根はチークの葉を編み綴ったもので葺いています

が、これは北タイ特有のもので、世界的にいっても木の葉葺は非常

に珍しいものです。切妻の妻入りで、前面の露台に庇屋根がかかっ

ています。この形はわが国では春日造りに当たります。

図 4 上はラフ族の家々で、壁床ともに竹を叩き伸ばしたのし竹を

用いています。屋根には流れに沿 って風除け合掌がj度されています。

これは出雲大社や住吉大社などの造りです。

図 4 下は北 タイのタイ人の住まいで、タイ族はこのような分棟型

の二棟造りの家が多いようです。家の形はわが国の九州、|のくど造り

と同じです。北部タイ人は雲南のタイ族と同種で、混血しなかった

純粋のタイ人で、通常コンムアンと呼ばれていて 、 日本でいえば京

美人とい ったものです。バンコク辺りの中部タイ人は 、 インド系の

モン族等と混血をしたので、色は黒〈、目付きは鋭〈、コンムアン

高床般倉断面図 *汁-1-']1. r- I王によ る タイ北部山地アカ族の穀倉と神社の対比

タイ北部山地アカ族の部落

日本の神社建築との対比、ふ

平 面 図

mt 叫 f 氏による

0 "  t  2' " 

ドーーー+ーー--<

図ー1 穀倉の造り
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とは大いに異なっています。そうして中部タイでは近代化が進み、

住居も高床式ではありますが、洋風住宅といった感じのものが多〈、

伝統的なタイ式住まいはもう見ることはできません。

北部タイではこのように多くの民族が混在していて、たとえ隣村

でも民族が違えば、家の建て方、村の風景もガラリと変わります。

閉 じ気候風土で、建築材料も似たようなものなのに、これはどうい

うことなのか、今までの建築学の常識では考えられないことです。

何がそのような変化 を与えるのか、これは民族性を抜きに考えられ

ないことです。民族はそれぞれの長い歴史、伝統的な生活様式に育

まれた、独自の文化 をも っているからです。

今日、住まいのエスノロ ジーとかエス ノアーキテクチャ一等とい

う言葉がいわれるようになりましたが、民家の研究に当た っては、

民族性は大切なことです。

民家のような文化の複合体は建築学のみではなく、 地理的な地域

性、考古学的な歴史性、風土的な気象とい った多方面からの研究が

必要です。

以上で稲作とそれに伴う高床がわが国に伝えられた、最も有力な

ルートについてお話しましたが、他にも考えられるルー トについて

考えてみたいと思います。それはゴールデントライアングルから南

下して、タイ園、マレ一半島を通じてインドネシアに至る道です。

マレ一半島には食人と首狩の習俗をも った人種がいて 、この道を辿

った人達は、すべてこの洗礼を受けた、インドネシアから北上して

フィリピン、台湾へと、これらの地の原住民はすべて食人と首狩の

習俗があります。食人、首狩は野蛮な風習でありますが、滅多やた

らと人を殺したわけではあ りません。国家や法律がない彼等は 、悪

事を働〈者への刑罰、あるいは復讐であり、農耕儀礼の一種ですら

あったのです。

このような風習が日本に伝わらなか ったのは、このルートが台湾

止まりであ ったことを示しています。この流れに沿う各国はやはり

稲作と高床と航海の国で、幾分はその影響があ ったものとしても、

大きな文化の流れはなか ったものと思われます。

しかし、インドネシアの民家には、紫晴らしいものがあって、ス

マ トラ島のミナンカパウ族やパタ ック族、スラウエシ島の トラジヤ

族等の壮大な高床住居には圧倒される見事さがあります。その他ス

ンダ列島やフィリピンにも、とても変わ った草葺民家が見られます。

これらは優れてはいますが、日本人との感覚とは少し違 ったもので

す。

もう 一つのルートとしては、小笠原に続〈ミクロネシアやポリネ

シアの南洋の島々からのものですが、この地方は石を積んだ基壇式

の民家が主で 、高床式は集合所の建物などに僅かに見られる程度で

す。それに稲作はなくタロイモとかヤムイモなどの根栽植物が主と

なっており、それに調理法も焼き石で蒸し焼きにするといったふう

に、わが国とは違っております。それに衣に関する文化 もなく、こ

のルー トも影響の薄いものと考えられます。 北方からのルー トにつ

いては竪穴住居で触れた通りです。

以上述べたようにアジアの各地には多種多様の民族が住み、それ

ぞれに独創的な高床住居を造り、稲作の技術にも優れたものが見ら

れます。ルソン島北部のイコ。 ロッ ト族やイフガオ族等の段々畑 ( ラ

イステラス) は、世界の七不思議の数えられる見事さで、その港紙

技術にも高度なものがあります。

欧米の旅もさることながら、このようなアジアの国々を旅するこ

とは、最もわれわれには身近な切実感がありますので、是非アジア

の僻地への旅もお勧めしたいものです。

( かわ しま ちゅうじ/ 元大林組住宅部長 )

タイ 北 部 山地 ア ヵ ｾｬｩ 町 民 家

エンライ 保メ チャン 地区サンチャイカオ 付

吋 h 叫 山 叫

CJ. 

・..、

アカ族の家

タイ 北 部ピル ＷＨ 五 ｉｾ 昆

メーホンソン近郊ホイデア 村

カレンｾ町 民 家

。ゆh 刷 』 柏 向

図- 3 カレン族の家

ラフ族の家
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人にやさしい環境を… 。

シーリング・イノベーション〈ダンパ〉

音も環境の一部です。

洗練され美しい 、空間創造で、とかく 音の 問題は忘れ

がち 。 人にやきしい 環境づく りには 、見えない部分

〈音〉の コン トロ ール も必要です。 夕、ンパ杜は 1951年 デ

ンマークで設立されて以来、建築 における 〈音〉の問題

に取組つづけています。そのベースにあるものは教会

にはじまり、近代建築 にいたるまで、何世紀にもわた

って音 の問題を追求しつづけたヨーロ ッパ建 築の伝 統。

この伝統にダンパ杜 のノ ウハ ウが結集 して金属 天井 材

〈ダンパ〉が誕生しました 。音 も環境の一部。ダ ンパは

洗練 されたデザイ ンとそ の吸音性能で、見える部分も

見えない部分も 美 しく演 出します。

イメージを生かせる天井材です。

〈ダンノ ウの特徴は、そ の高い音響 コン トロ ール性能だ

けではありません。空間創造の幅を広げる 豊富 なバリ

エー ション 、洗練 されたカラーと、空間創造の イメ ー

ジにあっ た〈ダン ノウ をお選 びいただけます。 もちろ ん、

長年の ノウハウの蓄積によ りシステム化 された 〈夕、ン

パ〉 だから、施工面においても 、イメー ジを犠牲にす

ることなく、狙いどおり の施工が可能です。美 しく、

人にやさし く。〈 ダンパ〉は、空間創造の幅 を広げる 天

井材です。

ダンパ音響吸音天井材

ダンパ・ 100/200/300 タ. ンパ・タイル ダン.1¥・ロンデラ200 ダンパ・パッフル ダンパ・インターパル

あらゆるｾＯｩｬ ｊ の 創 造に活 用 できる、 表情ｾかな天井 材 ・・それがダ ンバ ・ ダ ンパ ・ロ ンデラの特徴はそのItt !l面 7 7 ティプな 3 次元町天井システム. 切れ味のいい天井. ダンパ インタ

ベ- ' . - - ，" 7 1 イプの天井材 です. 洗 タイルです. シンプ J レな 7 ラ y トタ で情成さ れたデザイ ン。 変化のある そ れがダンパ ・ パ ｾ 7 1レて・す。 カラ ーパ J レの直線て'構成 されたデザイン

練 されたカラーパリエ- " ョンをは イプと、ｾ ｊｬｉ ｊ に ＷＷ セ ントをつくる 天井 をつく るだけでな〈 、IJJ If聞のデ ーの組み合わせ、天j l レベルの変化 、 は、天井の表情 をキリリと 引 き締め

じめ、施工而でl立、平面 はもとよ リ、 リセスドタイプの 2 極を 用意. yもな ザインは表而織が大きいため、 特に 聞明 総J 1. . の変化など 、y ステ 7 ティ ます. もちろんカラーの組み合わせ、

1111苗lにも対応. 設計のイノージにあ ったカラーやデザインの組み合わせ 高い吸音効巣がえられます。 また、 ｾ＠ 7 な地工が可能. また、室内容械 ユニ y ト闘の変化 などで、設計の可

わせた ｩ ｾＨｗ が 可能 てー す Ｎ で、 個 性 ｾ かな ｾ ｉｕｊｩｬｬ ｬ ｪ 主が可 能 です 。 カラーの組み合わせて' 、さらに変化 をそのままに 、視覚的に天井町さを 能性はさ句に拡大。環境づく リに欠

のある天井設計も可能です. 下げるという 用途にも 段通です. かせない吸骨性能も 紘鮮です.

. この シ リーズは 100 ・2∞ ・3∞m の . ダンバ ・タイル ・シリーズ専用の . バネ J しと目地のカラーを変化させ ・ユニ ッ トの幅は 2 7 イプを用意. ・吸音孔なしとさらに吸音効果の高

モジュールて設計されています o Ｎ ｾ昌明器具や換気ユ ニ ｹ ト ｢ 用意し ることによリ . 幅広い凍出が可能 長さは自由に設計てきます. い吸音孔付の 2 7 イプを用意.

. シリーズにあ わせてE宣言十した四日月 ています. です. . 高い' ! & 音効果の獲得のため . グラ

器具 .換気ユニ ッ ト、音響コントロ

ールシステムむ用意しています.

西宮市教育文化センター (図書館)

. ロンデラ専用の昭日月器具 、換気ユ スウールをインサー卜 . 吸音孔な

ニ ントむ用意しています。 しとさらに吸音効果の高い吸音孔

・ 目地板を使用しないオープンシス 付の 2 タイプを用意していま す。

テムむ可能です.

/ ー 一 一 一 ¥ ダンノ吋土日本発売元

. 専用の何日月器具や換気ユニント L

用意しています.

主要施工実績

チャン ギー空港( シンガポール) …… … … … … 150，OOOm'

コペンハーゲン 空港( デンマーク) ・……・……・ .15，OOOm'

ノ〈ー ミンガム空港( イギリス )ー…・・…… … ・…… l O，600m'

西宮図書館(兵庫県 ). …… … … ・… … … … … ……・ 1，200m'

天六 K T V プール( 大阪市 ) ・…・…. . .. .・ H ・. ..……・ ・・ ・600m'

吹田市片 山市民プール(大阪府) 一..... ...... ... .. ..... . 600m'

大道学園( 兵庫県) .…………. . . ・ H ・.. ……. . . ・ H ・- … 1，200m'

札幌市長水路プーl レ( 北海道)一. . ……… … … … 6，OOOm'

CTKBS) 株式会社東京興業貿易商会

本 社 干 105 東京都港区新橋 5 丁目 8 - 9 東興ビル 電 話 ( 03) 436- 2581附 F A X ( 03)  436- 0272 T E L E X  242- 2239 

本 社 工 場 合 (044) 355- 1331附 川 崎 支 底 宮 (044) 355- 1331聞 大 阪 支 広 告 (06) 532- 5745- 9 広 島 支 庖 t t (082) 24 卜5530聞

東 京 支 広 告 (03) 436- 2581附 福 岡 支 底 tt (092) 431- 5072附 仙 台 支 広 告 (022) 222- 9515・9575 名古屋支庖 宮 (052) 201 - 3321 - 5

札幌営蝶所 宮 (011 ) 563-2151附 富 山営喋所 合 (0764) 山 - 4701- 3 函館営業所 合 (0138) 45- 5711附
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システム天井 株 式 会 社 東 京 興 業 貿 易 商 会 本 社 東 京 都 港区新情 ト ト 9 ( 班興ピル)

D A MP A ( ダンパ)

1 . はじめに ・洗練されたカラー

多孔タイプの高級アル ミ天井材 ( D A M P A ) 基本的な ( 白) 、用途の広い傑準色の ( グ レイ ) 、

は、美しい自然に恵まれた北欧生まれの製品て (シ ルバーメタ リック) があり、更にスペシャル

4 年前にデンマークのダ ンパ社より技術を導入、 カラーとして、他に 9 色が用意されており、カラ

主任施工体制の下、次第に受注拡大し、 『建物空 フルなデザイ ンが可能。

聞の音響環境作りの最適品』として、機能面はも ・不燃認定材料

とより、デザイ ン面においても高い評価を得てい 建築基地第 2 条第 9 号に規定する不燃材料 として

る。従来の天井材と比較して、美鋭、工法、取外 の認定を受けている 。

し容易、軽量等の点から、この材料を新l汲音天井

材として利用されることを推奨する 。

2  . 特徴

3  . 工法

T E L  03-436- 2581  

大阪支院 大阪市西区内本町 1 - 5  - 3  (扶桑 ピル)

T E L  06-532- 5745- 9  

1t. i岡・名古屋川崎広島・札眺・仙台市山函館

C チャンネルに板クリ ップ を使 ってダン パ専用チ

ャン ネルを固定し、ダ ンパをはめ込む。ダンパは

専用チャ ンネルの爪にはめ込んで固定するから、

取り外しも容易である 。温水プール等の場合は、

吊りボルト、 C チャンネル 、専用チ ャンネ ルにス

テンレスを使用するか、タールエポキシのコーテ

イングを施せば良い。

( 元木貞次/ 建材委員)

- 抜群の吸音性
残響室;去吸音率測定値

ダンパの吸音孔は、 1  mm径の干しが 2 mmピ y チで

聞けられ、いが当り 260. 000個に及ぶ。( タイル型 ダン パ200 タイプ203( 吸音率) グラス ウー ル付

は、 l 伽 m径の孔が 5 mmピッチで開いている ) その

関口率は 22% で、裏面に グラスウ ールが充領され、

優れた吸音性能と共に換気機能も有する 。

- 独創的なデザイ ン

ダン パ吸音天井材は、ストレートライ ン、タイル

グリッ トのタイプがあり、夫々の用途に応じた隙

々なデザインが選択出来る 。

- スピーディーな施工

ビスを使用しない独特の地工システ ムて¥ 簡単、

迅速、確実に施工出来る 。必要な部位の取外しは、

自由に、かつ手動で簡単に出来る 。

標準施工図

ダンバ 200 タイプ 203

。

1. 0 

0. 9 

0. 8 

0. 7 

0. 6 

0. 5 

0. 4  

0. 3 

0. 2 

0. 1  

。

ダンバタイルタイプAL- 15

。

1. 0 

0.9  

0. 8 

0.7  

0. 6 

0. 5 

0. 4  

0. 3 

0. 2 

0.1 

5  10'  2  5  10'  2  5  10'  2XI O' Hz 

。

標準断面図

てzf

ダンパタイル タイプ A L ー15( 吸音率)

グラスウ ール付

5  10'  2  5  10'  2  5  10'  2X 10・Hz

ダンJ マタイルタイプAL ー 15
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港令コーナー

編集委員会法令分科会

2 3 7  

淡路地域の良好な地域環境の形成に関する条例一兵庫 県 一

兵 庫 県 で は 、 昨 年 10月 、 淡 路 島 を 国 際 的 な リ ゾ の 気 速 が ま す ま す 高 ま り つ つ あ る 。

と * や す ら ぎ か に 満 ち た 、 、 さ わ や か " な 地 域 政i筑

を 形 成 す る こ と が 重 要 で あ る 。

こ の よ う な 考 え 方 の も と に 、 淡 路 地 域 に お い て 、

・緑 地 の 保 全 と 緑 化 の 推 進 、 優 れ た 景 観 の 形 成 を

図るため、

・地 元 市 町 は も と よ り 、 地 域 住 民 の 意 見 を 聴 い て 、

. 土 地 利 用 区 域 の 区 分 ・指 定 を 行 い 、

・ 無秩序な開発行為を抑制し、適正な ｬ ｾｦｊ 発行為を

誘 導 す る と と も に 、

ー ト 地 と し て 箆 備 す る た め 、 33の 民間 プ ロ ジ ェ ク こ う し た 中 て ¥ こ の 淡 路 島 を 質 の 高 い リ ゾ ー ト ・良 好 な 地 域 環 境づく り を 支 援 す る

ト を 織 り 込 ん だ 「 淡 路 島 リ ゾ ー ト 構 想 、J を策定し、 地 と し て 艶 備 す る た め に は 、 計 画 的 な 土 地 利 用 を 仕 組 み を 明 ら か に す る た め 、 こ の 条 例 を 本 年 4 月

図 の 承 認 を 受 け た が 、 そ の 後 も 、 民 間 プ ロ ジ ェ ク 誘 導 し 、 緑 些 か な 地 域 環 境 を 形 成 す る こ と が 不 可 1 日 に 制 定 し た も のである。

ト の 提 案 が 相 次 ぐ な ど 、 地 域 で は リ ゾ ー ト 開 発 へ 欠 で あ り 、 ま た 、 地 域 の 全 域 に お い て 喰 う る お い 。

淡 路 地 域 の 良 好 な 地 域 環 境 の 形 成 に 関 す る 条 例 (概略)

ｾＱ 章総則

( 目的 )

第 1 ;条 この条例は、淡路地滅において、無秩序な開発行為

を抑制するとともに、 u地内保全及び緑化的推進並びに慣れ

た紫似の形成を図ることにより、良好な地域環境を形成し、

もって自由時間1等を利用し て滞花し つつ行うスポーツ 、レク

リエ - ; ，- ヨン、 教養文化活動、休養、集会等の 多機な活動の

場の鐙備に資することを目的とする .

( 定義 )

第 2 条 この条例において 「淡路地滅j とは 、洲本市、 w名

町、淡路町、北淡町、 一 宮町、五色町、東浦町、緑町、西淡

町、 三原町及び南淡町の区成をいう.

2  この条例において 「開発行為J とは、主として建築物の

主n築又は特定工作物の挫殺の用に供する目的で行う土地内区

画形質的変更をいう。

3  この条例において「挫築物J とは、建築基触法( 昭和25

年法律第 201号) 第 2 条第 l 号に脱定する控築物をいう .

4  この条例において「特定工作物J とは、都市計画法( 昭

和43年法律第 100 号 ) 第 4 条第 11 l ) ' ( に組定する特定工作物を

し、ヲ.

( 県的責務)

第 3 条 県は、 淡路地械の良好な I也滅環境の形成に関する施

策を実施するとともに、淡路地域的市町が実施する良野な池

波環境円形成に I刻する泊策を援助し、かつ、その総合調E置を

図るものとする.

( 淡路地域の市町の責務 )

ｾＴ 粂 淡路地減町市町は、良好な地域環境町形成に関する

施策を実施するとともに、 v;，が築地する良好な地域環境の形

成に | 刻する施策に協力 するものとする .

( 淡路地域の住民の賀務)

第 5 条 淡路地域の住民は、自ら進んで緑地の保全及び緑化

の推進 ( 以下 「紋I也の保全等J といヲ。) 並びに 慣れた景観の

形成に努め るとともに、v . t - 及び淡路地滅的 市町が実地する 良

好な地減環境の形成に l刻する施策に協力するものとする .

ＨＧ ｉＧｾ 住者 的責務Ｉ

第 6 ;条 事業者は、そ の' 1:>::(; 活動を行うに当たっては 、緑地

の保全等及ひ・慣れた 景鋭的形成を図るために必要な惜置を混

ずるとと もに、県及 び淡路地肢の市町が笑砲する良好な I也械

環境の形成に| 刻する施策に協力するものとする .

第 2章 土地利用区域

( 土地利用区域)

年兵庫県条例第20号) 第 l 条第 l 取に脱定する淡路地域環境

形成審議会( 以下「審議会J という . ) の意見を聴いて、土地

利用 区放を 指定するものとする.

2  知事は、 i向ヰi円規定により土地. f IJm区域の楽に ついて得

議会の意見を聴こうとするときは、 m条第 21目的規定によ り

提出された意見鈴の要旨を、審議会に提出するも のとす る.

3  知事は、第 1I買の規定により土地利用区成を指定したと

きは、その旨及びその区域を告示しなければならない。

( 土地利用区成の指定の変更)

第 12条 前 4 条町規定は、土地利用区域的指定的変更につい

て郁朗する .

第 3 章 リゾート施設霊備区域 ・

( f 崩発行為的許可 )

第 13条 リゾート 施設鐙例区域内において、開発行為 をし よ

うとする 者は、あ らかじめ 、規制 で定めるところによ り、知

事的併可を受けなければならな い. ただし、次に掲げる開発

行為については、 この限 りでない.

( 1)品川 l で定める規模未満の開発行為

ＨＲＩ 自己の ｉｓ 住の用に供する建築物の主 ｮ ｾ の ｊｬｬ に供する目的

で行う 開発行為

(3) 非常災若手のために必要な応急情置 として行う開発行為

(4) 通常 的管理行為、軽易な行為その他的行為で且LWJ で定め

るもの

2  知事は、リゾート地設笠備区域について、I ; I I . "'J で許可の

基搬を定めるものとする 。

3  知4>' ;1、 ii M' lに規定する許可の基準を定めようとすると

きは、あらかじめ 、審議会的意見を聴 くものとする.

4  前 2 l ) ' ( 的規定は、許可の恭i I ' ! の変更について準用する 。

第14条 知事は、 ii I j 条第 1 mに規定する si 可の巾附があ った

場合において、当該申消に係る開発行為が同条書1 2 耳iに胤定

する許可の基i j j ¥1ニ適合していると認めるときは、これを許可

するものとする.

2  知事は、 il I j 条第 1 mに組定する許可の巾約のあ った 問 先

行為が、同粂第 21買に規定する許可的基準に適合しない場合

であってむ、良好な地滅環境内形成に支障がないと認めると

きは、これを併可することができる .

3  知事は、前墳の規定により許可しようとするときは、あ

らかじめ、関係市町長及び審議会の意見を聴〈ものとする.

4  第 I l j ' ( 及び第 2 項の嵐定による許可には、良好な地域環

境を形成するために必要な限度において条件を付することが

て' きる.

( 兵庫県企画部)

( 1)規則で定め る縦模未満の附発行為

(2) 自己の居住町周に供する建築物の建築の周に供する目的

で行ヲ 開発行為

(3) 非常災笹のた めに必裂な応急姶訟として行う開発行為

(4) 通常 の管理行為、軽易な行為そ の他の行為で規制で定め

るも の

第24条 第 2 r . 1! 地域又は第 3 陸地域内において、開発行為 を

しようとする者は、あらかじ め、鋭目IJ で定める ところによ り、

知事的許可を受けなければならない. ただし、前条第 3m各

号に掲げる 開発行為については 、こ の限りでない.

2  知事は、第 2 極地域及び第 3 極地域内区分に応じて. 脱

則で併可的基触を定めるものと する .

3  知事は、前項に規定する許可の基準を定めようとすると

きは、あらかじめ、審議会的意見を聴くものとする .

4  前 2mの規定は、許可の基準の変更に ついて単附する .

(副腕JII ト ー 一 一
時

第 5 章 開 発 指 灘 区 域

( 開発行為の肝l tJj )

第26条 開発指噂区域内におい て、開発行為 をしようとする

者は、あらかじめ、I ; I I . QIJ で定めるところにより、当該開発行

為的内容を知'1>' こ届け出なければならない. た だし、次に掲

げる開発行為については、この限りでない.

(1)続日IJ で定める規模未満の開発行為

(2)1'1己的居住の周に供する建築物の建築の朋に供する目的

で行う 開発行為

(3) 非常災害のために必裂な応急情置とし て行う |崩発行為

(4) 通常の管理行為、経易な行為その他的行為でI ; I I . "'J で定め

るも の

( 指持又は助君)

第27条 知 Ｇ Ｑ Ｇ は、 ｮｾ 粂の脱定による開発行為的 ｊｪｲｩｈｪ があ っ た

場合において、当該届出に係る開発行為が良好な地域環境町

形成に支障があると認めるときは、当該扇 l品をした者に対し、

必要な指導又は s) J 曾を行うものとする.

( / 明党行為町内容的蛮i I ! ) WI専に附する特例 )

第 6 j車 雑 則

{ 紘一令の許可等の配慮)

略

第30条 知弔は、第 14条第 1I買若しくは第 2mの胤定によリ

許可を受けた問先行1 . ) 又は第26条の規定により届出のあ った

開発行為て・良好な地域環境円形成に支障がないと認めるもの

について、法令の1 ; 1 1 . 定に基づいて許可、j t ' . 可その他の処分を

行うに当た って は、当該開発行為が円滑に笑地されるよう i直

第 7条 淡路地戚において、無秩If ' な! 制発行為を抑制lすると

とも に、緑地内保全等及 ぴ慣れた ft 似の形成 を図る ことによ

り、良好な地域環岐を形成するため、淡路地域を次に禍げる

区域( 以下「土地利用区域J という .) に区分する 。

( 酢 .f J l は不昨函I 町通知 ) 略 切な配慮を する ものとする.

( 1 ) リゾート地設笠備区域 スポ- " ; 地設、レ 7 リエ- ; ，- ヨ

ン地設 、教義文化施設、術的地殻等のリゾート施設を箆備す

べき区域

(2) 開発調鐙区域 紛地的保全等及び優れた景観の形成を図

るため、 開発行為を抑制すべき区員長

(幻| 期発指導区域 前 2 号に掲げる区域以外の区域

2  開発調笠区域は 、次に掲げる地域に区分する。

(1)tl'l 1極地域 自然的社会的諸条件からみて、自然保全地

域として緑地の保全等及び優れた j;t 観的保全を図るため、特

に開発行為を抑制すべき地域

(2) 1l'¥ 2 傾地域 自然的社会的諸条件からみて、森林地減と

して紋地の保全等及び1壷れた景観の形成を図るため 、開発行

為を抑制lすべき地法

(3) 第 3 種地減 自然的社会的諸条件からみて、農業地蹴と

して緑地の保全等及び慣れた景観的形成を図るため、開発行

為を抑制すべき地域

( 土地利用区域の案の作成 )

第 8 ;条 知事は、関係市町長町宮. 見を鞄いて、土地利用区域

的業を作成するもとのする.

{ 公聴会円I間慣事 )( 上地判川区 ijt 町議町岨量1約 一 略

( 土地利用 区成向指定 )

第11条 知 Ｔ＾ は、関係市町 民投ぴ附 胤機関設世粂 ｦｾｉｊ ( al1桐136

42 建築と社会/ 1989年5 月号

(J 也減環境の形成に l則する協定 )

第16条 知郁は、第 13条第 I J 1 ( に規定する許可の申紛があ っ

た場合に釘いて、必要があると認めるときは. I対係市町長に

対 し、当該開発行為をしようとする' I'i とのfllf において. I;II. "'J 

で定める 40fj i ニついて 地法環境円形成に l期す る協定を締結す

ることを要消するものとする .

2  第13条第 1 mに規定する許可の [11消をした者は、関係市

町 長から地域環境の形成に l刻す る協定の締結を求められたと

きは、誠意をも ってこれに応じなければならない.

( 工ゅの完 f 円 ftli 出 )( 閲覧行為町礎止の111111)( 問先行均同前回IにJ I ; づ〈 地 位

町線融) ( 間売行ぬ町内容円蛮直 )(匝I' ! I に間 1る判例 ) 略

( 慣れた j;t 観的形成の促進)

第22条 リ ゾート 地設盤側区成にお いて、優 れた ＺＡ［ｴ 鋭 の Ｑｦ ＳＯ ｾ

を促進するため、郎市景観の形成等に l刻する条例( 昭和60年

兵庫県条例第 17号) の適用 を術極的に図るものとする.

第 4 章 開発問型車区域

( 開発行為の制限 )

第23条 第 l 種地員長内に』づいては、開発行為をしてはならな

い. ただし 、知事が林地の保全等及び慣れた景観の保全に支

障がないと認めて許可し たときは. ニの限 1) でない.

2  知14i:1立、 ii M' lただし魯の規定により許可しようとすると

きは. あらかじめ、関係市町長及ぴ審議会の意見を聴くもの

とする .

3  次に掲げる開発行為については、 iiij 2 墳の胤定は、適用

しない.

( 公共施設的幣備の促進)

第31条 県は、淡路地域において、良好な I也滅尽岐を形成す

るため、必要な公共施設の重量備の促進に努めるものとする .

( 市町への支援)

第32条 V;¥は、淡路地減において、良好な I也械環境の形成に

l期する地策を実施する市町に対 L 、その事務又は事業向執行

が円滑に行われるよう必袈な支援に努めるものとする .

(上地的間取リ 同市望的巾出等 )( r ; 笹処分等 )( 聴聞 )(立入検>1: ) 略

( 補日IJ )

第37条 この条例的箱行に| 則して必要な ' J:>項' ; 1、I; II. "'J で定め

る.

事官7耳障 罰則

Ｈ 酎刷 ＩＨ 両間地ｾ Ｉ

附 員 。

( 地行JUJ 日)

略

1  この粂例は、公布向 日か ら起抑 して l 年 を組えない範凶

内において嵐山lで定める日から施行する . ただし、第 7 条か

ら第 12粂まで、第 13条第 2 項から第 4 耳1まで及び第24条第 2

可iから第 4 耳i まで並びに附日IJ 第 3 ヰi且ぴ附日IJ !:il 4 劇的規定は、

公布の日から地行す る.

( 経過指世 )

2  この条例の随行の際現に工事に着手している開発行為に

ついては、この条例的1 ; 1 1 . 定は、適用しない 。

( 以ド略 )
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建築技術安全審査委員会について

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 藤 白 台5 - 8ー1 〒565

電 話… ( 06) 872- 0391 F A X"' ( 06) 872 - 0784 

業務 時間 ・ー 平日 Ｙ 日 Ｐ ｾ ＱＷ : 目。

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 

1  . はじめに

符定行敏庁 {情遭担当悟) 1  財団法人 日本1l I 1t 合以線局時

当委員会は、昭和50年 1 月近畿行政連絡会議の要請に より建築主

事の諮問機関として発足し、同連絡会議が定める構造等取扱要領に

掲げられた建物等の安全審査 ( 以下「審査」という) を行う ことを

目的としています。同要領は、昭和56年 6 月の建築基準法施行令の

改正に伴な って建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され、高き

が45 m ( 鉄筋 コンク リート造は31m) を超えて60m以下の高層建築

物についての安全性を判断する 「評価 j が追加されました 。

なお、当委員会では近畿以外の地域の物件についても「評価」や

「審査J を行っております。

2. 運営

当委員会は、主に近畿における大学の先生方で構成されており、

月 1 回開かれる常任委員会におい て申込み案件を審議し、案件ごと

に 2 ・3 名の委員からなる 小委員会( 部会) を設けます。詳細審議

はこの小委員会で行われ、通常 2 ・3 回聞かれます。審議終了後、

担当委員により報告書( 案) が作成され、常任委員会での審議を経

て報告書が交付されます。

常任委員会での受付ーから報告書の交付ーまでの期間をできるだけ短

縮するよう配慮しておりますが、その期間は通常ほぽ 2 ヶ月余とな

っていま す。

3. 申込み方法

建築主事から建築確認申請予定物件について、当委員会の評価 あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1 週間前( 原則) までに当試験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあたっては、事前に当試験所と相談の上進

めていただくようお願いします。

o 評価又は審査申込書( 当試験所所定の用紙) ・・……… ... 1 通

0 建築主事の意見書( 審査項目を 記載したもの) …… ・… …・ 1 通

0 総括説明書 ( 常任委員会及び小委員会用資料) 一・… .. . ... .16音11

0 構造設計図書一 式 ( 小委員会用資料) … … ・・…・・………… 6 部

4. 評 価 料 ・ 審 査 料 に つ い て

常任委員会での受付終了後、当試験所より申込者に対し、請求書

を送付しますので、所定の銀行に振込んで下さい。

5.評価シートについて

当試験所では、評価 を完了した物件について、評価内容の概要を

一般の方に お知らせする目的で 、申込者のご協力 を得て評価シート

を作成し、機関誌 i G B R C J に偽載しておりますので、ご利用し

て下さい。

ご不明の点は、当試験所の企画室までお問い合わせ下さい。
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[ 組告書 i 正) . (写11

一一」里宣! J 耳UL一一

[量供唖出 賢斜ー式]

: 信起ゆ繍 ) . (11告書}

ー一 目 合

[車! 時盛出資斜ー式]

ニの間 )0目匝度

匡二E

躯告書の買付及び過{ サ

e. 与喧出資何ー式の退11

直 面
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建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 委 員 名 簿( 50背断) 任 期 自 昭 和64年 l 月 l 日

至 平 成 2年 12月31日

委 只 長 航 尾 雑rr 京 都 大 学 名 誉 教 授 委 貝 1 . 1氷 悲 京 都 大 学 助 教 段

E倭 員 長 若 林 資 日 本 建 築 総 合 試 験 所 鳥 海 勲 大 飯 工 業 大 学 教 授

委 只 浅 野 幸一郎 関 西 大 学 教 授 永井興史郎 京邸工芸機雄大学助教綬

五 十 嵐 定 義 大 阪 大 学 教 授 中岡啓一 近 畿 大 学 助 教 授

石崎i哲 雄 京 都 大 学 名 誉 教 授 中 村 武 京都工芸繊維大学教授

石悶修三 京都工芸繊維大学教綬 中 村 恒 普 京 都 大 学 教 俊

井上一朗 大 阪 大 学 助 教 綬 野 中 事 二 郎 京 都 大 学 教 授

井 上 盟 大 阪 大 学 教 授 藤原悌三 京 都 大 学 教 授

大 場 新 太 郎 大 阪 工 業 大 学 教 授 日置 興 一 郎 大 阪 市 立 大 学 教 授

問 問 光 正 大 阪 大 学 教 授 場内三郎 京 都 大 学 名 瞥 教 授

桂順 ｾｦ￬ Jj l 者11 大 学 教 授 益lも 潔 日 本 建 築 総 合 試 験 所

金谷 1L 神 戸 大 学 教 授 i晃野普治 日 本 建 築 総 合 試 験 所

金多 i部 京 都 大 学 教 授 松井克俊 明工章高等専門学校助教授

川 村 純 夫 大 阪 市 立 大 学 教 授 松 浦 邦 男 京 都 大 学 教 授

河 野 允 宏 京 都 大 学 助 教 授 松永裕之 m南 大 学 教 妓

日下部啓 神 戸 大 学 教 綬 南 宏 一 大 阪 工 業 大 学 助 教 授

国枝 j古自11 京 都 大 学 助 教 佼 南 井 良 一 郎 京 都 大 学 教 綬

柴 回 道 生 侠 南 大 学 教 授 六 車 配 京 都 大 学 教 授

鈴 木 計 夫 大 阪 大 学 教 授 議団司自1¥ 京 都 大 学 教 授

田川健吾 福 井 大 学 教 佼 八 尾 真 太 郎 関 西 大 学 教 授

竹 内 吉 弘 大 阪 工 業 大 学 教 佼 山 府 邦 男 関 西 大 学 教 授

田 村 博 日 本 建 築 総 合 試 験 所 山 田 稔 神 戸 大 学 教 技

辻 文三 神 戸 大 学 教 授 脇山広三 大 阪 大 学 教 授

寺列俊夫 京 都 大 学 教 授 渡 辺 史 夫 京 都 大 学 助 教 筏

常 任 委 員 会 委 員 名 簿 ( 50音順) 任期l 自 昭 和64年 l 月 1 日

至 平 成 元 年 12月31日

委 員 長 若 林 質 日本建築総合試験所長 委 只 鈴 木目十 夫 大 阪 大 学 教 授

委 員 浅 野 幸 一 郎 関 西 大 学 教 授 中国啓一 近 畿 大 学 助 教 授

井 上 泣 大 阪 大 学 教 授 野 中 華 二 郎 京 都 大 学 教 授

ｦｦ 一 服ｾｦＭ ￬ 京郎大学教授 山岡邦リj 関 西 大 学 教 授

金 谷 弘 神 戸 大 学 教 般 山 悶 稔 神 戸 大 学 教 授

日 下 部 馨 神 戸 大 学 教 校 脇山広三 大 阪 大 学 教 授

建築と社会/ 1捌 年 5 月号 4 3  



中 間 層 向 け 賃 貸 住 宅 対 策 の 必 要 性

昭 和50年 頃 ま で は 、 公 共 賃 貸 住 宅 の 制 度全体 は か な り 合 目 的 に 機 能 し て い た 。 民 間 賃 貸 住 宅 に 比べ て、

家主lrは 相 対 的 に 低 廉 で 、 全 体 と し て 低 所 得 層 向 け に 供 給 さ れ て い た 。 と こ ろ が 、 昭 和50年以降になると、

公 共 賃 貸 住 宅 の 家 賃 は 大 き く 上 昇 し 始 め 、 と く に 公 団 ・公 社 の 家 賃 上 昇 が 著 し く 、 公 営 住 宅 と の 聞 き が

大 き く な っていった 。近 年 で は 両 者 の 家 賃 の 不 連 続 性 が 顕 著 に な っている 。 そ の 影 響 を も ろ に 受 け る の

は 、 大 体 、 年 収300- 600万 円 の 所 得 層 の よ う だ。 こ の 層 は 、 公 営 は 収 入 オ ー バ ー で 入 居 で き な い 一 方、

公 団 ・ 公 社 が 供 給 す る 新 規 賃 貸 は 家 賃 が 高 す ぎ て 手 が で な い 。 民聞の少し質がよい賃貸住宅となると、

家 賃ーはすぐ 10万 円 を越してしまう 。 だ か ら と い って 、 こ の 層 が 持 ち 家 取 得 に 向 か う の は も と よ り 無 理 で

ある 。 現 在 、 こ の 層 に 対 す る 住 宅 対 策 と し て は 、 公 団 の F民賃住宅」公庫の「土地担保賃貸」、大阪府の

「 特 質 」 な ど 、 民 聞 の 地 主 が 耐 火 建 築 の 賃 貸 住 宅 を 建 設 し よ う と す る 際 、 低 利 の 資 金 を 斡 旋 す る 制 度 が あ

る。大 阪 府 の 例 で み る と 、 府 営 住 宅 の 建 設 は 年 間 500 戸 以 下 で あ る の に 対 し 、 こ の 制 度 に よ る 建 設 は こ

こ 数 年2000戸 台 で 気 を 吐 い て い る 。 こ の 極 の 住 宅 の 助 成 策 の 重 要 性 を 示 唆 し て い る も の と い え よ う 。 地

価 の 家 賃 へ の 跳 ね 返 り を 抑 え な が ら 、 地 主 層 へ の 賃 貸 建 設 援 助 を 一 層強めてし、〈施策の展開が望まれる 。

(  S .  S )  

六 つ の 風 土 と と も に その 5 一一一 但 馬

兵 庫 県 の 北 部 、 但 馬 地 方 で は 昔 よ り 「 弁 当 忘 れ て も 傘 忘 れ る な 」 と 言 われる 。神 戸 か ら 但 馬 へ 出 張 す る

ると、神戸 ・姫 路 で は 良 い 天 気 で も 播 但 線 で 生 野 峠 を 越 え る あ た り か ら 決 ま っ て 空 の 色 が 変 り 始 め る 。

円 山川 が 車 窓 か ら 眺 め ら れ る 頃 に は 外 は す っか り 悶 に な って い て 、 先 の 諺 を 思 い 出 し て は 傘 を 忘 れ た こ

とを後悔するのである 。 「但馬」と 言 え ば 冬 は 温 泉 、 カ ニ 料 理 、 ス キ ー 、 夏 は 海 水 浴。 主 に 京 阪 神 か ら の

一 泊 程 度 の 旅 行 先 と し て 親 し ま れ て き た 。 そ れ が 昨 年 に は 近 畿 自 動 車 道 舞 鶴 線 も 開 通 し 、 但 馬 空 港 も 計

画 さ れ る な ど 時 間 的 に よ り 身 近 か な リ ゾー 卜 ゾ ー ン と し て 開 発 整 備 さ れ よ う と し て い る 。

兵 庫 県 で は 、 こ う し た 開 発 撃 備 の 先 駆 け と し て 、 円 山 川 河 畔 に 総 合 リ ク リ エ ー シ ョ ン施 設 の 「 但 馬 C S

RJ 、城崎町にはクアノ、ゥスとコ ンペンシ ョ ン 施 設 を 組 み 合 せ た 「 城 崎 大 会 議 場J を 設 置 し 、 我 が 営 繕

諜 で 設 計 監 理 を 手 掛 け た 。 但 馬 の 盟 か な 自 然 風 土 を 乱 さ な い よ う 心 掛 け な が ら 、 大 規 模 な 施 設づ くりを

行 な う と い った 、 官 庁 営 繕 と し て 最 も 力 を 発 揮 し た け れ ば な ら な い も の で あ った が 、 何 如 で あ ったろう 。

現 在 、 出 石 景 観 保 全 地 域 な ど で は 、 皆 様 に 、 よ り 積 極 的 に 地 域 風 土 を 生 か し た 設 計 を し て 頂 く よ う お 願

い し て い る 地 域 も あ る が 、 あ の 但 馬 の 気 候 の よ う に 京 阪 神 と は 違 っ た 但 馬 の 建 築 風 土 が 生 れ 育 ってもら

いたいと原買 っている 。 ( Y. M)  

多 様 化 の な か の 建 設 業

昨 今 の 建 築 コ ス ト の 上 昇 と セe ネコ ンの 態 度 に つ い て 物 申 し 上 げ る 。 列 島 の 安 定 し た か に み え る 好 景 気 に

え ら れ て 建 設 投 資 が 増 加 し て き て い る に 伴 う 建 設 労 働 者 の 絶 対 量 の 不 足 は 大 き な 社 会 問 姐 と し て ク ロ

ー ズア ップ さ れ て 来 た 。 折 か ら の 国 際 情 勢 と 相 侠 って 外 国 人 労 働 者 の 話 も 耳 に す る と こ ろ で あ る 。 段 近

σのＩｾ職故に対する考え方も多様化していることも事笑てで ， あ つ て建設労働者の後継も又問勉 Ｍ とな つ てきた 。

こ れ ら の 傾 向 を 背 景 に し た 建 設 コ ス 卜の上列-は 或 る 程 度 は や む を 得 な い こ と と

ととしてそれに f便更釆するカか3 の 機 な 単 価 の 上 芥 が 能 り 通 つている 。 我 々 専 業 の 設 計 者 は 計 画 に 着 手 し た 時

点から或る程度のコスト上昇は読み込んではいるものの程度を越えた上昇に苦慮、している の が 現 実 で あ

る。 そして又、建設総量の多さに起因すると思われる仕事のより好みもそろそろええ加減にし ろ と言 いた

い。 そ も そ も 自 ら の 業 界 の 中 で 今 ま で 労 働 者 の 育 成 、 啓 蒙 を 行 って 来 た の で あ ろ う か。 単 に 下 請 組 織 の

上 に の っか つて 上 前 を は ね て 来 た だ け で は な い の か 。 こ こ ら で 今一 度 こ れ か ら の 建 設 業 の あ り 方 を 謙 虚

に 考 え な お す こ と が 必 要 で は な い だ ろ うか 。 そろそろ 旧態からの脱皮を模索してほしいものだ。( T . N )  

安 全 管 理 、 今 と 昔

私 が 入 社 し た 昭 和37年頃はまだむぎわら中! ] 子 で 作 業 す る 職 人 が 多 く 、 今 使 用 し て い る 保 護 附 が な か な か

日 常 作 業 に 習 慣 化 き れ な か った。保護中¥:1 を 渚 用 し て も 、 顎 紐 を き ち ん と 締 め る ま で に は か な り の 時 聞 が

か か った。 命 綱 に し て も 同 様 で 若 装 す る よ う に な った の が や っ と15年 位 前 で あ り 、 使 用 す る と い う 点 に

つ い て は 現 在 に お い て も ま だ 完 全 で は な い 。 足 場 に お い て は 昔 は 丸 太 足 場 が 多 く 養 生 網 も さ ほ ど 完 全 で

は な か った。 現 在 は 監 督 署 の 指 導 も 厳 し く ほ と ん ど 鋼 製 足 場 で あ り 、 安 全 棚 、 安 全 ネ ッ ト、税綱も法規

通 り の 施 工 が な さ れ て い る 。 従 って 現 在 で は 事 故 発 生 率 が 昔 に 比 べ 著 し く 減 少 し て い る 。基 本 的 な 安 全

規 MIJ を 守 る こ と が 事 故 防 止 に 最 も 必 要 で あ る 事 例 を 私 は 何 度 も 現 場 で 経 験 し て い る 。仔IJ え ば あ る 超 高 j替

の建物で、命綱を着装しかっ使用していたため、 14階 か ら 足 を 踏 み は ず し 、 墜 落 し た が 命 綱 の お か げ で

宙吊りにな っ て助かった例、逆に保護 ｾｊｉｉ はかぶ っ ていたが、顎紐をきちんと締めていなか っ たために、

脚 立 の 3 段 目 か ら 落 ち て 保 護 帽 が 飛 ん で し ま い 、 後 頭 部 を 打 って死亡すると 言 う 例 、 こ れ ら は い か に 基

本 的 ル ー ル が 大 切 か を 物 語 っ て い る 。最 近 次 第 に 基 本 的 ル ー ル が 守 ら れ 高 度 の 安 全 管 理 が な さ れ る よ う

にな った こ と は 、 大 変 喜 ば し い 事 だ と 言 える。 ( J .  1 )  



特 集

まちづくりと法

今 回 の 特 集 で は 、 ま ち づ く り を 「 法J と い う 切 り 口 で 捉 え て み た 。

法 が ま ち づ く り に ど の よ う な 役 割 を 果 た し た の か 、 そ の 際 、 ど のよ

うな制約があ った の か 、 制 約 が な け れ ば ま ち づ、く り は ど の よ う に 変

わ っ た と 思 わ れ る か 、 今 後 ま ち づ く り は ど の よ う に 展 開 し な け れ ば

な ら な い か 、 そ の た め に は 「 法 」 は ど う あ る べ き か 、 そ ん な 話 が 、

浮 か び あ が っ て く れ ば と 企 画 し た も の で あ る 。

そ の た め に 、 都 市 空 間 を 形 成 す る 「 空 間 構 造J を 縦 糸 に 、 そ の 空 間

構 造 に か か わ って い る 法 制 度 を 横 糸 に 、 特 集 構 成 を 織 り な し て み た 。

も と も と 、 法 令 は 関 西 が 発信 地 だ っ たといっ 。 何 で も 中 央 集 権のい

ま 、 関 西 の ま ち づ く り 現 場 か ら 、 関 西 の 声 を発信 したい 。

本号特集幹事

石関到E夫( 環境箆備センター ) / 加藤晃規( 大阪大学 ) /鈴木克彦( 京都工芸繊維大学 ) / 大前博司( 大阪市 ) / 笠井村二( 大阪府) / 広瀬丈洋( 兵庫県 ) / 南出和延( 神戸市 )



座 談 会

まちづくりと法を考える一関西からの発信一

出席者 大 西 園 太 郎 (京都芸術短期大学教授 )

近 野 正 男 ( 大阪府建築部開発指導課主幹)

白 園 高 弘 ( 環境再開発研究所代表取締役)

( 司会) 高 田 昇 ( C O M計画研究所代表)

大西国 太 郎 氏 高図昇 氏

高田( 司会) 僕らが都市計画というような ことにかかわりだした

ころは、まちづくりとい っても大体区画経理とか再開発とか、決ま

りきった制度でやるし かなかったんですが、いまは、いろんな手法

のメ ニューが揃ってきたと 思 うのですね。

近野さんは、大阪で千里、泉北という、世界でも注目されてきた

ニュータウンの中で、い ろいろ新しい住宅づくりのノウハウを開発

されてきました 。 白閣さんは三宮や板宿の再開発というようなこと

をきっかけに、いまでは神戸方式という、全国どこへい ってもまち

つ、く りのブランドにな っているシステムを行政の中、あるいは1T政

とのタイア ップでつくり出されてきたと思うんです。 また、大西さ

んは京都で 、歴史的 な町並みの保存から始まって、風致地 区の問題

とかあるいは歴史的界わい景観地区とか、歴史的 な都市の現代的な

保全とか再生ということを、システムとして確立された方です。だ

から、京都 ・大阪 ・神戸のまちづくりの流れを語っていただくのに

は、ふさわしい方々がお揃いだと思うんですね。

ただ、この特集の中身を見ても、新しい芽が出てきているけれど

も、全体としてはいままでの関西のまちづくりの流れというものが、

必ずしも万々歳というふつに発展してないんじゃないか、とい うふ

うに思 っておりまして、きょうの議論の中で、わたしたち関西のま

ちづくりにかかわ ってき た人間が、いま 一度到達点を確かめて、全

国を リー ドするまちづく りの本拠地 としての役割をどうしたら巣た

していけるのかというヒントがつかめたら、と思 って おります。

最初に京都、大阪 、神戸、それぞれでいまどんなまちづくりの動

きがあるのか 、そ のリアルな動きをご紹介いただきたいと思います。

神戸- 残された海岸沿いの遊休

土也をぎ且って

自圏 神戸のまちづく りは、大体が山を削 って海を埋めてという
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やり方でやってきました 。山を削って 、そ のあとにどんどん地下鉄

を延は‘ して、そこで宅地造成をやって 、住宅やショ ッピングセンタ

一等を供給してきた 。その結果、インナー ・シティでどんどん人 口

が減 っている 一方、 神戸市全体では微増ですけど人 口が地えてきた

というのが、実情なんですね。

山を削 った土を使って、ポートアイランドの埋め立てが終わ り、

六甲アイ ラン ドもほぼ埋め立てヵ、終わって 、ぽつぽつ入居も 始ま っ

ているということです。ポートアイランドの場合が J R三宮駅 と新

交通で結んだように、六甲アイランドの場合は、 J R 住吉駅へ、例

の住吉 川に沿 って新交通が来年開通します。その結巣 、住吉の駅前

が新たな発展をするということで、 3 月 3 日に IseerJ という新し

い、灘生協の庖舗がオープンしたわけです。

そのつぎには、ポー トアイラ ン ドの沖に ぬOhaの埋立工事が始ま

って おり、そこには神戸レジャーワールドをつくる 構想があると聞

いています。 さらに今年 9 月のフェスピ ック大会を控え、 「しあわ

せの村」の建設が 4 月には完成し、福祉都市としてのまちづくりも

着々と進んでおり 、また、商業施設等についても例の J R神戸駅の

すぐ南のノ、ーパーランドで、一大商業およ ひ的情報産業の拠点づくり

が進められています。そこには西武、高島屋、ダイエ一、阪急の四

大商業施設が出庖し、売り場面積約15万m'が一挙に 出現 しようとし

ています。 もちろんそこにはほかの文化とか、情報とか住宅とい っ

た絡設はあるわけですが、それもここ数年で終わると思われます。

あと、神戸に 残っている面白いと ころは 二つ ありまして、一つは

神戸沖の約50haの神戸レジャーワール ド。それともう 一つ は、神戸

には三大重厚長大産業があり 、神戸製鋼、三菱重工、 川崎重工です。

ところが、施設の郊外移転により遊休土地が生じる一方、埋立地へ

の港湾施設の移転により、従来の突堤も不要となり、海岸沿い ( ウ

ォーターフロント) に大規模な余剰l土地が生じております。

東は六甲アイランドから始ま り、摩耶埠頭、その隣に斜I鋼ファウ

ドラ一、それから神戸製鋼所へと続きます。つぎに六甲アイランド、



ポートアイランドができたものだから、いわゆる第四突堤から第八

突堤までは要らなくなる 。これも埋め立てなきゃならん。そのつぎ

にまた第一突堤から第四突堤までが聖書らなくな ってくる 。その隣が

メリケンパークで海洋博物館ができ、現在ホテルオークラは建設中

です。その隣が海の玄関口中突堤です。 そしてその隣へいきますと

ノ、ーパーランド。その西側IJ は、 川崎重工業。ここにもたくさんな土

地がいま遊休地として生まれる可能性があります。それでちょっと

西側を見ると兵庫運河があるんです。 この利用は非常に面白い。そ

の南には今度は三菱重工業がある 。ここにもたくさんの土地がある 。

さらにその西側は、いわゆる新長田の南側あたりになるわけですが、

真野があり、その横に大阪ガスの一大用地があって 、これも 要らな

くなる、 L P Gの切りかえのために 。 これがまた十数haあい てくる 。

そのちょ っと西側を見ると、今度は何があるかというと、シェル石

油を中心とした工場が立地し、海岸沿いにたくさんの遊休地が生じ

てくるわけです。そして行き着いたところに神戸の水族図があり、

須磨海岸がある 。そして垂水海岸埋立による 7 リーナ計画、舞子海

岸、明石架橋へとつづき、ここで終わるわけです。

そしてこれらのウォーターフロ ン ト用地の特徴は、市街地と近接

しているということです。神戸の場合、 山 と海との聞で一番長いと

ころで 2 km 、短いところは数百 m ですからね。そういう点で、こ れ

から神戸として一番面白いまちづくりとしては、このあたりが一つ

の狙いめだし、考えなきゃならんのではないかな、というふうに思

っています。また そのための研究会とか勉強会も始ま って おります。

21世紀に向けて神戸市にと って最も重要な関心事だと恩 っています。

高田 いままでの手法と違うことを考えないと、できないでしょ

っね。

自国 新しい考え方が必婆だと思います。

しあわせの村

「市民のグラ 7 こうべNnl 98J より

a援会口まちづいJ と法を考える

関西からの発信

大 阪 一 大規 模再開発元年

近野 大阪は新空港や学術研究都市などのビ ッグプロジェクトを

インパクトにして、都市の構造全体が大きく変わろうとしています。

その都市構造の変遷に合うような形での各種のまちづくりビ ッグプ

ロジェクトがメジロ押しに出てきているということだと思うんです。

たとえば、ナンパ球場跡を核にした難波の再開発ですね。あれな

んかもやはり新空港をにらんだ南の玄関口ということで、一気に再

開発機運が盛り上が ってきて ますし、すぐ隣では湊町の再開発計画

も進んでいます。

それからも っと地元へいきますと、泉佐聖'f ' の駅前の再開発だとか、

泉大津駅前だとか、堺だとか 、いわゆるいままで遅れていたと言わ

れる南大阪がいま空港関連でわいているという状況だと思うんです。

それと梅田地区を見ても、北梅田、西梅田の空閑地が、いよいよ

マスタープラ ンとして具体化してきつつあるし、片町線の延伸と合

わせて、長い間凍結されていたダイアモンド地下街も近〈者工する

というような形で、こ れまた大阪の表玄関が大きく変わることにな

ると思いますね。そ ういう意味で、大規模再開発元年 というよう な

感じの時代じゃないでしょうか。

それらが21世紀を見通して、ほんとに大阪のまちづくりに貢献で

きるかどうか、人々を豊かにするような都市空間創造につなげてい

ってるのかどうかということでは、今後そうした検証は必要だろう

と思うんですが、いずれにしろそういう大きなうねりがある 。

それからもう 一つは、たとえば門真とか寝屋川の木賞地区の再開

発と言いますか 、建て替え整備事業が、いくつか具体的に事業化 さ

れてきてますが、人口急増Wl に大量にスプロール的に形成された旧

市街地、これをこれからどう動かすか、どう動くかというのが、先

ほどの華々しいピ ックプロジェクトとはまた別の話として大きな課

題ですし、この問題をクリアしないと、ほんとに大阪のまちがよく

なったということにはならんと思うんですね。だからそういうビ ッ

グプ ロジェクト 一 一華々しい表玄関づくり一一士、も っと地につい

たまちづくり、その両方がや っぱり追いかけあっていかなければい

けないと，思うんです。木l- t 地域みたいなそういうまちつ' くりなんか

も、民間をもまきこんだ「まちづくり推進機構J ができてや っとこ

れから本格的なスタートを切るという意味では、これもまた何とか

元年だと思うんです。そういう意味では、大阪はこれからが本当に

面白くなるんではないかと思います。

京都- 守りながら、さらに育 て、

つくる

高田 京都は大分事情が追うと思うんですが、大西さん、京都の

最近の動きを …・ 目。

大西 京都のほうは神戸と か大阪と迷いまして、いま話題が集中

していますのは 、やはり景観問題なんですね。その一つのきっ かけ

は、 2 年ほど前ですが、総合設計制度を市が打ち出しました 。それ

で高きや容積率の緩和をやるということから、主に者s心音[ ) の建築物

47 



の高さはどれぐらいであったらいいか、というふうな問題ですね。

それから二つめは、都心部で町家が一 一これは建築基準法と関係

あるんですけれど一 一 どんどんと潰れてい ってる 。いわゆる鉾町で

すね、紙園祭の鉾とか山を維持している、町衆の住んでいた一番ど

真ん 中の町家がどんどん減 ってビルに建て替わっていく。この二つ

の問題が非常に大きい話題にな ってます。

それで市のほうも 3 年ぐらい前から、わたしも含めまして建築と

か都市計画の専 門の先生方 5 名と市の担当局長 、部長で研 究会をつ

くって検討しています。十数年前に市街地景観条例をつくったとき

は、市街地の景観対策を総合的に検討したわけですが、ここでもう

一度 、21世紀に向けてどうある べきかという都市景観整備構想を打

ち出そうということで出発しました 。昨年の 3 月にその構想、が発表

されています。

これまでは、主に「守る」というところに重点を置いていたので

すが、これからは「守りながら、さらに育て、つくる j というとこ

ろにポイントを移 していくべきだと 。守るという段階では、風致地

区とか美観地区とか古都保存法の特別地区とか、そういった法的な

規制カミ主にな ってきたのですが、育て、つくるとなりますと、これ

は市民のコンセンサスづくりとか、市民の創意工夫を生かしていく

仕掛けが主になってきます。行政の方は技術的にあるいは財政的に

援助したりですね、法制度上の裏付けをつくります。そして、行政

自体が公的空間の景観整備を積極的に進めて、リードしていく必要

があります。

構想、では、これらを推進するために重点施策を三つあげています。

一つがモデル地区です。重点的モデル的に道路空間を修景主主備して

いくとか 、あるいは屋外広告物のデザインをよくする地区とか、と

うし、う形の景観づくりをしていくかというようなルールづくりを進

める地区とか、いろんなモデル地区というのをね。

二つめは 、市 民の自主的な景観づくりのための資金面の援助とか、

あるいは情報とか技術の提供とか、その援助制度ですね。

それから 三つめが「歴史と文化と緑のネ y トワーク構想」です。

歴史的な社寺とか町並みとか、そういう文化遺産と現代の多機な文

化施設、それから樹林とか公園緑地も ですね、そういうものを歩行

者の道路、それから河川とか水路とか、街路樹の緑とかですね、そ

ういうもので結んでいこうということです。

わたしたちが都市のイメーニジをつくりあげるやり方には、二通り

あるわけですね。道路を走る車の中から眺めるとか、鉄道で結ばれ

た地域地域のイメージをつなぐとか いわゆる機械交通のネ ッ トワ

ークによってイメージをつないでいくというやり方が一つ。 それか

らもう 一つは、歩きながらそれぞれ街の長色を見たり、山や川、庭

園や室内を含めてですね、いろんなものを見ながらイメージをつづ

り合わせていくというやり方があります。

ところで京都でも、大阪とか神戸のように、拠点開発がようやく

動き出しまして、北のほうでは J R の二条駅周辺、丹波口駅周辺の

拠点強備。それから京都駅地区の再開発。東のほうでは山科駅周辺

地区の再開発。 これらが少し動き出し始めています。それから、京

都の一番南のはずれの巨椋池干拓地に計画されているサイエ ンスタ

ウンも徐々に転がり始めています。 それから都心部の再整備があり

ますが、これはまだ調査の段階です。 これらの拠点を鉄道や街路の

機械交通によ って結んでいく 。 これが、新しく計画的につく って い
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〈景観がかもしだすイメージです。

そしてもう一つは、先ほどの「歴史と文化と緑のネ ッ トワーク」

を骨組みにして、景観を育てていこうということです。歩行者のネ

ッ トワークによ って、歴史的な文化遺産と現代の文化施設、それか

ら緑とか水とかそんなものでつないで、行政と市民が一体にな って

箆備を進めて、このネ ッ トワークを市民の自主的な景観づくりの骨

組みにしていこうということですね。

曲がり角に立つまちづくり- 常に動

いている状態をどっっくり出すか

高田 京都、大阪、神戸、どこともまちづくりの大きな曲がり角

に立 っているという感じがするんです。 そういう意味では、いまま

で目立たないけれども、積み重ねてきたまちづくりのエネルギーが

わっ とこれから表に出てくる時代に入 っていくのかなと思います 。

話が先にいく前に、いままでに積み重ねてきたものは一体なんだ

ったんだろうかということを振り返っておきたいと思うんですが、

大阪は大がかりなニ ュータ ウンをつくり、住環境の整備なんかもか

なり本腰を入れてきたと思うんですが、しかしそれがもちろん時代

の要請だったんでしょうけれども、必ずしも素晴らしい新都市がで

きた、あるいは住環境がどんどん改善されているとは言えない面も

あると思うんです。 その辺で近野さんが仕事を通じて、この大阪で

や って きたまちづくりの評価できるところと ( 笑 ) 、ちょ っ とまずか

ったんじゃないかというようなところを、どう考えておられるんで

しょうか。立場上、 言ぃ辛 いところもあるとは思いますけれど。

近野 いや、きょうは個人の資格で来てますから … ( 笑) 。

それでは、わたしなりの感じ方で大阪のまちづくりの大きな流れ、

とくに法律と少しからんだ形で流れを追ってみたいと思うんです。

戦後から、昭和35年ぐらいまでがいわゆる戦災復興の形て¥とにか

くわけもわからずにや ってきた時代だと思うんですが、ちょうどい

ま高田さんがお っしゃっ たように、まちづくりという形で行政が積

極的に関与したのが、 35年ぐらいからだろうと思うのです 。

それで35年ぐらいから 45年ぐらいまでの 10年間というのは、大阪

では最も人口の急増殿!な んですね。先ほど出たように千里ニュータ

ウンがちょうど事業期聞が35年から 45年て¥人口 12 - 13万の都市を

新たにっくり出したわけですが、この時期が、逆にまた門真、寝屋

川、豊中という、あ の木12地域を つくっ た時代でもあるわけですね。

だからそういう意味では、計画的にや ってたところと 、ほと んど行

政の関与しないというか野放しに勢いでつくられてしま った部分と、

両方があ ってその両方とも、かなり急増期にいわゆる質より量とい

う形でつぐられてきた街ですから、いま思うといろんな形の問題、

ひずみが出てきているということだと思うのです。

昭和45年から、さらにその後の10年問、 55年ぐらいまでは、今度

は少しその一時期の人口急増期が終わって定着期と言いますか、定

住化が見えてきた JI寺代ですが、この時代は、たとえば昭和45年に新

都市計画法による市街化区域、調整区域というような線引きができ

て、かなり計画的にまちをつく っていこうという姿勢が出てきたわ

けですね。 この時代を僕は置も質もという時代あるいは、計画的規

制の時代というふうに見るんです。



さらにそれから先55年からですね… … 、こ んどは規制から誘導と

いつことで、地区計画制度だとか、それから建築I必定なんかも急速

にや11びてきているんですね。やはりより良い環境づくりというもの

が求められてきたというような時代だと思います。

さらに 50年代末から 60年代に入ると、今度はアメニティ時代とい

うか、先ほど大西さんのほうからもありましたけれども、美観だと

か景観だとかいうものが、かなり行政の中でも位置づけられるよう

にな ってきたわけです。

それともう一つ、この時代の特徴は、いわゆる民活路線というん

ですかね、まちづくりというのは行政だけじゃできなくて、むしろ

民間活力を積極的に導入していくべきだという形で、いまもそうな

んですが、コンペばやりですね、設計コンべから始まって、事業コ

ンべという形で、単にアイディアを出してもらうだけじゃなくて、

いいものなら事業全体をまるごと民間にまかせましようという時代

なんですね。先ほど言った大きなビ ッグプ ロジェクトなんか、ほと

んどこの民活でコンペでやられているという、そういう時代だと思

うんです。 まさにこれは誘導から奨励の時代だと、僕は勝手に名前

をつけてるんです。

それでこれからどうするかのキーポイントの一つは、や っぱり 35

年頃から 45年ぐらいまでにつくられた、いまの大阪のまちの' 1 =1格な

り、ニュータウンなり、既成市街地を今後どのように修復し、再開

発し、手直しして・い くか 、とい うことだろうと思うのです。

高田 ニュータウンもそうでしょうし、神戸の臨海部もそうです

が、大阪の臨海部なんかは、典型的に高度経済成長時代に大がかり

なコンビナートをつく ってきたわけですね。 ところが、いまはもう

ああいう重厚長大型の産業施設が大都市のど真ん 中に要 らないとい

うことで、見直そうということにな ってきていますね。

こういうのを見てると、僕はそれをや った当時のことを批判しで

も始まらないし、それはその時代の要請で、そ の時代の知恵の結集

としてつくられたものだったことは、認めんといかんと思うんです。

しかし、 20年もたっともう時代が変わ って、 別のも のにっくり替

えるという事態があることを考えあわせると、一番大事なのは、あ

とで手直しのきくまちのっくり方ですね。 まちづくりとい 7 のは、

常に完成された状態よりもむしろ常に動いている状態をどうっくり

出すのかということを、も っといま真剣に考えんといかんのかなと

思うのです。ニュータウンなんかは、その典型的なものじゃないか

と思うのですが、どうですか 、いまか ら千里の再開発が うまくいく

のかどうか、どう展望を持てそうですか。

近 野 たとえば道路だとか公園だとか、そういうインフラはかな

り計画的につく ってますから、問題はその中を 、 とくに住宅をどう

いうふうに更新していくかということだと忠、うのです。

いまの千里の居住水準というとは、一戸建住宅は別として、中高

層の住宅水準というのは、低いですね。40年当時にできた公社の分

譲マンンヨンが、 50m'ちょ っとでしょう 。公営住宅のほうはも っ と

小さいですから、やはり質より量ということで、とにかく大量供給

して、当座の人 口急増に間に合わしていかなきゃならんという時代

だ ったので、それはそれなりにあの当時、先ほど出たように 一定の

役割を果たしたかもしれませんけれども、いまはそれではすまない

ということだと思うのです。

千里をどう再開発するかといつのは簡単に出ないんですが、大阪
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の都市構造を考える上で、今後は臨海部をどうするかというのが、

や っぱり大きなキャスチング ・ボートを握るだろうと思います。

神 戸は昔から 山がすぐ迫 ってて 、臨海部の開発というのはかなり

計画的にやってますけれども、それでもまだ一部余剰地が出てきて、

さらにまたいろいろな卸J きがあるようですが、大阪はやっと臨海部

がこれから質的転換をしようという時代に差しかか ったばかりです

ね。大阪湾ベイ ・エリア計画とか、臨空都市圏構想、とか、大阪の総

合計画なんかでも、臨海部をどうするかが、今後の最大課題にな っ

ていくのではないかと思います。

高田 大阪はヒ ッ トもあ ったし、空振りもあるということですが、

神戸はすべてヒ ッ トばっかりというふうに、僕らから見ると見られ

ますし、全国的にも、や っぱり神戸市のまちづくりパワーというの

は抜群だと思うんです。 いまでは、ほかの都市はとにかく神戸市の

水準にどうしたら追いつくかということで、必死に神戸市を研究し

ていると ころがあると思 うんですが、神戸市がまちづくりて' 非常に

進歩的でみあり得たのは、どこに秘訣があるんですか。まあ白図さん

のような人材があるからだと思いますが・・一 ( 笑)。

自国 僕は神戸の場合、市長さんの力量が大きいと思いますな 。

戦後の市長は、実質的に 2 人でしょうー・

高田 40年間に 2 人ですか。

自園 原口市長さんは皆さんもご存じのように「夢のかけ橋論」

で有名です。いまの宮崎市長さんは都市経営では第一人者て"すね。

そういう点ではおふたりともまちつF くりが好きな方々であると思い

ます。そして非常に長期安定政権をや ってきたというあたりが、や

っぱり非常に大きな原動力の一つだと思いますね。

それと土地が海と山という形の中で、考えやすい、バラエティに

富んでいることも一つあるんだと思いますね。大阪は山がないしね。

そうすると、神戸の場合、悪いところはないのかというと、そう

ではなく、いままで神 戸は海と 山と の開発中心でや ってきたので、

そこにみんなの目がい って、市街地の中の話はほとんど自につかず

に、外にも P Rせずにきた。ところが中を見ると、ほとんどとは 言

いませんが、かなり手がついていない。 たとえば、先ほどの木ローの話

なんか、非常にたくさん残 ってます。ただ、その木質みたいな話を、

たとえば神戸の面白さというのは、真野みたいに非常にええような

イメージで P Rする 。ほんとは、大変な問題だと思いますし、手を

つけなければな らないところがたくさんある 。やっぱ りインナーと

いうのはこれからで、すね。木11長屋、アパートと生活道路整備、こ

れは一番手つかずに、村l 戸の一番遅れている部分ですね。ただ、大

きな開発プロジェクトがあるもので、暗い部分が明るさにかくれて、

少し見えにくくはな っているように思います。

行政と住民の対話の始まり

高田 それと神戸市のＺｴｾￆＭＧ立、住民参加というのが一つのシステ

ムにもなってますし、行政と住民との関係が、ほかと比べると非常

にいい関係で動いてますね。

白園 僕は 対話行政の始まりというのは、再開発だと思 ってるん

ですよ 。 それまではね・ ・いや、これは神戸だけじゃなくて、全国

ベースで、それまでは上からの行政でや ってこれたんですね。 とこ
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ろが再開発という行政が入 ってきたために 、逆に言うと、地元と対

話し協調しないと、事業ができなくな ってきたんです。

再開発というのは、行政が市民とどうし寸対話行政をやるのかの、

はしりたーと思ってるんです 。神戸が再開発については、先駆者的役

割を果たしながらずー っと全国ベースで引 っ張 ってきた 。 そういう

中で結局対話行政というのが再開発の本筋であるとするならば、そ

の結果として 、そういう考え方はずー っと行政の中にも浸透し、市

民の意見をきいて行政に反映しようとする土壌がつくられてきたの

ではないかと思います。 そういう点で、僕は再開発の評価 というの

は、単に拠点的にどうだ ったというよりは、行政が地元ベースにお

いて、たとえて言うならば子供と同じ回線におりて対話を始めた、

そういうことができるようにな った一つのシステムの最初だと思っ

ているのです。それまでは大抵は上からわあわあわあといっちゃう

と、子供を 上から親がHじりつけるという、そんなことで仕事ができ

たものが、できなくな ってきた 。同じ回線で話し合わないといかな

くな ってきた 。 それを先駆的に始めた 。 その結果としてそういうも

のが定量的に流れてい ったんではないかと思 っているんです 。

高田 そのことに早〈気がついたんでしょうね。

自国 と思いますね。 そういう気がしますね。

高田 その点、京都はいかがですか。

大西 いま話を聞いていて、神戸では再開発が対話の始まりだと 。

で京都では、町並み保存が対話の始まりです。一緒なんです。町並

み保存には、緩やかな形での地域更新というか、再開発的な要素が

ありましてですね、再開発以上 に地元に密着して行政が入りますか

らね。町並みを保存することによ って、その地区がどういう方向に

発展していくか、もう決ま ってしまうわけですから 。

いま京都には四つ町並み保存地区がありまして、しかし悲しいか

な、それは特殊なところと 言わさるを得ないんです 。 で、神戸のよ

京都をめぐる三山と歴史的市街地

平安京以来の碁盤目 ｾ ｫＱ鉛協の上 ｬ こ ｬ ｡ｊￜＧイ Ｑ 三 の際史を重ねてきた ｊ ｩ Ｈ 者 Ｑ の閃辺には 三 山 の緑かせ

まる。 可 子町 也 の大部分は「巨大 ｘ ｩ 判事 ｊ 鋭 ｊ Ａｩｬｊ ｉ Ｒ ｕ 刻に 指 定され高い Ｑ Ｑ￮Ｚ ｩ Ａｬ絡や ， ｾＺｽ玖｀ｪ出品 喜 平の

主l! 設にも景観1: ; のチェックカ計われている

北嵯織の歴史的風土の保存( 路史的風土棚1) 保存地問

北嵯織の歴史的な71Q1や田園、山4 の京税は歴史的風土特別併存刷玄としでt来持者的に保存

されその補償自切昔置としての111却Il ，ＮＡｊ［休の ｮｬￜ Ｇ ＮｬｪＭや ｬｾ 業用水路、 ｊＺｾ 道の繋備などの ｩ 呆

桐喋がすすめられている
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うに再開発が全体の市民と市との対話に直につながっていくという

ことにはならない 。 しかし、明治建築が集積する 三条通りの歴史的

界わい景観地区は、街路沿いの景観づくりということで、一般のま

ちつ' くりにつなが っていくと思います。

それと、いま昭和が終わ って、昭和のまちづくりで京都は何をや

ったんだ、市民のイメージに残るものは何かを考えてみますと、大

きいものにしぼりますと、国際化を象徴する宝池の国際会議場、こ

れはイメージに残るだろっと 。 それから洛西ニュータウン 。これは

とくに治西ニュータウンのまちづくりが優れているかどうかは別に

して、計画的につく った新しいまちだということで、これもまた市

民のイメージに残るだろう 。 もう一つは 、計画的ではないんですが

新しい町並みとして北山通りか白 川通りですね、これは交通の利便

上から、しゃれたブティ ックとか、しゃれたレストランとか喫茶庖

が集ま って、主に中身なんですけどね。町並みというよりも中身な

んですけども、そこにひかれて若者は集ま って、新しい特性のある

町並みができてし、〈 。 その三つぐらいではないかと思うんです。 そ

れにしても非常に寂しいですね。

京都での反省と 言 えば、いわゆる創造面が非常に欠けていたと 。

わたし京都市役所にいる聞に、半分ぐらいは保存面をや っとりまし

たから、保全面の片方の車を回しながら、片方の創造面がね、何を

しとん のや ッと思うぐ らい、創造函が非常に弱か ったという反省が

ありますね。

高田 大西さんのや ってこられたことは、保存と 言いながらも創

造ですからね。 どんどん新しい制度をつく ってこられましたからね。

町並み保存の制度なり、都市景観、風致とい った施策は、むしろ

まち づ くりと同じものを持 ってると思うんですけと'2d.
o

建築をまちづくりの主役に

大西 法制度とい うことでいろいろ考えたんですが、その根本の

とこ ろがね、結局 「まち づ くりと法J とは何かと考えていきますと、

結局 「都市と建築J との関係じゃないかと思うのです 。本来は建築

と道路がまち づく りの主役になるべきなんですけれども、日本の場

合は、いままではず っと建築は主役になり得なか った。道路が主役

ですね。で建築とい うの は、これをしてはいけない、あれをしては

いけないという ふ うに、規制の対象であ って、非常にネガティプに

しかまち つ、 くりにかかわ ってこなか った。

それで、そもそもなんでそういうことなんかと思 って考えますと、

日本とヨーロ ッパの都市の遠いと 言いますか、ヨーロ ッパあたりで

はご存じのように城壁で閉まれて、その 中でコンパクトに建築計画

をして、建物をどう配置するとか、教会をどこへ置くとか、裁判所

をどこへ置くとか、公共的なものの配置、あるいは広場をつく った

り、都市計画の 中で建築計画をや ってきたわけですね。

日本の場合は、たとえば城下町を例にとりますと 、いわゆる城壁

で図まれている のは、戦闘集団の武士が立てこもるお城だけ 。城下

町とい っても城壁で囲まれてなくて、ただ町割りがあ って、職人町

とか御徒町とか、そ ういう形で用途が決められているだけだと 。い

ったん戦争になると、作戦的に焼き払 ってしまうというようなこと

もあ ったと 。 そ ういうことを考えますと、もともと歴史的にこの日



本の都市計画では、建築というのはお添え物というか、付随物とし

て扱われてきた 。

近代の都市計画でも、いわゆる、道路をつく って用途地域という

ことですね。先ほども高田さんがお っしゃ ったように、区画経理事

業をや って、そしてあと用途地域をかけるけれども、どういうふう

な形でまちができていくか、それはもう経済原則だけで、 ー 非 工 常にｾｾ

1主的に自然発生的にできていくしかない。で最近にな ってようやく

建築協定とか地区計画という形で出てくるのですけれども. . 。

それと景観との関係なんですけれども、京都の北の方に岩倉盆1也

というのがありまして、国際会議場のあるところなんですけれども、

そこは昔は緑地地域だったんです。で緑地をはずすときに 、風致地

区をかけて、そして区画盤理をや ったんです。それで、ほかの区画

整理地区はもう非常に乱雑な形の開発にな ってるんですけど、風致

地区は、ちょ うど地区計画制度 をかけたような形なんですね、建蔽

率があ って、壁面後退があ って、高さは何 m 以下と 。結局、規制は

あるけれども環境全体がよくな っていく、という形ですね。ここに

宅地を求める人も多〈、 地価はか なり上が ってい っています。そう

ですから、そういうところから見ると、かなり普遍性があるんかな

あという気がするんですけどね。

高田 日本てすま道路が主役で、建築が主役にならなかったという

のは、その通りだと思うんです。近代の都市計画について言えば、

日本は道路行政をテコにして都市計画というものをやってきたと思

うんです。道路というのは国土利l というものがあ って、そこからど

んどん枝分かれしていくという体系で仕組みができてますからね、

結果としてはその地域にと ってはどんな道路が、どんな町並みが、

というようなことより以上に、国土としてのとらえ方が主体とな っ

てしまう 。

大西 明治以来の富国強兵、戦後の復興、高度成長と. . . . まあイ

ンフラを重ネ見したとい うこともあるでしょうけどね。

高田 建築の目というのは、地域の目ですからね、そのあたりか

らの都市計画の法制度というものがどうしても後追いにな ってい っ

てたと思うのです。

その点、歴史的な町並みとか、いまお っしゃ った風致とか地区計

画というのは、地域のあり方をどうしょうかというところから出て

きた制度ですからね、ょ うやく、ここ十数年の聞に建築を大切にす

る都市計画というものが制度として確立し始めてるのかなというふ

うに思うんですけどね。

大西 昭和40年ころを見ますと、結局、建物を建てれば建てるほ

ど環境が悪化してね、個人の住宅にしろあるいはビルにしろ、それ

は必要があ って建てるわけですけれど、建てれば建てるほど全体の

環境が悪化していくというような 、非常に 矛盾があ って、それに対

していろんな制度が出てきてますけれどね。なんかも っと建築をポ

ジティプに、も っとまちづくりの主役にしていくこと… ・ーそ うなれ

ば、いいまちつ' くりになるんじゃないかなと 。

高田 結局そのための法制度というものが求められる 。

大西 それのための、なんか後追い後追いの、手直し手直しの11，11

度がいろんな形でできてきているような気がするんですけと'1';). 。

近野 道路で言 えば、いわゆる都市高速道路だとか、近畿自動車

道とか、ああいう高規格道路は国策で、いまでもや ってますけれども、

いわゆる市町村道、生活道路の新設というのは、ほとんどされてな
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いんですよ 。地価も高いし、市町村にそれだけの土地を買 ってまで

もという力量がないんです。

結局、いまなんでい道路が、いわゆる生活道路ができてくるかとい

うと、開発許可とか道路位置指定など、言ってみれば法律でも って

民間事業の中で道路を生み出している、ということなんですよね。

公園なんかでも、いわゆる建築基準法の総合設計ですね、大阪市

が随分や ってまして、聞くところによると、大阪の靭公園の 3 倍だ

かの面積を 、す でに総合設計で、この高地価の都市の中でね、公共

の金を使わずにっくり出している、という ようなことがありますね。

最近、法をどう運用するかということでそういう空間を生み出し

ていくというのが、はやりなんです。建設省なんかでも、次つぎと

新しい制度をつく っていくんですが、再開発地区計画制度が去年で

きて、あれなんかでも再開発にあた って従来の用途地域、あるいは

容積制限を一定緩和する代わりに、逆に級車宇となる公共施設はその

開発によ ってっくりなさい、と 。 まあそういう形にな ってますね。

あるいは 、ご く最新では 、複合空間基盤整備事業というのが一一

これは平成元年度の目玉らしいんですけれども、これはいままでは

道路空間というのは、道路の上には物を建てちゃいかんという規制

だったんですが、これでも って道路の上にも物が建てられるという

か、建築敷地にも道路を貫一通させうるということになりました 。

世界に類を見ない高地価の日本の都市改造を動かすのに、法をテ

コにするというのは、今後はやはりかなりの武器になるのではない

かと思います。

大西 そういう総合設計制度とか再開発地区とか、そういうとこ

ろは建築と道路、公園が一体的に計画できますから、いいと思いま

すが、これからの一番大きい課題は、白固さんもお っしゃ ったよう

に、や っぱり既成市街地の環境改善だと思うのです。そこを而的に

どうして整備していくかというのは現在適切な手法がないでしょう、

これが一番のこれからの大きい、ここ 50年とか 100 年とかの課題だ

と思うんですけどね。その辺のところで、や っぱり地区をかけてや

っていかなあかんのかね。面的にそういう何かできる手だてという

のはないのか。そのところをも っと考えていかないと既成市街地の

環境改善は進まないと思います。

高田 おっしゃる通り、いまの都市再開発法にしても、木質住宅

の制度にして も、ほ っておくとスラムになるようなところしか 、手

をつけられないようにな っていますし、しかもやるなら高度化する

というような、目的が一律に当てはめられますからね。

多くの手法をリンクさせて

自園 先ほど、再開発が対話行政の始まりと 言いましたけれども、

行政は民事不介入とよく 言いますね、僕は民地不介入でもあ ったと

思うんです。公共空間しかタ ッチしない。そういう点では民地に初

めて介入し出したのが、 i業は再開発だと思うてますねん 。公共が宅

地に建つ建物を、 みずから都市計画事業によって建設し、 補助金を

出す。そういうものは非常に大事だと思うんですね。その結果とし

て、かなりの建物がうまくできたものもあるし、いまお っしゃるよ

うに、なかなかうまくいかないものもある 。
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それで僕が思ってるのは、一つの方策ではなかなかうまくいかな

い。 そこで僕は多くの手法を組み合わせようじゃないかと 。たとえ

ば木質事業の円滑な推進のためには、福祉施策とのリンクなどは非

常に有効な手段だと思うんです。

たとえは¥いま有料老人マンショ ンを 神戸市がっくりました 。そ

うしたら、そこへ入る人に、たとえば長屋の人たちの財産を買って

あげることによって、それでもってその資産でどうぞ入んなさい、

いわゆる長屋の財産と老人の生活保障とを交換するわけです。 そう

して、木賃アノ マートあるいは長屋街区の住環境改善をはかつていく

わけです。やわらかい施策と、都市計画という非常にかたいものと、

どこかでリンクでもさせる方策を考えないと、面的な市街地の密集

地なんてとうにもならないと思うんです 。そうでもしないと、先ほ

ど言うたように A 長屋はきれいになったが、そこの住人は B 長屋へ

移る 。 またそこをやる、またどこかへ行く、という議論がある 。

高固 まちづくりにな ってないですね、それでは 。

自固 ならない 。要するに、何となくばらかしていったという議

論になっていく 。 そうすると、そういう面をどうフォローするかと

いうと、そういう一つの老人の有料マンションみたいなのを提案し

ましたけれども、それを福祉であるとか民生であるとか、そういう

やわらかい部分とリンクする形でまちを拾 っていくということをや

らないと、絶対に再開発をまちづくりとし寸ノ、ードだけでや ったら、

結局 、高いものを建てなさいということにしかならないんですね。

その中で一つだけ議論として、まあ最後のほうの議論になるかわ

かりませんが、先ほど総合設計でたくさんの用地を生み出したと言

ってますね。 そうなんです。だから僕は、そういう用地を生み出し

たんだから、せめてその用地取得費までとは 言わないけれど、用地

にかかる固定資産税の何分のーかでもまちづくりの基金に積み立て

てほしいと提案していますねん。 I まちづくり促進基金制度」とい

うのをつくれと 、{業は講演をたのまれたときは、いつもそれは 言 う

てますねん 。

高団 地域が財産だというわけですね。

自園 ええ 。先ほどのおl 公園の 3 倍の土地をつくり出したという

話ですが、あれを貿収でや ったらかなり金が要るはずです 。それを、

大阪市は制度をつくることだけで一銭も金を出さずに生み出した 。

そしてなおかつ、そこから固定資産税をあげている 。少なくとも用

地までとは 言わんけれども、その固定資産税の少しぐらいは、その

まちづくりに使 って、それを直接まちづくりに使わんでも 、たとえ

ばいろいろな助成制度とか 、あるいは補助制度 であるとか、あるい

は初動期におけるいろいろな費用にあてるとか、あるいはコンサル

派遣だとか、まちづくりに使う基金にどうしてできんのかな、とい

うのを僕はいつも提案しているんですがね。1業は最後にどうしても

それを提案しとかなならんなと，思 ってるんですがね ( 笑 )。

これは行政の方に申し上げとかないかんなと思 ってるんです。理

屈は十分立つんだと思 ってるんです。 これだけ道路がどんどんでき

たというのは、や っぱり目的税があ ったからでしょう 。だから、そ

ういう点でも、再開発をも っと進めるために、目的税をつく ったら

いいんですね。けど、なかなかこれはできない。 できないから 、せ

めて固定資産税の少しぐらい、なんとか回してくれやと 。 こういう

のが僕ら民間の人聞が与一えると、理屈も立つし、 一つの方法だろう

と思 ってるんですがね。行政の方はどうなんでしょうかね。
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高固 まちづくりの制度手法は、いままで思いつくのはどんどん

つく ってしま った感じですが、金がないんですね。 まちづくりのた

めの資金をどう一つの地域社会がプールするかというのが、制度の

つぎにくる問題なんでしょうね。

自園 そうです。物凄く大事なことだと思 ってるんですがね。

建 築は 風土の中から 生 まれて

きたはずなのに・

大西 京都では、市街地周辺部は風致地区や、古都保存法の特別

保存地区ということで守られているんですけれども、まち 中にある

町家、これは一番の京都らしさというか、根幹になるところなので

すね。 その中心部の京都的な特性というのは、どんどん失われてい

ってるんて、すね。 それが建築基準法と大きくかかわ っているんです。

建築基準法は全国一律で、ご存じのように中心部を含めて市街地

の大半は準防火地域ですね。路線の防火地域まで緩和せいとは 言い

ませんけれどね、幹線道路のーブロ ック内側ですね、そこに庖舗併

用の形をと ったり、住宅として町家が残 っているのですが 、その町

家を日々法律が出していってると言ってもいいぐらいなんですね。

町並み保存をしているところは緩和措置がとれますが、 一般の地

域で直そうとなると、中f 裂とか壁とかを防火的な構造にしていかん

といかん 。そうすると結局町家は残らない 。 これには何らかの形で、

有志が手を組んで動き出そうかなと思 ってるんですけどね。 その辺

が、奈良でも奈良まちの問題がありますね。市のほうで奈良まち の

保存に動き出そうかというような気配もありますけれども、これは

全国のいろんな歴史 的な都市に大きな影響を与えています。

結局、風土によ って建築というのは生まれてきたはずのものが、

もう全国一律で抑し つけられているというところが ・・・、これをわ

たしきょうは 言いに来たんです ( 笑)。

高団 法律の精神が、条項によって矛盾を来すということですね。

大西 非常におかしいと思いますね。それからついでに申し上げ

ますと、日本では用途地域の形態規制が非常に大まか過ぎるんです

ね。 これも実WIJ ですけれど、伏見地区で、豊臣秀吉がつくった城下

町ですが 、もう十数年ほど前に新用途地域の指定のころに、準工

業とか住居地域であ ったのを商業地域に替えてくれという要望が地

元からあ って、替えた途端に容積率は 400 %。 それから高度地区も

高さを用途地域とセ ッ トしてますから、 31m。そうすると商業地区

を目カ、けてマンシ ョン が建 っていくという形で、もう 7 - 8 年前か

ら、酒蔵がつぶれてマンションに建ち替わ っていくということで、

大きな問題にな ってですね 、ーーー まあ基準法の上で画一的に決めら

れている問題と、建築行政上も用途と高さの組み合わせを細かくす

れば大変だ、見分けられへんということで、なかなか応じませんけ

れど、用途と容積と高さをも っ とその地域の特性に応じて細かく組

み合わせてね。商業地域でも 300% のところがあ っても、高さが2 0 m

や 15mのところがあ ってもいいわけですからね、その辺のと ころが

もうちょ っと何とかならんのかなという思いがしますね。

高田 地区計画制度のように、きめ細かい制度ができてくる一方

で、用途地域とい うものがまだ 旧態依然として、そ のまま幅をきか

しているということですね。そういう面では法制度の中でまだ昔の



ままのものと、どんどん進んでいるものとのギャ ップが出てきてい

るということですね。

大西 京都あたりでも、近隣商業地区的なところですね、たとえ

ば京都てa言いますと河原町通りでも、 北のほうの今出川か ら丸太町

あたりが近隣商業なんです。南北通りでしょう 。変なものがい っぱ

いできています。

近野 かつて御堂筋が高さ 3 1 mですか、高さ制限をして、それで

町並みとしてスカイラインが形成されたようですね。 まあヨーロ y

パでもそういう絶対高きを制限して、スカイラインをきち っとや っ

ているところが多いようですが、最観上確かに大事な点ですね。

法制度は、いまの時代に応えて

いるか

高田 どんどん法制度というものが細分化して、きめ細かくなっ

ていってることは確かなんですけれども、発想が貧弱というか、小

手先になっていってるという面もあるように感じてるんです。 その

ため、まちづくりそのものもだんだん小手先になっていってるんで

すけれどもね。たとえば、ニュータウンの時代はもう終わ った、あ

とはそれをどう修復するか、という議論にどんどん走 ってるようで

す。けれども、わたしはニュータウンの時代は終わってないという

ふうに最近思い直してまして 、ウ ォーターフ ロントとか大阪湾ベイ

・エリアという のは、まさにニュータウンをつくる ことと変わりな

いというより、それ以上のスケールの問題なんですね。

そうな ってくると、もう一度、ニュータウンをつく ったときに僕

らの先輩が必死にな って考えた、都市とは何かというようなことを

根本に還って考えてかからないと、土地があるから、工場が出てい

くから何とか使わんといかんという、需要に追いまくられて、とに

かく土地利用を早いことする、そのためにまたいまの制度をどうい

じくったらいいんだ、というようなとらえ方でやってると、いまま

でよりもも っとまずい結果になりかねないんじゃないかなと思 って

るんです。

現にニュータウン、大規模団地といつのは、いろいろ問題を抱え

ておるわけです。都市をつくり、その後それを管理運営していくシ

ステムが決定的に欠けていたと思うんですが、それが 「明日の団関

都市」の作者のハワードが提案した一番重要なポイントだ ったのを、

われわれの先輩が見落としていたと思いますが、そういうことも含

めた都市像とか、都市の経営思想、みたいなものを踏まえた法制度の

あり方ということを、もう一度見直して、その上でいまの法制度を

どう使いこなすのかという考え方をいまや っておかないと、まちづ

くりというのは大きな曲がり角であるだけに、単にいまある制度を

器用に使いこなして釆り切ってすむという時代でもないなという気

がしているんです。

大西 そもそも都市といつものに対して市民とか人々が何を求め

ているのかと言いますと 、結局都市という場合、いろんな経済的な

活動があって、そこで自分の求める職を得て、活動の場であると 。

自分の能力がそこで発揮できて、飯が食えて、と言いますね。若い

人たちは、自分の好きなことで飯を食いたいと言いますから、や っ

ぱりそういうチャンスがあるということ、これが大事なことの一つ。

座級会口まちづく リと法を考える

関西からの発信

それから二つめは、集般の利を利用してその文化を享受できると

言いますか 、い ろんなコンサートとか、あるいは芝居を見たり、あ

るいは勉強しようと思えばできるとか、あるいは趣味をやろうと思

えば、手ほどきを受けるとか、そのグループがあるとか、それから

食文化と言いますか、いい雰囲気の中でおいしいものが食べられる

という形。 そういう広い意味での文化が享受できるということ 。

それから三つめは、よい環境で住んでいたいとか、子供を育てら

れる安全な環境とか、非常に魅力的な環境とか、よい居住環境。こ

の三つめの、よい環境を得たいと

んてで伊すね、 とくに中心部に 。

核家族の人たちも、職場の近〈へ住みたいと思うけれど、子供を

育てる環境がないわけですね。車による大気汚染や危険がある 。 と

くに歩行者空閉め問題が大きいと思うんですが、地価も高い。一つ

めの活動の場、これは経済で、経済の原理て‘ いけると恩うんです。

二つめの文化面も、集積の利ということでかなり経済活動でカバー

できる面があるんですが、三つめの環境というのは、これは行政が

やらんと、動かしょうがない。結局、経済原理ゃなしに、市民のコ

ンセンサスと世論と 、これ をパ ックにして計画的に 50年、 100年の形

で既成市街地をつくり替えていかないとできないということがあり

ますから、これが一番大きい課題じゃないかなと 。それも、単にニ

ュータウンのような快適な環境じゃなしに、魅力のある環境ですね。

その都市都市の、あるいは地域地域の個性を生かしたような環境と

いうこと、それが大きい課題ゃないかと思うんです。

もう 一つ言っ ておきたいのは、日本のまちづくり関係の事業法で、

さっきからもたくさん事業法が出てきていますけれども、それは全

音Eスクラ ップ ・アンド ・ビ ルドなんですね。全音日きれいにしてしま

って、全く新しいものを建ててしまうということですから、これか

らはそれではすまんと思いますね。やっぱり地域にあるほんのーか

けらの文化lli 産でも大事にして、活用していく、あるいはニュータ

ウンをつくる場合でも、造成して平べったくしてしまうんじゃなし

に、自然の地形を利用するとかですね、樹林とか文化遺産とか、そ

ういうものを開発事業の中で保護していくような、活用していくよ

うな、でそれを支援するような制度というものはや っぱりつくって

いかんといかんと思いますな。

近野 「必要は発明の母J という言葉があるんですけれども 、法

律なんていうのは人間がつく ったもので、必要があるからつくられ

たものだろうと思うのです。で問題は、だれが必要とするか、だれ

のためにつくられた法律なのかというところでね。

そういうふうに見ると、いまの基準法にしたって、都市計画法に

した って、ほんとにいまの法制度でわれわれが求めるものにな って

るのか、いまの時代の要請に応えているのかというような観点で見

直したらいいと思うのです。 とくにいまの日本は経済大国て¥金余

りという時代で、しかも 21世紀は高齢化社会になるわけですから、

この十数年が最も日本が豊かで活力のある時代じゃないか、だから

21世紀ま でにとe れだけそういうまちづくり、環境つ‘ く りに投資を振

り向けられるか、ということなんでしょうね。冒頭に 出たように、

関西圏はいま都市構造全体が大きく転換するぐらいのエネルギーが

出ているわけですから、そういう意味てι 非常にいいチャンスですね。

だから、ほんとに何がいま必要なのかという、長期を見通したも

のをは っきり見せて、それが国民のコンセンサスが得られるならば
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その実現に向けて、人聞がつくった法なんかどんどんかえていった

らいいんじゃないかなという気がしますね。

経済のメカニズムを組み込んだ

まちづくりのシステムへ

自圃 いままでのまちづくりというのは、わりかし 一対ーと いう、

たとえば補助金を出すからまちをやんなさいという、それで終わっ

ていたから、それをわたしが先ほどちょっと言うたように、その結

果として生み出したもの、たとえば税金を一部流用して回していく

とか、そういう展開 をしないと、おそらくこれからあまり団らんだ

ろうと思うのです、そういう資金の流用の話。

それと先ほどおっしゃったように、なかなかソフトなまちづくり

というのはむずかしい、そのためにはいろいろな福祉リンクである

とか、あるいはもっと斬新な発想を持ち込まないと実際21世紀に新

しいまちっくりなんて生まれてこないだろう 。 そういう点では、補

助金を出します、高層化しなさいという議論、その結果、そこから

生まれたものをもう一回何かに還元し、さらにもう一回何かの受け

皿を つくってやることによって 、それが またつぎのを生み出すと

いう、そういう循環系統のようなものを考えないとだめだと思いま

す。

それともう一つは、この議論をさらに発展させ実現させるために

は、単にハード同士が結びつくんじゃなくて、ハードとソフトが結

びっく、要するにシステムなり制度なりというものを考えていかな

いといかんのではないかなと思います。僕はそこでその最も重要な

役割を果たす一番のキーを握っているのは税制だと思 ってます。消

費税とかそんな意味じゃなくてね。

それともう一つの議論としては、行政という のが、あまりお金を

かけずに、制度であるとか法律であるとか、そういうものをつく っ

てやって、それを民聞がど 7 それをうまく活用できるかと 。 そのと

きに、よく言われるように使 7 恨IJ のまちづくりとなるようなお手伝

いができるような制度というものを考えないと、いまは、ど っちか

というとつくる側に対するお手伝いばっかしや って るけれども、使

われる側に対するお手伝いがなかなかない。 その制度みたいなもの

は非常にソフトだと思うんだけれど、それを考えてあげないと、 21

世紀になっても、かたい議論しか生まれてこんのではないかな。

最後にもう ーっ というのは、現在のまちづくりとくに再開発は、

土地の高度利用による保留床取得と処分という仕組みによ って、れ

済的に成立しています 。 しかし市街地の主要な部分において、高度

利用がされつくされたとき 、っ さのまちづくりはどうなるのか。海

の埋め立てと 山を削 って土地をつくる手法しか残されていないのか。

いわゆる新都市の創造になるのか 。そんなことを考えると、これか

ら30年、 40年の問、単に高度利用とい うだけのまちづくりという話ー

じゃなくて、もう少し違う経済的メカニズムも、いまから持ち込み

ながらやらないと、大変なことにな っていくんではないかなと心配

しています。 そういうことに対して、これは行政がメスを入れるな

りいろんな考え方や知恵をしぽるなりして、制度、法制というもの

を行政がっくり上げ、そういう点は非常に大事にお考えいただきた

いなというのを 、 とくにお願いをしておきたいと思 って おります。
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地域の知恵、企画力でまちづく

りに来斤しい j舌力を

大西 税制やil J l J l 度の話が出てきましたが、地方分権の問題ですね、

これが大変重要だと思います。高度成長の JI寺代は中央集権で一斉に

追いつけ追い越せてーい ったらよか ったんですが、これからはもう手

本になる目機もないということですね。先ほど近野さんがおっしゃ

ったように、 「必要は発明 の母なり」というように 、まちづくりの

手法は、実際に直接まちづくりに携わ っているものでないとアイデ

アは生まれてきません。 中央のがLの上からは出てきません。や っぱ

り地方にかなり の制度上の権限や自主財源を与えていかんと、これ

からの日本のまち づく り、経済面も含めてですね、新しい活力は生

まれてこないと思いますよ 。

高田 それが一番大事なきょう の結論だと思いますね。僕も皆さ

んと同じで、毎日法制度とにらめ っこの仕事をや ってるんですけれ

ども、法制度を使うば っかりで、自分で見直すような機会が少ない

んですが、きょうは非常にいい勉強をさせていただけたと恩います。

その中では っき りしたことは、非常にいままちつ。くりというのは

多様に展開してて、これからどんどんその動きが加速する 。 しかも

ビッグプロジェクトがメジロ tll
l
しだと 。 それぞれが同じことをやっ

ても仕方がないので、大西さんがお っ しゃっ たように、一つ一つが

その地域の知恵、企画力で独自の個性あるまちをつく っていく必要

があるわけて'すね。 そ うなってく ると、法律があ ってそれに基づい

て、再開発法があるから、それに合わせて絵を描くというやり方 lニ

こだわ って る限りは 、も う早晩限界がくるわけですね。

そういう意味では、いま非常に法制度が多機化してますけれども、

や っぱ り縦割りで、建設省は建設省 、厚生省は厚生省、通産は通産

ということにな って ますけれども、それぞれ一つの地域でどうそれ

をうまく 組み合わして 、 ミキシングのまちづく りの手段にしていけ

るのかということが、 一つの ポイントになるのかなと思いますね。

ただ、そうやろうとすると、僕らはたとえば福祉とか保健とかい

うような制度はわからないんですね。一級建築士でも 、地区計画制

度のこと をちゃんと マスタ ーして るかとか、再開発のことがわか っ

ているかと いうと、わからないと思うんですよ 。 日本の法律は非常

にややこしいから、条文を読んでもとても理解できないようになっ

てますから、や っぱりそ 7 いつのを? スターしたプロフェ ッショナ

ルをどうつく ってし、くのか、あるいは横の地域と、そういうプロと

プロとのつながりとをどうつくるのかということが法というものを

手段化する 意味では、ぜひ必要なことだと思うのですね。

それともう一つは、制11分化した法制度 をもう一度都市づくりの原

点に立ち返 って総合化するといつことをや っていく仕事をいまやら

んといかんのじゃないかなという気がいたします。

と き 平成元年 3 月31 日(剣午後 6 時30分- 8 時30分

と こ ろ 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 議 室

オブザーパー

鈴木克彦( 京都工芸織維大学) / 大前博司( 大阪市建築指導部) / 笠井精ニ ( 大

阪府建築部)



書検[ J n I Wi . のまちづ〈りと郡波

最近の住環境の動向と法の役割
住 環 境

鈴 木 克 彦

まちづくりに関する法制度にはさまざまなものがあり、多様なメ

ニューが用芳. されている 。その法制度が 「まちづくり j にどのよう

に貢献してい るのか、また今後、まちづ くりはどのように展開すべ

きなのか、などの話題を者11市環境を構成する空間要素を軸とし提供

するところが本企画の狙いである 。

まちづく りの近年の傾向をみると、大まかに分類すれば、①アメ

ニティやアイ デンティティの創造への関心、②空間霊長備の面的、 一

体的展開、③住民参加の重視、④高齢化社会への対応 などがあげら

れよう 。 また、福祉や文化 を重視したソフト ・システムづく りへの

関心も高ま っている 。 1世田谷区街づくり条例J や 「神戸市地区計

画及びまちづくり協定等に関する条例」は 、住民参加を前提とした

まちづく りの基本的ルールを確立している点で先駆的なものである 。

まちづくりにおいて住民の意向 を反映させる ことは 、必要不可欠

な政策姿勢といえる 。そこで、住民参加 によるまちづくり fl J¥J度とし

て一般的に普及している 「建築協定J や 「地区計画j を取り上げ、

その運用実態から、最近の住環境の動向と、法制度がまちづく りに

来たしている役割を私なりに概観してみたい。

住 民 自 治 で つ く る 住 環 境

一連の規制緩和の流れや地価の高騰 、マ ンション ・ブームを背景

とした住環境の悪化が懸念される中で、法制度を活用して住民みず

からが参画し、自分たちのまちづくりをしていこうとする動きが各

地でみられ る。

「新住宅市街地開発法J が期限切れにな った千里、泉北などのニ

ュー タウン 地区では 、宅地の細分化やアパートの建設、小売庖舗の

発生などの環境問題が生じている 。こつした動きに備えて環境保全

運動が各地で展開され ( 写真一 1 ) 、泉北ニュー タウ ンの「茶山台 j

や 111古美台」では建築協定が締結され、治西ニュータウ ンの「大枝

北福西町」では地区計画が決定された 。 これ らのニュータウンは、

おのおの特徴をも って 成熟化の過程 を歩んでい るが、ニ ュータ ウン

住民にこうしたまちづくり意識の芽生えがある ことは、同様な状況

にある 他地区への有意な刺激とな って いる 。

一方、長 いあいだ伝統文化 を育んできた京都市内 の山鉾町では、

伝統行事の継承と 町家の最観保全をめざして、マンシ ョン建設反対

運動が活発に行われている 。都心の商業地であるがために、地価高

騰の影響 を直接に受け 、7 ンション等が林立して地域の変貌が激し

くなっているが、こうした地区て‘ の環境保全運動の過程て¥下京区

の太子 山町ではマンション入居者に 町内会と太子 山保存会への入会

を義務づける協定蓄をかわすことに成功し、木賊山町では建築協定

を締結するための運動が展開された 。 また、京都御所に近い中京区

の笹屋町や東山区の堤町では、住民の手で地区計画づくりに若手し

ている 。 これらの地区でみられる特徴は、手段としては住環境を守

る姿勢を示 しながらも、結果としてハード面の “環境保全" よりも

ソフト面の “地域社会や伝統文化の保全" を優先した住民活動が展

開されていることである 。

写兵一 1 泉北ニュータウンの一角で

「与えられた協定J か ら 「 自 分 た ち の 協 定j へ

住民みずからの手で住環境を守 っていく 「建築協定j が、住環境

に対する認識の高まりもあ って、広〈定着する ようにな った。その

建築協定には大別して、住民が主体となって全員合意で締結された

「合意協定J と、宅地開発業者が分譲前に締結したいわゆる 「一人協

定 j とがある 。実際に締結されている建築協定の 9 割は、 一人協定

的な手続きで認可されているのが笑情である 。両者にみられる地区

住民の合意形成のプロセスは大きく異なるが、国一 1 はその追いを

示したものである 。合意協定では認可に至るまでの合意形成がたい

へんであるが、一人協定で' は認可が容易て- ある反面、更新時までの

合意形成の過程が重要となる 。いわば、 「合意協定J は恋愛車古矯型

であり、 「一人協定」は見合結婚型であるといえよう 。

また、 図ー 2 は、関西地区および埼玉県、横浜市で締結された建

築協定の制限グレ ー ドを、地区条件別に比較したものである 。この

運動開始
認 可
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図- 1 合意形成プロセスの比較

也事且項目数 2  4  6  8  10 12 4  5  6  

(a)住宅地形態jjlJ (b)申糊代表別( 独立住宅地のみ)

図- 2 建築協定の制限項目数
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図からもわかるように、合意協定では地区住民の全員合意が得られ

るような内容に絞られるために、必然的に制限項目は少なくなって

いるが、一人協定では新しい まちづくりを推進するという意図を反

映して制限項目が多〈、しかもきめ細かな基準となっている 。

一人協定が定着した背景には、分譲業者にとっては企業イメージ

の向上につなが り、住民側 にとっては安心して生活できるというメ

リッ トがあるためであろう 。 とくに近年は、景観形成に力をいれた

建築協定の締結が増加している傾向にある 。その中でも 、 「二色の

浜パークタウン j での色彩基準を設けた例や 、新しいお屋敷町の創

造を意図した「桂坂J において屋根の勾配や軒の出などの基準を定

めた建築協定などは、その代表例である 。

また、一人協定地 区も建築協定の更新時期をむかえた所が多くな

っているが、更新を機会に 、 「与えられた協定」から 地域の実情を

反映した「自分たちの協定」に発展し 、定着化 しつつある 地区もみ

られるようになった 。 I三井長野台」では 3 地区に分割されていた

協定地区を、更新する機会に統合して、 28ha という広域な協定地区

が誕生しており、建築協定から地区計画に移行することに成功した

地区もでてきている 。こうした建築協定の運用笑態をみると、住環

境に対する規範意識を向上させるという点で、 一 人協J 定であっても

重要な役割を果たしてきたと評価できょう 。

「建築協定J と「地区計画」

「建築協定」と「地区計画」は 、住民参加 によるきめ細かなまちづ

くりをめざしているという点で、類似している制度である 。

地区計画制度が建築協定制度と異なるのは、規制手段に「届出 ・

勧告」という比較的規制力のゆるい誘導的手法のほかに、市町村の

条例により建築基準法上の制限として取り扱いができるなど、二段

階の規制手段が用意されていることである 。ただし、地区計画を定

めることができる区域は、用途指定地域のみに限られている 。 また、

制限できる内容も、用途地域制による制限を補完しまたは強化する

ようなものに限られ，敷地の分割禁止や地強面の変更禁止等の宅悠

規制、および階数 、精進 、設備の制限を定めることができない。一

方、建築協定は、基本的に住民自治に委ねられており、協定運営委

員会の役割が大きくな っている 。

こうした意味で、地区計画は行政側IJ に重点を遣いた制度であるの

に対して、建築協定は住民側に重点を置いた制度といえよう 。

ベ ッ ド タ ウ ン か ら 複 合 機 能 都 市 へ

ヘ ッ ドタウンといわれてきた、これまでのような住宅地や商業地、

業務地などが画然と区分された機能純化的なまちづ くりへの反省か

ら、住宅地の街角に応舗や利便施設などが散在した、適度に 用途が

混在している複合機能的なまちづくりが展開されるようになった 。

「多摩ニ ュータウン」の B 6 地区では、広告i I i 等に利用可能なフリー

スペース付ー住宅 ( 写真一 2 ) を住宅地内に配置して、計画的な面開

発とともに、自然発生的な開発の実現を目指して事業が進められて

いる 。 i 常総ニ ュータウン j でも、空間用途を自由に選択できるフ

リールーム付住宅が供給され、余暇時間の培? 大や社会ニーズの変化

への対応を考えたまちづくりが展開きれている 。

このような綾合機能を誘導するまちづくりを推進していくために

は、環境誘導を補完するソフトなシステムづ くりが必要であり、建

築協定のような法制度の役割がますます重要にな ってこよう 。法制

度を単なる規制手段とする発想、に留まるのではなく、 豊かな住環境

を創造するための設計手法として積極的に位置づけていく試みが大

切である 。

5 6  

写真一2 多摩ニュータウンのフ リースペース付性宅

「建築計画J からのまちづくり

複合機能的なまちづく りや住民主体によるボトム ・ア ップのまち

づくりのためには、ソフトな< しくみ> とともに 、建築的な く しか

け> も必要である 。土地利用の方法を優先した都市計画的な発想を

越えて、建築を主役としたまちづくりの発想が必要なのである 。

こうした発想からまちづくりを進めていくためには 、建築計画の

役割がますます重要とな ってこよう 。 また、まちづくりには非計画

性を付与することも大切である 。住環境には未完成の魅力というも

のも存在するのである 。そのような意味では、 「非計画の計画学」

というものも確立しなければならないと考えている 。

「ロゴス」のまちづくりと「パトスJ のまちづくり

「地区計画」は公法規制であるという法的性格から、制限内容に制

約があり、制度の策定には都市計画決定を経なければならない。 こ

れに対して、 「建築協定」では、地区計画よりも高度の基準を定め

やすく、住民自治に委ねられているという点で柔軟な対応が可能で

ある 。規制l一辺倒の政策姿勢には限界があることを考えると、建築

協定のもつ弾力性を有効に活かすことが大切であろう 。

「住宅の増改築、大規模な桜様替えにあた っては 、住宅群の持つ

構成美、外観美を損なわぬように留意する J (堺市泉北赤坂台 )

「他人の敷地が観望できる窓または縁側IJ を設ける場合は、目隠し等

プライパシー侵害防止の措置をとること J ( 京都市桃山与五郎町)

この ような制限内容は、建築協定ならではのものである 。法の運

用効果を考えるとき、法が実定化されて、文言で表現された規範自

体に拘束力が与えられる一方、法規範が暗黙のうちに受け入れられ

て、形式よりは ;!;JV随の表現しようとする内容に重点がおかれる場合

もあるのである 。また、最近の 2 世帯同居住宅や 3 階建住宅の需要

にみられるように 、住環境の諮問題や住民の価値意識は経年ととも

に変化している 。柔軟な運営システムには 、こうした社会情勢の変

化に対しても現実的に対応していけることや、紛争当事者の間の人

間関係を円満に維持できるなどの可能性が残されているのではない

だろうか。一般に、地域社会での紛争処理のメカニズムには、多か

れ少なかれ、このような住民自治によるコントロールという要素が

含まれていよう 。

そのような意味で、法的規tlIIJ カのある 「地区計画」で環境誘導の

恭本的な骨格を定め 、 「建築協定」で柔軟な対応をしていきながら、

地区住民の意識高揚を図 っていく法システムの普及を期待したい。

ロゴス ( 理性) のまちづくりと パ トス ( 感性 ) のまちづくりがあ

るならば、建築協定は、まさしく 「パ トスのまちづくりのための制

j支」 といえるのではなかろうか。

( すずき かっひ こ 京都工芸繊維大学 劫 手 ・工"，/，博上)



交野市のまちづくりと地区計画の役割
イ主

福 井 得 司

交野市は大阪府城北東部に位置し、大阪市、京都市および奈良市

までの距離がいずれもおおむね 20kmの位置にある 。面積は約 25. 29

M 、その半分が北生駒山系に属する山地苦11であり、残り半分の平地

音11においてもいまだ多くの農地が残されている、自然環境に恵まれ

た大都市圏近郊の 回園都市 である 。高度経済成長期にベ ッ ドタウン

として発展し 、人口は 、昭和40年から H前 日50年の 10年間に約 3 倍と

未曾有の増加 を示し、昭和46年に市街IJ が施行されるにいた ったが、

その後の人 口増加率は年々鈍化しており、現在66 ，000人を数えてい

る。

住宅開発は、幸いにして戸建住宅主流であり、また昭和48年に開

発指導要綱を制定し、戸建住宅が中心の開発指導行政を推進してお

り、自然環境ともあいま って良好な住宅地が形成されている 。

211笠紀に向けた交野市の都市像と施策

昭和60年度に、平成 12年( 西暦2000年) を目標年次と定め、 「本

市の特色を生かして永住魅力を高め、活力と人間愛にみちたまちを

市民とともに創造すること J を基本理念とした基本構想、基本計画、

実施計画からなる交野市新総合計画が制定された 。

基本構想では 、本市の都市像およびこれを達成するための必要な

施策の大綱が示され、基本計画は、主要施策を示した音11門別計画と

地域別の施策などを示した地域別計画から構成されている 。

この地域別計画は、市内を 5 つの文化ゾーンに分け、おのおのの

rJ " 也域の特色を最大限に発揮し 、快適で、魅力ある地域の保全 ・盤備

交 野 市 の 地 域 政 策

を推進する J にあた って、主幹に機

功率を求めるだけでなく

美しきゃうるおいなどの人間的な

感性を重視し、また、文化の.JTi.い

手である市民の自主性 ・主体性が

発節されるよう、十分配慮して文

化開発を推進することとされてい

る。

この文化開発の具体的施策を推進するため、コミュニティ単位ご

とに地区保存修長計画を策定し、また、 7I < 住魅力のある市街地を形

成するため 、必要に応じ 地区計画を定めることとな っている 。

地区保存修長計画は市民参加のまちづくりで、 「真のうるおい J

「心の豊かさ J r創造の喜びJ なと'精神的な豊かさの助長を行うと

同時に、目標年次を本市新総合計画と同じ平成 12年 ( 西暦2000年)

と定め、地域の保全 ・整備を図り 、例性盟かで、魅力あるまちづ く

りをi 1 f l めるものである 。

昭和60年に第一号として星 回山手の住民によ り策定されて後、今

日まで 6 地区を数えるに至 っており 、順次市内全体に地区保存修張

計画を定めていく予定である 。

地区計画を定めている地区は、現在市内に 7 地区あり、市街化区

域面積( 約906ha )のうち、約 104ha(約 11. 5% ) を占めるに至 っている 。

地 区 計 画 制 度 の 目 的 と 交 野 市 の 現 状

地区計画制度は、身近な者11市環境という「地区レベルj の視点に

たち、その地区の特性に応じたきめ細かな 地区計画を定めるもので、

この計画に従って個別の開発行為や建築行為を規制 ・誘導し、良好

な市街地環境を整備または保全するものである 。

交野市における地区計画の現状を以下に示す。

(1)星岡 山手地区地区計画 ( 昭手口61年 4 月都市計画決定)

面積/ 約 19 .0ha 地区施設/ 緑地約 10 ，000m'

(2) 南星台地区地区計画 ( 昭和61年 7 月都市計画決定)

面積/ 約20 . 5ha 地区施設/ 道路 8 路線、緑地約 2 ，500m'

(3) 妙見東地区地区

計画 ( 昭和61年 7

月都市計画決定)

関税/ 約31. 0ha

地区施設/ 道路

4 路線、緑地約

6 ，000m'  

(4) 念治結了地区地 妙見耳ut!!s

区計画 ( 昭和61年 7 月都市計画決定)

面積/ 約5. 7 ha 地区施設/ 道路 6 路線、緑地約 1，700m'

(5) 私都南地区地区計画 ( Hl，i和61年 7 月都市計画決定)

面積/ 約1. 7ha 地区施設/ 道路 l 路線

(6) 星回西地区地区計画 ( 昭和63年 7 月都市計画決定)

面積/ 約24 . 7ha

(7) 星田山手第 l 地区地区計画 ( 昭和63年 7 月都市計画決定)

面積/ 約 1. 6ha

なお建築条例は、 (1) - (5)までの地区計画は昭和61年 7 月、 (6)およ

び(7) の地区計画は昭和63年 10月に制定している 。

交野市における地区計画の問題点と今後の進め方

地区施設公園 ・緑地等を配世するにあた っては、地権者の理解が

得られにくく、計画の決定に大きな支障とな っている 。 また、地区

地設道路の整備についても、地区計画制度上は開発者の負担を怨! 定

しているものと思われるが、開発者が個人の場合に負担問題が生じ

る。開発地区に地区施設道路が計画されている場合、交野市におい

ては、地区施設道路の繋備を促進するため、その後退部分を市に寄

付ーしてもらい、一定条件が整えば、市が地区施設道路として整備す

ることができる制度を設けている 。 しかし最近の地価高騰等により、

土地を寄付することは個人に大きな負担となり、これの運用におい

て支障をきたして、いる状汎である 。交野市 としては、今後このよう

な問題に適切に対応しながら、永住魅力のある市街地の形成を図る

ため、地区計画の決定区域の拡充に努めたいと考えている 。

( ふくい と〈し 交野市企両部企画室主任 )
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島儲コ間四のまちづ〈り》法制度

まちづくりに色彩計画を一二色の浜ノ キークタウン 住 環 境

河 野 哲 夫

二色の浜ノマークタウンは 、大阪都心から約25km南の海浜苦11に位置

している 。大阪府が昭和53年、二色の浜海域の保全と地域の環境の

改善を主な目的として埋め立てを開始したもので、 「住み J I働き J

「憩う J という 総合的な都市機能を併せも った新 しいタイ 7 ・の海上都

市である 。規模は 252ha、そのうち二色の浜ノ守ークタウンは約51haで、

戸建525戸、集合住宅1175戸、人口 6000人の計画である 。 この住宅地

では、新しい時代に向けて、公園や緑地を計画的に配置し、海と緑

に囲まれた快適な住環境づくりをはかつている 。 また共同分譲や集

合住宅コンペなどによる民間活力の導入をはじめ、魅力ある住環境

の形成 ・保全をねらいとした建築協定の締結などで、まちづくりの

向上をはかっている 。

計画にあたっては景観づくりにとくにカを入れ、色彩がまち空間

の重要な構成要素であるという観点に立 って、色彩計画を導入する

こととした 。色彩計画にあたっては、周辺環境との調和に配慮し、

住宅地のアイデンティティを高めていくことを基本姿勢とした 。

イメージカラーの白は、フェンスやストリー卜フアニチユアに用いられている

圃色彩計画のすすめ方

①当住宅地の計画目的と目標の把握

②色彩計画の課題の設定

③色彩計画の手法の設定一周辺環境レベル、団地レベル、住機 ・住

戸レベルー

④基準案の作成

⑤設計マニュアルの作成

以上の手)1頃で作業はすすめられた 。この計画では、基調色の設定

による強い誘導型へとむすびつけることとした 。

. 色彩計画の課題ーイメージの設定一

・居住者の眼にふれることの多い部分の空間演出がはかれること 。

・沖合いの関西国際空港から発着する飛行機や、大阪湾岸線を走る

自動車から望まれる位置にあるため、それらにアピールできるもの。

なお、埋立地であることによって、大阪湾岸線による隔たりをも

つことから、隣接既成市街地との関係を意識する必要がないとした 。

空 . i毎 ・浜 ・松 ・N E W・21C ・平成 ・白砂青松・関西国

際空港 ・産業文化都市 ・パークタウン

これらのキーワードから、周辺にない新しいイメージをうちだす

ことをこの計画の目標とし、以下のイメージに沿 って、住宅地全体

を統一 しなヵ、らグループごとのまとまりをもたせることを基本的な

考え方とした 。
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浜と緑に囲まれた ・活気のある ・若々しい ・明るい ・バラ

エテ ィにとんだ ・楽しい公園都市

- 色彩計画の手法

a . 基調色による統一と、アク セントカラーによるグルーフ。わけ

b. アクセントカラーによる統一と、基調色によるグループわけ

以上二つの方法が考えられるが、当 地は b によるものとした。建

物の屋根は団地外から団地を眺めるとき、壁は団地内から団地を眺

めるときに効いてくる部材である 。屋根材は Y . Y R ・R . G 系と

多くの色がでているが、その明度は小 さく、落ち着いた色が中心で、

同一系の中で広い幅が用意されているわけでもない。壁材は材料も

豊富で色の幅も多く用意されている 。 よって、壁をグループわけの

基調色の対象として、壁の基調色カラーパレ ッ トを作成した 。

〔基調色〕選定に関しては、広域的な周辺環境色および予想され

る阪南4 、6区( i中合人工島 ) の寒色系の白っぽい印象から、また壁の

色がそれらをとりまく緑に映える色として、基調色は Y ( イエロー )

系、 Y R ( オレンジ) 系とした 。

〔統一色〕壁に用いられるどのような基調色とも調和がとれ、ほ

とんどの屋恨材でも用意されている 、ダークグレー( 泌い灰色) で

統一するものとした 。

〔アクセントカラー〕団地全体の統ーをはかるためイメージカラ

ーの白 ( ホワイト ) を統一色とし、それをス トリート ファニチュア、

サイン 、戸建住宅のフェンス、中高層住宅 ・公共施設のアイレベル

部分に用いるものとした 。

当住宅地は、アイレベルでは統一色の白を感じさせながら、クル

ープごとの基調色を壁に用いることでグループごとのまとまりをは

かり、まちなみに秩序と変化 を与えるものとした 。 さらにアクセン

トカラ ーによる楽しさの演出も行うものと した 。戸建住宅地は 2 系

統の基調色で 4 ブロ y クを塗 り分けることとし、指定された色の使

用については、同系色の中である程度幅をもたせたかたちで選択の

余地を残すものとした 。

. 色彩計画の運用

戸建住区については、土地分譲購入者に対して確認申請時前に大

阪府が建築協定の内容をチェ ックする形式をとっているので、この

時点に、緑化基準と併せて指導していくこととした 。 また、この計

画に基づいて建設された共同分譲 ( 58戸) 住宅は、実在するモデル

として、土地購入者に快適なまちなみのよさを少しでも実感として

わかってもらうこととした 。建築と色彩の関係を街区の単位で誘導

し、良好な景観を形成するケースは、土地分譲者が先行して計画す

る場合は計画がやりやすいが、既成のまちで誘導していくのはかな

りの議論が必要と思われる 。色は感性の領域であるとか、 l噌好性の

問題であるということから、ややもすれば色彩計画は敬遠されがち

な傾向にあるが、個性があり、定住魅力あふれるまちづくりを行っ

ていくためには、意義あるものと考える 。

( かわめ てつお 大阪府企業局臨海事業謀 )



建築協定によるまちづくりの経験- 泉北茶山台

[ . J I 回のまちづ〈リ炉法制度

住 環 境

畑 中 成 雄

泉北ニュータウンが理想のベ ッ ドタウンとして誕生して、 20年が

経過 しようとしている 。入居開始後10年 、入居時の大阪府企業局の

協定期限切れを期して、茶山台 3 丁東自治会の 179 区画の人々が建

築協定を結び、 8 年がたった 。協定締結後、建築協定委員の尽力と

住民の協力により、現在まで協定は遵守されている 。

1 . 当地区の建築協定の内容の骨子

① 1 区画 l 住棟( 同居の親族の離れは可 )。

② 1 戸建専用住宅( 用途制限) 泌兼用住宅→ 10m+ 道幅近隣同意。

③ l 住戸敷地 178 m'以上 ( 敷地制限) ー特例 150 m'委員会承認必要。

④ 外壁後退敷地境界から 1. 5 m以上。ただし車庫物置等高さ 2. 3 m 

または商積 5 m'以下を除〈 。

⑤地盤高さをかえない 。

⑥ 長 屋 ( 2 戸) 一委員会のゑ認必要。

⑦工作物は高さ 4 m以下 ( 細高いもの を除 <)。

・特例ゑ認可能用途→長屋 ・診療所 ・事務所 ・庖舗 ・教室 ・仕立屋。

街並みの状況

- 協定期間 5 年 、反対なければさらに 5 年間延長。

・建設時建築確認前に当建築委員会に建築協定照合書提出、* 認を

受ける 。

・建築協定委員 7 名+ 自治会長で運営、経貨は自治会が負担。

2  . 住民主体による建築協定が出来にくい理由

① 100% の地権者 ( 名目共有持ち分者も含めて ) の同意が必要。

② 地権者住民の考えが同一 でない。

③手続きに 多くの人の時間と手間がかかる 。

3  . 住民の土地所有や居住に対する考え方

①でき る限り静かでゆっ たりとした高級住宅地であるべきと考えて

おり 、そのために、住民一致して規f t J lJ すべきと考えている人。

②住環境については同じ考えであるが、規制は反対の人。

③住宅 地の中で、庖や医院や事務所や 学習ｾ等の 商業兼用住宅をも

くろんでいる人。

④資産 として保有し 、適宜有利に処分しようと考えている人。
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堺 市 茶 山 台 三 丁 東地 区 建 築協 定 書

(目 的)

第 1条 この協定は、建築基埠i 法( 昭和25年法律第 201号。

以下「法」といヲ . ) 及び堺市建築協定条例( 昭和48年条例第

41号.) の規定に基づき、第 4 条に定める区域 ( 以下「協定区

繊j という .) 内における建築物の敷地、位龍、精造、用途及

び設備について協定し、住宅地として良好な環境を維持し、

精進することを目的とする .

( 名林)

第 2 条 この協定は、「堺市茶山台三丁京地区建築協定」と林

する 。

( 協定的締結)

第 3 条 ζ 的協定は、協定区域内町土地内所有者全只の合意

により締結する . ただし、主n築物の所有を目的とする 地上他

又は ｾｴｦ 昔備 を有する者がある場合は、法第 ＷＰ 条 第 Ｒ ｬＩＧｪに 定め

るところによる 。

2  この協定に合意している者 ( 法第75条の規定によりこの

協定の有効JUIJIII 内に協定区域内の土地の所有者等となった者

を含む. 以下これら の者を「協定者」と総称する . )は 、こ の

協定選営について、誠意をもって協力しなければな らない。

( 協定区域)

第 4 条 協定区t戒は、別紙の区域図& ぴI也番のとおリとする 。

( 主s築物等の法単 )

第 5 条 協定区域内の建築物の敷地、位置E及び用途は、次の

各号によらなければならない。

(1)  1 区画につき l 憾であること . ただし、車庫、物置その

他これらに鎖する附属挫築物又は、同居の親桜町居住のため

肉離れその他これに顕する別機 は. ニの限りでない .

(2)  1 戸挫て専用住宅て' あること . ただし、策用住宅のうち、

診療所、事務所又は日用品販売の庖舗等を ，lfiね るもので、第

B 粂に定める委n会 { 以下 「委只会J という .) の承認を得た

場令は、この隙リでなし、。

(3)  敷地町大きさは、 1  f.主戸当たり 178 平方メートル以上てe

あること . ただし、安民会の承認を得た場合は 、こ の限 りで

ない。

(4 ) 建築物の 外笠又はこれに代わる位向而か ら敷地境界線ま

での距離は 、{i 効1 . 5 メート J レ以上て・あること . ただし 、委

員会の水訟を得たもの又は l li 服、物ili その他 ζ i L らに mする

附属主s築物で、地盤I師か句の軒町高きが 2. 3 メートル以下の

第 S 条 協定区域内に、地盤而か らの高 きが 4 メートル以上

の広告培、看板その他の工作物を設けてはなら ない。ただし、

アンテナ専用の住で基鑓都内面積が 2 平方メートル以下のも

の又は膨脹タンク等の経微な建築設備でやむを 得ないも のは、

この限りでない。

( 総会 )

第 7 条 この協定運営のための必本的事項を 審議し、決定す

るために、総会を間協する .

2  総会は、協定者の Ｑ Ｐ 分の ｬ 以上のｾ求があったとき、又

は委只会が必要と認めたとき、次条に定める委貝長が招集す

る.

3  総会の決殺は、協定者の過半数の賛成を要する。ただし、

第14粂第 1 項に定める事項については、ニの限りでな L 、.

4  総会に欠席した協定者が、文轡により賛成の意思表示を

した場合は. 前l ) ' j の賛成者に算入する 。

5  緊急その他のやむを仰ない場合は、文書回覧と投票をも

って 総会に代えるこ とができる .

( 委員会)

第 8 条 この協定運営のために、香只会を設ける 。

2  委只会は、次に掲げる役員及び茶山台三丁東部自治会

( 以下「自治会J といっ .) の会長で偶成する .

( 1)  委只長 i 人

(2) 副委只長 I 人

(3) 委只 3 人

(4)  会計 2 人

3  i生只は、協定者 の互選によりこれらを定める 。

4  委只長、別委只長及び会計は、役只の互選によりこれら

を定める .

5  役貝の任期 11 、 l 年とする . ただし. 再選を妨げない.

6  委只長は、通詞 2 年を超えて選出されてはならない .

7  委貝長は、この協定i I ' 日のための実務を統絡し、協定者

を代表する 。

8  別委 ｬｈￆ は、 ｾｗ 長に併依あるとき、 ｘ は欠けたときは、

その職務を代 ｾｉｬ する Ｎ

9  会計は 、この協定速' 試 のための経型を担当す る。

10  委μ 会は、 補成nの過半数の fHl市がなければ会識を 聞 く

ニとができない 。

( 経理)

第 10条 委只長は、協定者が第 5 粂又は第 6 条に違反し た場

合は、委只会の決定に基づき、違反者に対し違反行為の停止

その他の必嬰な是正措置を要求するものとする 。

2  I拘1目的要求があ った場合、当該違反者は、これに従わな

ければならない.

( 政判所への提訴)

第 11 条 I i 可粂第 1 l ) ' j 的場合において、違反者が当該主要求に従

わないときは、委日長は、委員会の決定に基づき、違反行為

の停止そ の他的必要な赴正措置を求め て裁判所に訴えること

ができる .

2  前l ) ' j の訴訟に要する費用は. 当該違反者の負但とする 。

( 有効却IJII I)

第 12条 この協定の有効期間 11 、堺市長がこの協定を認可し

た日から 5 年 111) とし、即I r . ll 満了日の前日までに協定者iから合

意しない旨の菅川I ! ' . 表示がない場合に限り、さらに 5 年I l l ) 延長

されるものとし、以後こ 町例による 。

2  この協定の逃反者の情訟については、前取の有効 JUlJlII満

了後においてもその効力を有するものとする .

( 細目1) の制定)

第 13条 ニの協定を問滑か つ公正に 運営するために 、次の<):>

取 を細 Jt l) で定めるものとする .

(1 )  第 5 条第 1 l)'i !:ll 2 号ただし魯、第 3 号ただし瞥及び第 4

号ただしの並びに同条第 2 項の規定により委貝会が承認する

婚合的判断基軸直

(2)  委員会の運営に |期する事項

(3)  その他こ の 協定運営のために必要な事項

2  前墳の細目 1) 1 ; 1 、委只会が別に定める .

( 協定的改廃 )

第 14条 この協定は、協定者向 3 分の 2 以上の合意を得て変

更することができる . ただし、第 4 条から第 6 条までの脱定

又は書¥10粂から第 12粂までの規定を変更しようとする泌合は、

協定者全日の作意を要する 。

Z  この協定は、協定者の過半数の合意を得て廃止すること

ができる .

( MJIII) )  

第 15条 この協定に定めのない事mについては、法その他 的

関係法脱によるも町とする 。

もの若し 〈は床前情的合計が 5 平方メートル以下の ものは、 第 B条 委只会は、ニの協定運営のために、必要に応 じ I品 附R'J

この限りでない. 定者か句会貨を徴集するニとができる . 1  ニの協定は. 排市長の認可のあ った日か句効力を生 じる.

(5)  地銀面的高さは. ニの協定締結時からみだりに変更して 2  この協定運営のための経費は、前項の会費、自 治会か ら 2  この協定借を 2 部作成し 、 l 部を堺市長に徒出し、 1 3s

はな句ないこと . の補助金そ の他の収入をも って充てる . を委只会が保管L . . その写しを協定者全員に配布する .

2  委只会が、住宅地として良好な環境を維持し、地進する 3  この協定運営のための経理を監査するため 、会計監査委 3  この協定の認可の際、既に建築し、又は現に建築中町挫

ことに都与するものとして承認したときは、前l ) ' i 第 l 号又は 只を 2 人選任する . 築物又は工作物に ついては、第 5 条第 4 号及び第 5 号又は第

第 2 号の焼定にかかわらず、協定区域内に 2 住戸町長屋を楚! 4  会計監査委只 の選WJJ 法且ぴ任期は、前条第 3 1) ' i 及び第 6 条町線定は適用しないものとする .

築すること ができる . 5 l)'j の組定的例による 。

( 工作物等の基準 ) ( 造反行為的情誼 ) ( 昭和56年 8 月26 日認可 )

⑤でき ればア パー ト経営をしたいと考えている人。

4  . 茶山台建築協定が出来た理由

①開発入居時 、大阪府企業局の住宅協定を了承して土地を購入して

いる人ばかりである 。

②都心から 20km離れた郊外の丘陵地に、生涯住宅として 、庭付き一

戸建ての建ぺい率平均2 5 %、容積率平均4 0 %の良好な住宅を建てて

いる人がほとんどであった 。

③年齢構成は小学生や幼児をもっ家族構成の世帯がほとんどであり、

子供のためにも、良い住環境を守ろうと考える年代の人であ った。

④ 自治会の主流が中産階級のエリート の専業主婦が多 〈、 これ らの

人々が自分遠の良い住環境を維持しようと隣近所に呼びかけて、

きなうねりとなって発展した 。

⑤ この分t i ' の専門知識に詳しく、非常に熱心で忍耐つ よく対住民、

対役所に働きかけ奉仕するリーダーがいたこと 。

⑤ 外周昔11に、どうしても反対の人がいたが、地区外としてはずすこ

とができ、協定を結べたこと 。

5  . 建築協定が出来る地区であるかどうかの事前判定項目

①現在の状況が静かで、良好な住環境の地域 ( 1 極住専等 ) である 。

②交通騒音の 多い幹線道路に、同じレベル高で接していない 。

③商業地域や、近隣商業地域等の他用途に隣接していない。

④宅地が比較的大き く、建築協定で壁面後退、北側斜線等の市11約を
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強化しても、適当な広さ の{主毛が硲保できる 。

⑤住民の宅地購入目的が投機的または専用一戸建て住宅以外への転

用を当初から想定している人がいないこと 。

⑥ 柴田自主規制等がき らいな価値観の人がいないこと 。

6  . 経験を通じて感じたこと

①遠方不在地主、海外渡航者、遺産相続や共有者との問題者、すべ

てに 100 % 印鑑証明付きの同意舎が必要というのはなかなかむつか

しく、せめて 9 0 %、共有者は居住者だけの同意のみにすべきである 。

② 定年後や、不意の夫の不幸等 、住宅で何か小さい庖や仕事がした

いと思う人に対して、住宅専用一点ぱ りで強行せず、住環境を守 っ

たきれいな庖もある程度容認することも、価値観の多様化の時代に

は必要ではないか。

③交通量が多〈自動車騒音が昼夜多い幹線道路と同レベル高の宅地

が一種住専というのは笑怖に合わないし、そこに宅地 を求める人も

最初から沿道利用価値は閥系と考えているのではないか。 だから幹

線道路沿いの宅地の半分に対しては特例を設けた建築協定を結ぶの

が良いと思う。

④泉北ニュータウ ンでも 、ほ とんどの自治会て。建築協定の話がもち

上がるが、全員合意 まで行き、協定を締結できたところはわずかで

ある 。入居時の一 人協定が切れるまでにやることが肝要と思う 。

( はたなか しげお 茶山台住民畑中部市建築事務所所長)



り木造賃貸住宅地区でのまちづく

一門真市朝日町における官民の連携による面的共同建替事業

士

ロj告目河

用負担等を定め、協力して事業の推進を図ることとした 。

組合は、従前居住者への対応、既存住宅等の除却、優良な賃貸住

宅等の建設を行うとともに、区域面積の 3 %および現道に相当する

面積の土地を、公共施設用地の一部として市に無償で譲渡する 。

一方 、市は、事業計画の策定、公共施設の盤備 を行うとともに 、

既存住宅等の残存価値補償、新築マ ンションの建築設計費 ・共同施

設強制 ｩｬｬＱｾ 等を組合に助成することとし、また、開発負ｴｂＮ金の免除、

開発協議や確認手続きの迅速化や関係機関との協議にも協力してき

fこ。

② 権利者( 地・家主) 間の意見調整

地権者の一体性を保障するため、民法上の組合として 「建替事業

組合」を設立するとともに、 「共同建替事業実施に関する事業基本

協定」を締結した 。 この中で、複雑な土地に係る権利関係を単純化

するため、借地権の所有権との交換を 5 :  5  (地価は地区内同額 )

て‘ 行い、全員が土地所有者となった上で、事業計画に即して所有地

の交換分合を行い、 4 つのブロ y クで複数の地権者による 、共同建

て替えを行うこととした 。

③ コーディネータ一役としてのコンサルタントの活用

専門的 ・技術的事項についての組合内の調撃や、組合と関係機関

の協議、組合と市との調整 ・述燃のため、コンサルタントを組合の

費用で活用したが、これが組合員聞の合意形成や官 ・民の協調に果

たした役割lは大きく、事業促進に効果があった 。

④ 土地の交換分合に伴う税対策

所管税務署との協議により、組税特別措置法基本通達33- 6 の 4

「法律の規定に基づかない区画形質の変更に伴う土地の交換分合J

によ って免除となった。

門真市の北東端部、京阪電鉄「萱島駅」の北西約5 0 0 mに位置する

朝日町地区において、老朽化した木貸住宅の過密地区が、緑盟かで

ファ ッシ ョナプルなマンション街に生まれ変わろうとしている 。

昭和62年12月に木造賃貸住宅密集地区制賄事業の大臣象認を得て、

地権者 8 人の建替事業組合と市による官 ・民協調しての大規模面的

共同建替事業に若手し、現在までに既存住宅等の除到しと公共施設を

概成し、来年春の「まちびらき J をめざして、いよいよ共同住宅建

設工事の発注の段階を迎えたところである 。

北部過密住宅地区再生のモテソレ事業にふさわしい 、21世紀に残る

まちづくりをキーコンセプトとして、周辺の町並みとの調和、核地

性 ・ヒューマンスケールの親しみやすきを活かした低層 ・高密なタ

ウンハウス型の住棟鱗成とし 、住戸は将来のニーズにも対応でき、

かつコミュニティ形成を考慮、して、バラエティーのあるものとした 。

また、無電柱化、道路の全幅インターロ ッキング舗装、古川護岸

の改修とフラワーボ ックスの設置、敷地面積の 10 %の緑化、タイル

外装などデザイン ・景観面にも配慮. して地区イメージの一新を図る

計画である 。

全 国 初 の モ デ ル 事 業 の 完 成 を め ざ し て

⑤従前入居者への対応

組合として、再入居への配慮も行いながら入居者の希望に 応じた

住み替えのあ っせんと移転補償の折衝を行った結巣、ほとんどの方

は近傍の京阪沿線の持家や民間借家に移転された 。

本事業で活用した木賞制度 ( 総合筆備事業と密集地区整備卒業)

は、計画づくり ・基盤繋備と木l ' i : 住宅の建て替えを官 ・民で分担し

協調して行う、民間活力活用型の総合的手法であり、補助内容も手

厚いが、一方、法律に基づかない要綱制度であるため強制力がない

ことや、大臣の承認する「整備計画」に基づくソフトな手法である

ことから、事業の実施に当た っては、いくつかの新しい試みや独自

の対応が必要で、あ った。

①官・民の役割分担と協力

市と組合は、 「まちづくり事業協定」を締結し 、相E の役割と費

事 業 実 施 上 の 工 夫 と 苦 心

- 資金計画

・主I ! 符組合 ( 当初計画 ) 121:0' 内

公共 ( 園、府、市) 4. 5億円

- 区域面積

約7，400m'

・地権者

8 名( 従前 ' 地 主 l 名、 I也家主 2 名、家主 5 名 )

陸自

. 獲物

. R C造 3階建賃貸7 ンション 4棟

' l L D K - 3 L D K ( 平均5501') 136戸

・底知i 413m' 駐車場68f i (一部地下)

- 敷地面積5，282m' 延床而似10，16901'

. 公共施設

・市道(幅只4. 7- 6. 0m)約291m (l ，619m') 

公聞330m' 、緑地185m'新 設

- 古 川波停の改修 85m 

・公共下水道敷設291m ( 250- 500世)

13僚

2  

9  

25棟

昭和36年 - 4 0年

108戸

(43% 、昭和62年 2 月現在)

159戸

56 

37 

253戸

医2

. 建物

文化住宅

木造アノ マー ト

長屋

一戸建住宅

合 計

建築時期l

入居状況

ノ乙ミ

も ｾ ④ ｜
代口臨時へへr .J

ｪ ｾ＠ ，.，/" 0  l '  規 市

城 市 υ

. 公共施設

・4 m未満の私道 ( 85501') のみ

・公園、公共下水道なし

朝日町地区面的共同建替事業の概要
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企従前 V 従後

こ れ か ら の ま ち づ く り に 官 ・ 民 連携 方 式 の 拡 充 を

北 部 地 区 に お け る 建 て 替 え の 動 き は 、 結 構 激 し い 。 昭 和48年 に は

28 ，000戸 で あ った木貸住宅が、 58年 で は 18 ，200戸 へ と 減 少 し て い る

が 、 大 半 は 基 準 法 ギ リ ギ リ の 狭 小 な 戸 建 住 宅 や 改 造 長 屋 へ の 建 て 替

え で あ り 、 地 区 の 改 善 に は つ な が っ て い な い 。

461 ha もある 地 区の 改 善 に は 、 オ ー プ ン ス ペ ー ス ・緑 を 確 保 し た

民 間 の 良 質 な 建 て 替 え を 誘 導 ・助 成 し 、 併 せ て 官 が 公 共 施 設 の 整 備

を 図 る 官 ・民の 連 携 ・協 調 に よ る 良 好 な ま ち づ く り 事 例 の 積 み 上 げ

が 急 務 で あ る 。 その| 努のポイントとしては、 ① 質 ・環 境 水 準 と 採 算

性 の バ ラ ン ス の と れ た 計 画 内 容 、 ② ス ケ ー ル メ リ y ト の 発 揮 が 可 能

な、地価を顕治: 化させない土地の集約化方策、 ③ 官 ・民 の 立 場 ・ 機

能 を 十 分 理 解 し た う え で の 適 切 な 役 割 ・費 用 分 担 と 連 携 方 式 を 個 々

の ケ ー ス に 応 じ て 最 適 な 形 で 考 案 し て い く こ と 、 で あ る 。

そ の た め に は 、 再 開 発 地 区 計 画 の 活 用 に よ る 容 績 率 の ア ップ 、 事

前 協 議 制 度 の 充 実 、 開 発 協 議 や 法 手 続 き の 迅 速 化 と と も に 、 入 居 者

の 住 み 替 え 対 策 の 拡 充 、 商 業 床 へ の 補 助 な ど の 制 度 改 善 や 税 制 面 で

の 優 遇 な ど 、 官官11J の イ ン セ ン テ ィ ブ の付 与の 拡 充 が 必 要 で あ ろ う 。

ま た 、 こ う し た 官 ・民 の バ イ プ 役 と し て 、 市 と 地 家 主 を 結ぶ 専門

家 と し て の コ ン サ ル タ ン ト 等 の ま ち づ く り の コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 役

訓 が き わ め て 重 要 で あ り 、 そ の 育 成 と 活 用 の た め の 助 成 策 の 確 立 が

望 ま れ る 。

都 心 か ら 10 - 2 0分圏内の立地に忠、まれた木1 t 地区を、国際都市を

め ざ す 大 阪 に ふ さ わ し い 良 好 な 都 市 型 居 住 地 と し て 再 生 し 、 イ メ ー

ジア y プ し て い く た め の 、 官 ・民 の 協 力 と 述 携 が 今 、 強 〈 求 め ら れ

ている。 (か わめ ひろよし 門真市都市聖書{ 曲部参e!>)
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門真市の木賃事業小史

〈 朝 日 町 地 区 ・ 面 的 共 同 建替 事 業の 経 緯〉

昭和57年 ・市に建替相談あり、市単貨で事業化のタタキ台を作成

( 国において木質事業制度創設)

昭和58年 ・建設省住宅局長現地視察

( 木質事業の活用について庁内検討)

昭和59年 ・建替構想について庁内検討

( 北部地区の木質事業盤側j計画を大臣承認)

昭和60年 ・地家主が 「建替事業推進協議会J 結 成

・市は密集地区整備事業の基礎調査を笑施

・地家主が建替基本総恕を策定

昭和61年 ・I也家主が建替基本計画を策定

・密集事業の笑施について府と協議

・計画水準、事業効果、助成内容等建設省と協議

・ 「建替事業 推進協議会 」から事業 協力要 ￢ ｾｬ

昭和62年 ・「建替事業推進協議会」から助成要望

・市は事業化に向けて国 ・府1lCの要望

・I也家主が「事業組合J を設立し 、借家人に建替計画を

説明し協力要請するとともに、「建替事業基本協定」を

締結し、建替事業計画を立案

- 市と卒業組合との聞で「朝日地区住環境繋備に関する

協定( まちづくり事業協定 )J を締結

・密集地区整備事業計画の大臣承認

・事業着手 ( 不良住宅除却、道路用地口収)

昭和63年 ・不良住宅除去f I 、道路・公闘用地買収、道協 ・下水工事、

古川 J亜岸工事、建物設計

平成元年 ・不良住宅除却、道路告ili 装・公園準備I工 事

・住宅建設工事

平 成 2 年 ・街びらき( 予定)

〈 北 部 地 区 に お け る そ の 他 の 木賃 事 業実 績 〉

上記事業以外に、これまで、石原町において、 4 人の地権者が共

同して行う主主答事業に対し、 3練 27戸の木貸住宅等の除却費と入居

者の移転補償資および建築設計' I ' i と共同施設整備費について助成を

行い、 1，200m'の敷地に R C造 3 階建の賃貸共同住宅を 1 棟 35戸建設

したのをはじめ、Ｔｦ牛の個別建替事業に対し、除却 Ｑｾ と入居者の移

転補償資への助成を行い、良好な共同住宅の建設を促進してきてい

る。

また、老朽化した木 li 住宅とその敷地を買収して児童遊園として

繋備したものが 4 件で、商績としては 1，100m' でみある 。



都市景観条例による神戸市の景観形成
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神戸市の地形特性と景観上の特色

主体の視覚行為
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広 減

(講話)

街 区

( ストリート )

空から眺める

山から眺める

海から眺める

車で走りなが
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歩きながら見

る

地域や地区の段階構成と景観構成要素

都 市 景 観 条 例の制 定

昭和30年代以降の経済成長の過程において、全国的に都市基盤整

備が着実に進められたが、まちづくりは効率性 ・合理性といった経

済的視点に重点がおかれていた 。

神戸市では、まちの景観の重要性を逸速く認識し、昭和48年から

さまざまな調査 ・研究を進め、昭和53年 10月に「神戸市都市景観条

例 j を制定した 。 この条例は、神戸の美しい自然と海 ・坂 ・山とい

う変化に富んだ地形を活かしながら、魅力的なまちなみの形成を図

り、 「個性あるまちづくり 一神戸らしい都市最観の形成- J を目指

したものである 。

都 市 景 観 条 例の特 徴

( 1 ) 都市の景観をトータルなものとしてとらえ、まもるだけでなく

積極的にそだて、つくることを目的とする 。

I也減ゃ地区の性格による類型

守
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一
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一
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一
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二
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都市景観の類型

(2) 神戸らしい景観を形づくって いる地域、あるいは計画的に形づ

くっていくべき地域を都市景観形成地域に指定し、この地域内で建

築行為を行う際に届け出を義務付け、建築物の高さ、外壁の後退、

有効空地の確保なとマ〉地域景観形成基準に基づいて、その地域の特

性に応じたきめ細かな指導 ・助言を行う 。

(3) 広〈市全域を対象に、とくに景観上の影響力の大きい一定規模

以上の建築物等の建築等に 際して届け出を義務付ける 「景観形成指

定建築物等届出荷IJ 度J を設け、テザインなどについて指導 ・助言を

イ丁 7
0

(4) 都市景観形成地域内でとくに重要な区域は、法律に基づく伝統

的建造物群保存地区等の指定を行うことにより効果を高める 。

(5) 景観形成にかかる活動を行う団体を景観形成市民団体として認

定し、市民の自主的な景観形成の取り組みを促す。( 昭和56年に「北

野 ・山本地区 をまも り、そだてる会」、昭和60年に 11日居留地連絡協J

議会」を景観形成市民団体に認定 )

建築と社会/ 1989年 5 月号 63 



1M人館( 北野)

須謄 ￬ｪｾ 岸

(6) 国の補助制度による伝統的建造物の保存助成のほか、市独自の

助成制度として 、景観形成助成、市民団体活動助成の市11度を設ける 。

(7)神戸らしい都 市景観の形成をはかるための基本的事項または重

要事項を調査審議するため 、市長および教育委員会の付属機関とし

て都市景観審議会を設置する 。

都 市 景 観 形 成 地 域

北野町 山本通 ( 昭和54年 ) 、税関線沿道 ( 昭和56年 ) 、旧居留地( 昭

和58年 ) 、神戸駅 ・大倉 山 ( 昭和60年 ) 、須磨 ・舞子海岸 ( 昭和63年 )

の 5 地区が指定されており、昭和61年からは景観形成指定建築物等

届出制度も運用が開始された 。

また、ポートアイランド、研究学園都市、六甲アイランド、神戸

ハーパーランドなど新しい都市づくりが行われているところでは、

独自の協定による建築デザイン審査や景観調盤会議などによる建築

デザイン誘導が積極的に進められている 。

64  

市立山からの市街地の眺望

ポー トアイ ラン ド 神戸大橋

今 後 の 課 題

昭和63年に都市景観審議会から答申された「都市長観行政の新た

な展開について」において提言 されているように、公共空間の整備

は都市景観の形成に直接的にかかわるとともに、先導的役割を担う

ものとして期待されるため、道路、続梁、擁壁なとマ〉土木施設につ

いての景観誘導、無電柱化、屋外広告物の景観面における規制 ・誘

導などの推進が今後の大きな課題てあり、そのほか、各区ごとの 「景

観の顔」づくり、眺望型長銀形成の積極的な展開、花と緑の質的拡

大、夜景 ・色彩の演出 、各種地域指定手法の導入、市民主体による

景観形成の推進など全部で15項目にわたる提言の具現化について積

極的に取り組む必要があると考えている 。

( まつし た の ぷ ひ 与 神 戸 市ｲＮ ｬｬｲｬ￯ ｾ Ｑ 匝 ｪ ｲＮ ｪ［ ｬ ｬ 岡部 ｊ 十阿謀長 Ｉ



建築美観誘導制度による街づくり

- 堺筋一

各検] 関西のまちゴくりと法制度

景 観

平 林 孝

堺 筋 の 景 観 指 導

堺筋は、 北寄りが北浜の証券会社や銀行、道修町の薬問屋、船場

の繊維問屋などが立地する歴史のある業務 ・商業地区、南寄りの日

本格付近は物販商業施設、遊興宿泊施設の多い繁華街である 。街路

幅員は広くはないが、道路美化事業( 電柱類の整理、街路樹の密植、

歩道拡幅等) が行われた大阪の主要街路の一つであり、この美化事

業と併せて、昭和57年から沿道建物の建て替えの際に長観上の指導

を行っている。

誘導の基本方向は、 「歴史ある代表的なビジネス街としてこれま

で形成されてきた街並み景観の護備充実を図り、落ち着いた風格あ

る街としていく 。このため新規の建築物の規模、意匠等については、

街並みの連続感、統一感を 創り出すものであることが必要である 。

一方 、歩行者交通量に比して歩道が狭いのでこれを補完するため、

建築物の l 階部分の壁面後退を誘導し、快適に歩ける街路とする」

というものである( イメージ ・スケ ッチ参照 )。 これに応 じて、た

とえば建築物の 1 階部分を街路から 2 m後退するなど誘導 しており、

市民や建築関係者の理解と協力を得て 歩行者空間にゆとりが生み

出されるなど、徐々にその効果が上がっている 。

|明ト落ち着いた風格あるf伽 に |

断却の高さは土佐堀通一長堀通 ＱＺＡ ＶＧｾｾｬｬ

畏場通ー千日前過は4 階以上

建物の帽IJ l Bi について む

建 築 美 観 誘 導 制 度 の 概 要

こうした街づくりを進めるうえで活用されているのが、建築美観

誘導制度である 。都市の景観は道路、公園、橋梁等の都市施設、水

面、緑樹、地形等の自然的要素および建築群により構成されるもの

であるが、大阪市のようにほぼ全域が市街化した都市においては、

建築物はその単体または群として、またその形態、意匠により、あ

るいは敷地内の空間によ って 都市景観を形成する重要な要素となる 。

そこで大阪市では、市民に親しまれ訪れる機会の多い都心部の主

要街路沿いの地区について、それぞれの地区にふさわしい誘導基準

を定めて、建築計画について建築主や設計者との事前協議を行い、

良好な者1I市景観の形成をめざした「建築美観誘導制度J を、昭和57

年 1 月より前述の堺筋のほか、なにわ筋、国道 2 号線について実施

している 。

事前協議における誘導指針として、 「大阪市建築美観誘導基準J

を定めており、実施地区すべてに共通する一般的な目標と、地区お

のおのの歴史と地域性を考慮し、特色ある街並みの形成が図れるよ

う地区 ごとの基本方針として、なにわ筋は「緑彩濃いしゃれた街J 、

国道 2 号線は 「明るくにぎわいのある街J 、堺筋は 「落 ち着いた風

格ある街J を定めている 。

建築美観誘導制度の目的は、街が発展していく中で街並みが無秩

序にならないよ う配慮し、地区ごとに特色のある建築群としての美

観形成を図ろうというもので、誘導基準はそのための基礎的な方向

づけを定めたものである 。この基準をベースに、設計者の良識と自

由な創造力によ って、個々の建築物として価値あるものとするとと

もに、街並みの美観向上に寄与していただきたいと考えている 。

建 築 美 観 誘 導 制 度 の 問 題 点

建築美観誘導制度は、形をそろえるとかい ったデザイン規制、取

り締まり的なものではなく、これからの新しい一呆観の創造のために

街づくり の思想の統一を 目指したものである 。設計者との協議を行

う上で、ある程度の目処として基準値を示しているが、反面、協議

の中心が技術的基準への適否に陥り、本来の制度趣旨からかけ離れ

てしまうことがある 。

また、敷地形状等の諸条件によ って は、壁面後退等を誘導するこ

とが困難な場合がある 。そこで、建築物の共同化を助成制度や融資

制度を設け奨励しているが、建て替え時期や建築主らの権利関係等

の調整がつきにくく、成果は上が っていないのが実情である 。

その他、建築計画の協議終了後に建築物とのバラ ンスや意匠上の

配慮、に欠ける広告物設置の申し出を受けるケースがあり、対応に苦

慮することがある 。

建築美観誘導制度による今後の街づくり

建築美観誘導制度は、美しいかどうかとい った 問題よりも、むし

ろ市民が愛着を感じるような街の個性を引き出すことを目指してい

る。一方 、昭和45年から建築物に付属する緑化施設表彰制度、昭和

56年から大阪都市景観建築賞を実施し、市民の都市最観に対する意

識、関心の向上にも努めている 。こうしたことを通じて市民の理解

と協力を得て、快適で美しい都市景観づく りをさ らに進め ていきた

いと考えている 。

( ひら は'やし たかし 大阪市計画局怨築指導部技術監兼指導課長 )
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書鉱沼恒のまちづくりと湖l度

交通安全施設等整備事業によるまちづくり
景 観

ーゆずり葉ゾーンの整備

西 村 惇

交通安全を確保するため、交通安全施設等整備事業により、歩道

や自転車道、道路照明灯、中央分離帯 、防護柵など各種の安全施設

の主主備を行っている 。 この事業は、昭和30年代後半からの急激なモ

ータリゼーションの進展に伴う交通事故の急増に対処するため制定

された「交通安全施設等整備事業に関する緊急措置法J ( 昭和41年 ) 、

および「交通安全対策基本法J ( 昭和45年) に基づいている 。 この基

本法により 、昭和46年度を初年度とする第一次交通安全施設等援イ賄

事業 5 カ年計画 ( 46- 50年度 ) が策定され、 以降順次 5 カ年計画に

従って安全施設の盤備を進めている 。

ここで紹介する「ゆずり葉の道」ゃ「ゆずり業ゾーン」は、いず

れも全国に先がけてモデルとして大阪市で実施したものであり、そ

の後の第三次 5 カ年計画や第四次 5 カ年計画の重点施策として採択

され、全国的に整備が行われるようになったものである 。

ゆ ず り 棄 の 道 の 誕 生

地域の人々の憩い、語らいの場であるべき生活道路は駐車が多い

うえ、通行車両も命lJ 限速度を越えて走行するなど、良好な歩行者環

境が確保されているとはいえない 。このことは 交通事故の発生状況

によく表れている 。大阪市内の総事故件数は、昭和45年の25 ，000件

から昭和63年の 16 ，000件へと減少してきてはいるものの 、生活道路

での事故が半数近くを占めている 。

そこで生活道路での安全対策として、地域内の特定道路を歩行者

系道路と位置づけ、安全で便利な歩行者空間を確保し、快適な生活

環境の整備をはかることとした 。その具体策として、昭和55年に全

国でも初めての歩行者系道路を阿倍野区長池町で整備した 。 この道

路は、車と歩行者が互いにゆずり合う道ということで「ゆずり業の

道」 と名づけ、植栽スペースにはゆずり葉の木も植えている 。

この道路の設計基本は、①通過交通が入りにくい道とする 。②進

入車両が速度を出しにくい道路線形とする 。③歩行者が安全、快適

に歩ける歩道スペースを確保する 。④沿道に無関係なめいわく駐車

を排除する 。⑤町の美観を高めるよう歩道舗装、照明灯、車止め棚、

植栽等に配慮する 。 などであり、平面線形は 国一 1 のとおりである 。

なお、このタイプの道路盤備は、昭和56年度からの第三次交通安

全施設等監備 5 カ年計画の重点施策のーっとして「コミュニティ道

路」の名称て‘ 建設省において採択され 、全国的に務備が行われるこ

ととなり、昭和63年 3 月時点で約170路線( うち大阪市内65路線 ) の

箆備が進んでいる 。

ゆ ず り 葉 ゾ ー ン へ の 展 開

ゆずり葉の道は線の整備であるが、これを面に拡大し、幹線道路

で囲まれた住居地域において自動車の走行速度の抑制や通過交通の

排除をはかることで、地域の総合的な交通安全対策を行うとともに、

道路構造の工夫や植栽により道路環境の改善を行い、併せて人と車

の共存できるまちづくりを目指したものである 。住居地区内に面的

な歩行者空間ネ ッ トワークを務備するため、ゆずり誕の道、庭先道
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路、ハンプ、狭きくなど稜々の交通抑制策を組み合わせている 。

このようなゾーンの整備は、昭和59、60年度に城東区関目地区で

モテ・ル事業として笑施した 。その後、第四次 5 カ年計画の重点施策

として「住宅総合交通安全モデル事業」と位置つ、けられ、昭和63年

度までに全国25地区 ( うち大阪市内 11地区) で整備が進んでいる 。

城東区関目地区での整備前後の調査によれば、自動車交通量は減

少しており、また地区内の通過交通量も約10 %減少している 。 また

平均走行速度も実施前後で約 5km/ 時低下しており、当初の盤備目

標はおおむね達成している 。居住者の評価も 全般的に 良好であり、

高い評価を得ているといえる 。

今 後 の 課 題

ゆずり業ゾーンの整備は一方通行規制|が前提となるため、自動車

指向型の業務の多い地区では、整備計画の了解が得られにくい場合

も出てきている 。重量備ゾーンの選定には十分な事前調査や地元住民

の合意が必要なことは 言 うまでもないが、対面通行のままでの交通

抑制策の開発、路上駐車対策、自転車の安全対策、ゆずり業ゾーン

を示す標識の整備などについても今後検討を加え、さらに安全で快

適なまちづくりに取り組んでいきたい。

( にしむら まこ と 大阪市建設局土木部交通 安全施設課長 )



港湾地区の再活性イ七一天保山ハーバービレ ッジ

書鎗L M酉のまちづかI と記長制度

水 辺

桐 石 正 史

海上輸送のコンテナ化による輸送法の変遂により大阪港の役割の

変化に対応し、また古 〈江戸時代から賑わ っていた大阪の港 ・天保

山の再活性化を図るため、 海辺の倉庫敷地約 4 haをアーバン リゾー

トとして再開発するも のである 。沈滞気味の地元からも活性化のき

っかけとして大いに期待され、評価されている 。大阪市25% のほか、

民間 16社が出資してできた大阪ウォーターフロント開発側が建設し

ている 。

建設内容はマリンワールド ( 水族館 ) 関係 2 棟、 7 ーケ ッ トプレ

イス ( 物販庖舗、レストラン、ディスコ、ナイトクラブ) など 3 棟、

イベント広場 ( 下部は駐車場500台) など延べ50， OOOm' を超える建物

である 。 敷地内には緑を多〈配して、快適な都市型リゾート施設と

して来年春のオ ープンを 目指しており、総事業費は 215 億円である 。

マリンワールドは世界最大の規模で、総水量11 ，000 トン。最大水

槽は 5，400 トン、幅35m深さ 9 mで平面が十字形をしており、水槽の

アクリカラスの最大厚みは 300mm以上ある 。 この水槽は太平洋を表

している 。そのほかに リングオブファイアー( 環太平洋火 山帯 ) の 8

つの地域の海を 13の水槽で再現す る。水槽は海中だけでなく、陸上

部も再現し、とくに導入部分の屋上はガラス屋根つきで、日本の森

林をそ っ くり切り取 ってきた ようにな ってお り、カワウ ソや水鳥が

泳ぎ回る水槽 ( 水中も見える ) もある 。そこから水中に入 っていく

ように通路の両側には世界の海中がつぎつぎに目に飛び込んで。くる。

マリンワ j レド棟メインヒ:)レ内音1時美型出と天保山ハーパーヒ.レッジ完成予想図{下)

事 業 を実現する上で適用した主な法制度等

① 「港湾法」および「大阪港臨港地区の分区における構築物の規

制に関する 条例」

計画地は、昭和63年 1 月 1 日付け の大阪市の告示で「修景厚生港

区」に指定され、水族館など、水辺のアーバン リゾー トが実現でき

ることとな った。

② 「大規模小売庖舗における小売業の事業活動の調整に関する法

律 ( 大庖法 ) J  

計画地内の約3，700m'の物販庖昔前について、 地元応舗 との共存を図

るため、同法にもとづく 協議および申 請を行っ た。

③ 「民間事業者の能力 の活用による特定施設の整備の促進に関す

る臨時措置法 ( 民活法 ) J および同法に関する i 63年運輸省告示610

号J

同法および告示にもとづき、行政の方針に沿 った民間事業の「港

湾文化交流施設」 として 申請すること により、各種国税およ び地方

税 の減免を図 った。

④ 「大規模建築物の建設計画の事前協議J ( 大阪市行政指導)

各市の開発指導要綱にあたるもので 、確認申請提出前に大阪市各

局と都市施設や市の指導について、調整を図った 。

⑤ 「近畿建築行政連絡会議構造等審査取扱要領」の構造審査。

⑥ 「高層建築物等に係る防災計画警の指導について J (56年建設

省通達第 190号)

高さ 31m以上の建物について指導を 受けた。

苦 労 し た 点

既存の法は現状の制度、やり方を保持していくためにあることが

多 〈、今まで の 目的から方向転換をして、新しいことをやるために

は法を変えるか 、各方面の弾力的な運用が必要とな ってくる 。その

点こ の事業は、告示指定なと'法的パ ックア ップによりはじめて実現

可能にな ったものである 。 しかしその他ほとんどは現行の法制度の

なかで行 うため 、各方面に事業の主旨を理解してもらい、国や市に

おいて弾力的な運用をしていただいた 。

改 善 の 余 地 の あ る と 恩 わ れ る 点

1  . 今回の申請地は土地区画盤理地区であ り、そ の区画どおり申請

した場合、都市計画法にもとづく開発許可は不要であるが、その区

画を少しでも広げようとした場合、原則的に開発許可も必要となり、

大規模事前協議と同じ局に再度協議し、数か月の時聞がかかる 。

2 . 商業施設の開設 ( 大庖法) については、かなりの期間と手間を

要し、法本来の目的達成のためならば、改善の余地があると思う 。

3 . 建築物の防災のための防災計図書の日本建築センター評定の要

否については、考慮の余地があると恩われる 。

( きり いし まさし 大阪市港湾局参事大阪ウォーターフ ロント i摘発株 式会社建設室長 )
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畠鎗明聞のまちづくリと，ま$11度

「緑と花の市民協定」によるまちづくり
み ど り

小 山 美 幸

神戸市では、市民の健康で、快適な生活の確保に資することを目的

として昭和51年に「神戸市市民公園条例J を制定し、緑化の推進 ・

緑の保全等に関し必要な事項を定めた 。 この条例の中で、住民は相

当の区間または区域における樹木や草花の植栽 ・維持について「緑

と花の市民協定J を締結することができる旨の規定を置いている 。

緑化のための協定としては、都市緑地保全法に基づく「緑化協定」

があるが、これは関係住民の全貝合意が必要であり、また助成制度

がないことから、いわゆる神戸市版の緑化協定として 、条例で別途

の協定制度を設け、締結要件を緩和するとともに助成制度を創設し

たものである 。

「緑と花の市民協定j の対象となる相当の区閉または区域とは、

沿道緑化のような場合は 100 m 以上の区間、住宅団地の平面緑化の

ような場合は l 街区以上、中高層住宅のベランダ緑化のような場合

は20戸以上を有する住宅の一壁面以上をい って おり、いずれも不特

定多数の人が眺めることのできる場所であることを要件としている 。

また、協定の有効な締結には、目的の土地等に係る住民の70% 以

上の参画が必要であり、さらに協定期間については、すでにある樹

木等の維持 ・保全を目的とする場合は 5 年以上、樹木等の新たな植

栽を目的とする場合は 3 年以上と定めている 。

市長は、住民の聞で締結された協定について有効な協定として正

式に認定した場合、当該協定の代表者に対して苗木 ・草花の供与、

連絡助成金の交付を行うものとしている 。

具体的な助成内容は 表ー 1 のとおりである 。

袋一 1 r緑と花の市民協定」助成制度の内容

l 戸当たり I 戸当たり

助 成 内 容

地栽商積 助成限度額

苗木を他殺

20m'未 満 2. 000同相当

苗
する場合

l 戸当たり助成額の

木 20m' 以上50m' 未満 5，000円相当 合算額相当の苗木の

ま ( 沿道緑化)

た
平面緑化 50m'以 上 10，000円相当

供与

Ij: 
l 戸当たり助成額の

草

:(E 

合f I 客員相当の草花 ・

等
草花を組栽 フラワーベース ・土

の
する場合

l 戸当たり助成限度額
の供与

与供 2，000円相当
別途希望 lミ応じ I 戸

当たり 2，000 同相当

のフラワーベースの

(ベランダ緑化) 固定フ ンクの供与

連絡助成金の交付 l  協定当たり年額 10 ，000円

(註) ・苗木 草花等の供与は、 l 回のみ

・連絡助成金は、協定期間中毎年度交付.

昭和51年度から現在までに締結された「緑と花の市民協定j は、

全部で54協 定 に の ぼっている 。

その第一号は、六甲山をアジサイの名所にしようと六甲山自治会

が締結した「六甲山あじさい協定」であり、昭和52年 1 月に認定を

行ったものである 。 この成果もあり、現在ではドライブウェイ沿い

などに植えられた多くの西洋アジサイやガクアジサイなどの鮮やか

な色が観光客らの目を楽しませている 。

一方、中高層住宅のベランダ緑化を目的とした協定の第一号とし

ては 、ポートアイランドに建設された民閉め分譲マンション「神戸
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ベランダ緑化( 名谷団地)

ボー トアイラン ドのベランダ緑化

ポートビレッジ」におけるものであり、昭和60年 8 月に認定を行っ

たものである 。 これはわが国の7 ンションもヨーロ ッパの ようにベ

ランダを花いっぱいで飾れないかという期待を担ったものであり、

現在も多くのベランダが美しい花で飾られている 。

ただ、 一般的にいうと、従来ベランダにフラワーベースを置けな

い場合が多〈、今後ベランダ緑化の普及拡大を図っていくためには、

7 ンションの設計・建築の段階で、構造上特別の配慮がなされる必

要があると考えられる 。

「緑と 花の市民協定」は 、あくまでも市民が緑化を進めていく上で

のきっかけづくりであり、今後の進展はまさに市民の理解と協力に

よるところが大きいが、市としても パンフ レ y トや緑化相談等を通

じて普及啓発に力を入れていきたい 。

( こやま よしゆき 神戸市土木局公園縁地部計画課長 )



彫刻の街こうべ

石 井 澄 也

都市の文化は、自然と伝統のもたらす風土、歴史を受け継ぐとと

もに 、働き、学び、楽しみ、憩うなどの市民生活のそれぞれの分野

を通じて育つ。この観点から神戸文化の特色を概観すると、①港を

通して培 ってきた 国際性、 ② 自由で消新な近代文化を創出してきた

進取の気風、③国際港湾都市のイメー ジだけでなく、神戸の西部お

よび北部の地域をはじめ市内各地に点在する多数の国宝、重要文化

財の存在から語れる文化の多様性、 ④ファッション に代表される洗

練された個性ーなどに要約される 。神戸にはこれらとともに、恵ま

れた自然環境、すなわち緑の 山、 青い空 、紺碧の海がある 。

魅 力 あ る 街 づ く り へ 向 け て 彫 刻 に 取 り 組 む

神戸は 、第二次大 l械の戦禍により者11心部が壊滅的打撃を受けた。

長年この戦災復興に携わられた現在の宮崎市長は 、当時の神戸の特

性を生かし、都市美といっ観念をプラスしたいと思っておられた 。

そこで、昭和43年に第 l 回神戸須磨離宮公園現代彫刻展を開催す

るとともに、 「彫刻のある 街づくり J がスタートした 。設世作品は、

上記彫刻展および昭和56年から始ま った神戸具象彫刻大賞展の入賞

作品、並びに神戸市購入作品が主であるが、最近では民間企業、篤

;c:;、団体等による設置も増加してきている 。 さらに 、平成元年からは

民間宅地開発企業が、良質の街並みを形成するため彫刻l展の開催と、

これに伴う野外彫刻の設置を進めるにいたっており 、こ れは全国初

のケースであろう 。

設置場所は日常的に市民の自に触れる場所とし、市内の公園 、歩

道 、公共施設の前およ び民間建築物の前などであ る。地域的には、

第11回神戸須廟賠公園現州協IJ 展

市民の手の触れると ころに 新じい者11市空間の創造

文 化

文化施設の集中する神戸駅・大倉山地区に 「みどりと !司法 IJ のみち」、

神戸まつりのメイン会場となるフラワーロードを 「花と彫刻! の道」

とそれぞれ名付け、都心部に集中的に設置してきた。最ー近では郊外

の市民からも彫刻l設置の要望が高まってきており 、市内全域に設置空

対象場所が拡大してきている 。

個々の彫刻の設置に際しては、行政サイドのみの見解で設置する

のではなく、美術評論家、都市計画家、建築家、造園家、市民代表、

行政代表などからなる都市彫刻設置慾話会で都市景観と彫刻がいか

に新しい空間を創出するかを審議し 、設置を行っている 。

彫 刻 の あ る 街 づ く り の 効 果

以上のように 1悶いのある街づくりを目 指し て始まった彫刻の設置

も、 ①点から線「彫刻j の道」さらに面「彫刻のある街」と拡がりを

みせ、最近てすま周辺区部の最観形成にも大きい役割を果たすにいた

った。②美術館に収められていた芸術作品を日常生活の場に設置し、

美術に対する関心を高め、創造力を養う機会とな った。③神戸市、

民間等が意欲的に設遣を進めた結果、海外作家では ロダン、プール

テ" ル等、囲内作家では初1I 原義達、佐藤忠良、本郷新らの作品をはじ

め、そ の数約250点にも及び、「彫刻の街神戸 j として全国的に高い

評価 を得るにいたった。

ここで、法との関係に敷桁すると、彫刻のある街づくりのスター

トの一因でもあった戦災復興は 、土地区画整理法等に基づき実施 し

たものであり、彫刻設置に際しては自然および街並み等との調和並

びに市民生活への潤いを目指して進めた結果、自然と人間と文化の

調和を求めて昭和47年に制定した「人間環境都市重言」と、 これの

具現化を規定した「神戸市民の環境を守 る条例」にも同趣旨が盛り

込まれている 。 さらに昭和53年に制定し た 「神戸市都市景観条例」

に基づく 5 つの「都市長観形成区域J の指定に際しては 「み どりと

彫刻lのみち」および「花と彫刻の道J の 2 カ所が選定されるなど、

都市の快適性を高める規範的整備にも少なからず影響を与え た注目

すべき文化施策と 言っても過言でないだろう 。

「ミュージアム・シティー神戸」構想の実現へ

都市は生きも のであり、時代とともに変貌・流転する 。設置した

彫刻もその場所が絶対的なものでなく、 より 生きた空間を形成する

ため移設したり、思Jj の作品を設置した方が良い場合が生じる ことが

ある 。市内全域に 250 点にも及ぶ作品は 、材質においても多様化し

ており、神戸の気候と地形も潮風、排ガス、強風、寒冷等多様な状

況をもたらすため、作品管理に 一層の工夫と留意を要する 。時代の

変化は彫刻j のある街づく りに、その他諸々の影響を及ぼしてきて お

り、神戸市では今後とも関係の諸先生方 、作家、市民の一層のご理

解とご指導で市民に親しまれ、名実ともに近代化された都市として、

人間性豊かな空間を感じさせる 「ミュージア ム・シテ ィー神戸 」を

実現したいと構想している 。

( いしい す み や 神戸市市民局市民文化課市民文化係長 )
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各踊u帽のまちづ〈りと，綿峨

歴史的空間づくりと風致地区条例
歴 史

寺 西 章 郎

京都。1994年には平安建都から数えて 1200年目を迎えるが、そ の

問、政治 ・文化の中心地として栄え、今なおその歴史的遺産が各地

に残されており、毎年、内外から 3800万人もの入洛客を迎えている。

日本人の心のふ るさととして、その歴史的遺産を守 っていくため

に京都市は、他者11市に見られない風致・景観の施策を講じてきた 。

すでに昭和 5 年 ( 1930年) には最初の風致地区が指定され、風致

地区規制がスター卜している 。

昭和31年に、風致行政が府から市に移管されて以降、本格的に京

都市 の風致行政がスタ ー卜したと 言える。その年には、屋外広告物

条例も制定され、京都市域の景観に' 7 '/ チした屋外広告物の厳しい

規制の原点が、この時に見られる 。屋外広告物条例は、制定以来改

正せず今日に至 ったが、社会情勢の変化、また新しい広告物の出現

等により、現行条例の定める基準に適合しないケースも生じてきた

ため、本年 2 丹市会に改正案を上程した 。市会では憲法21条の「表

現の自 由j とのかかわ りにおいて、現行条例に比べ規制の範囲が広

すぎるなどの論議も交わされ、一部原案を修正により可決した 。

昭和39年には、全国的に景観論争をまき起こした京都タワー問題

や、双が丘開発問題が起こり、これらが契機となり京都・奈良 ・鎌

倉の古都を守るために、昭和41年に古都保存法が制定された 。 この

法律では開発を厳しく規制しており、 「買い 入れ制度」により、後

世に残すべき日本国民の共有財産とも言うべき数々の貴重な歴史的

遺産が守られてきた 。京都市域では、嵐山に隣接する小倉山一幣が

守られているのが代表的な事例である 。

昭和45年には風致地区条例が制定され、京都市域を 1 極地域から

3 種地域までと附員 IJ 第 2 項地域とに分け、段階的規制を行っている 。

嵐山地域では、主として 2 種地域から 3 種地域の規制の対象とな っ

ており、建物の建築等の際に種別に合った建ペイ率、高さ、壁面後

退距離、意、匠 ・形態等の規制を行い、地域の特色ある環境保全に努

めている 。

風 致 地 区 条 例 の 改 正

風致地区条例は昭和45年に制定されて以降、今日まで主たる改正

を行っていなか ったが、社会情勢の変化等に対応するために条例の

一部改正を行い 、 4 月 1 日から施行した 。

主たる改正点は、 下表の通りである 。

(1)  風致地区内における行為の許可等の基準を適正化する 。

ア 建築物等の新築、改築または附築については、許可が不婆な場合を建

築基準法と繁合させるとともに、新たに、工作物に高さの基準を設ける等

の改正を行う。

イ 土地の形，['l の変更については、第 I Hf 地域、第 2 徳地域における風致

保全緑地の設置を条例化するとともに、新たに銭土の投棄を規制するため

の基携を設ける。

ウ 伝統的建造物群保存地区条例により規制を受ける行為については、原

則とし て、J午可を要しない行為とする 。

(2) 巡反行為に対する措置を務備する 。

ア i主反行為に迅速に対処するため、勧告および報告等の制度を新設する 。

イ 許可を与える前等にも、立入調査を実施できるようにする 。

ウ 勧告および民督処分を担保するため、公表制度を新設する 。
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とくに今回の改正では、違反行為に対してできる限り迅速かつ適

正な措置がとれるように、 「中間検査制度j や、悪質な違反者に対

しては一種の社会的制裁措置として「公表制度j を設けた 。

嵐山地区においては、昭和62年に某タレントのカレ一応が、風致

地区条例違反として大きな社会問題化したが、ほかにも何件かの違

反事例があり、そのつど是正指導に努めてきているが、条例の改正

によって地元住民の熱心なまちづくりの運動にできる限り即応でき

るよう期するものである 。

法 制 度 と 現 実 の ギ ャ ッ プ を 風 致 行 政 で 埋 め る

昭和47年には、全国に先がけて「市街地景観条例」が制定された 。

この条例では、第一に、京都の市街地景観の核である御所 ・二条城

など大規模な歴史的建造物とその周辺の市街地等を「美観地区」に

指定し、歴史的景観と現代的景観の調和を図 ってい る。第二に、市

街地景観に大きな影響を与えるような巨大な鉄塔などを計画の段階

でチェ ックする「巨大工作物規制区域j を規定している 。第三に、

町なみ保全地区の制度として 「特別保全修景地区J を設けている 。

この特別保全修景地区制度は、昭和51年の文化財保護法の改正を

うけて新しく「京都市伝統的建造物群保存地区条例 j を制定し、特

別保全修崇地区としてすでに指定していた 「産寧坂地区J r紙闘新

橋地区」に、 「嵯峨鳥居本地区」を加えて、伝統的建造物群保存地

区を指定した 。 また昭和63年度には新たに「上賀茂社家町」を加え、

4 地区を指定している 。 こうした伝統的建造物群保存地区は、全国

ですでに 28地区指定されているが、いずれの地区においても、単な

る保存行政だけで守られているのではなく、地元住民の献身的な努

力があ ってこそ、円滑な維持が可能となっている 。 しかしながら、

将来的には規制! のみ( 修理、修景の補助金はでるが ) でこの よう

な制度が氷統しうるか、再考する岐路にあると考える 。

京都市域内では風致地区に、全市城の約Mを占める 14，OOOhaが指

定されているが、風致地区制度の法的根拠は都市計画法にあり、条

例ではできうる限り、京都ならではの地域特性を加味した内容を織

り込んでいるが、開発等の具体的事案にすべて円滑に対応できるか

と言えば、必ずしもそう言えないケースも生じる 。市民の目から見

れば、その場合には、時として不信の目に変わるときがあるが、法

や条例と現笑のギャ ップには、できる限り行政指導等によりその解

消に努めていかなければならないと考える 。

嵐山地区も、地元住民の声を聞けば、まちの形態が昔に比べ、著

しい変ぽうを遂げていると言われる 。常に言われるのは、景観と 7

y チした嵐山を守れということで、風致行政に期待を込めて叱日宅激

励されている 。現笑に開発の波は嵐山地区も例外ではなく、これか

らも急速に街並みが変化していくと思われるが、全国から来られる

観光客の嵐山像は、やはり、歴史的な遺産を有する土地を期待され

ていると思う 。

こうした期待に応じられる風致行政を、今後とも力強く行 ってい

きたいと考えている 。

(て らにし あきお 京都市計画局都市計画苦1I 風致課長 )



歴史的界わい景観地区ストーリイ

ーキョートサンジョウストリートー

書館口関否のまちづいp' ，錦渡

歴 史

田 尻 千 恵 子

「ジユンイチきあん、待った ? J  

「いや、ちょうど今来たとこ J

「昭和初期に出来た っていうこの毎日新聞京都支局の前で待ち合わ

せ っていってたけど、このあたり、寺町通りから 地下鉄の通る烏丸

通りの西の室町通りまでが 『歴史的界わい景観地区j にな っている

んでしょ? J  

「そうだよ、チエちゃん。指定したのは 1985年で、その後、この地

区内の景観重要建築物の修理修禁事業 9 件に対して京都市が事業費

の一部について補助金を交付し ているんだd

「ケイカンジュウヨウケ ンチクプツ っていうのは何? J  

「この界わい地区の中の 8 棟の近代洋風建築と、 8 棟の町家等の伝

統的建築物を 『景観箆要建築物j として特定している 。その中には、

昨年から 『京都文化博物館j として活用されている旧日銀や、中京

郵便局とかが含まれている J

「この足袋屋さんも随分きれいにお色直しをしているわねoJ 0  

l  I  /  

「これも I最観重要建築物j だか ら外観に ついては修理のみで、保

存してもら っている んだJ

「新しい 7 ンションとかも結構、隣接している近代洋風建築物に気

をi立って建てているようねJ

「壁面線や軒線を隣の近代洋風建築物にそろえてもらうとかを市の

ほうで要綱で定めてお願いをしている4

「三条通りに最近 『サクラビノレj っていうレトロな 雰囲気のお庖が

出来た って聞いたけど知 ってる? J  

「うん。元は 『京都和装j だったんだけど中身が改装されて、ブテ

ィックとか家具屋さ ん とかが入 っている 。外観もきれいに修理して、

ライトア ップなんかもして結構人気が出ているよ J

「そんなお庖とかが新しい三条通りの顔にな ってゆくのかしらd

「昔から三条通りは、東海道五十三次の終点で、明治の頃には金融

機関や新聞社が集ま っていたところで、これからは歴史と文化の集

干 ｾＱ するファ ッション ストリートにな っ ていくだろうね ｊ

「それでもや っぱり、こんな都心の通りだから、二階建て の町家と

か古風な近代洋風建築なんかは、庖iili 面積が狭いし 、維持が大変だ

ろうし、なかなか残してゆくのは難しいでしょうねJ

「そのとおり 。京都市のほうへも建て替えたいのだけどどうしたら

良いか つて、よく相談に来るとかで、対応に苦慮している ってこと

だJ

「修理の費用の一部補助がある ってい っても、や っぱり建築物の所

有者の心意気があ ってはじめて残してゆけるのねJ

「そして、そうい ったまちづくりの核になる建物があるか らこそ、

新しい建物にもそれなりの風格や雰囲気が出てくるし、' l 1I . t : 主もなく

したいとかあんまり雑然とした看板も整理しようとか、カラー舗装

にしたらどうかとか、そうい った気運も出てくるんだと思 うよJ

「もうそろそろ烏丸通りよ d

「地下鉄に乗 って北大路へ出て、市バスに乗って景観行政開放区の

北山通りへいこうかoJ 0  

「そうね。そうしましょう 。あそこは三条通りとは対照的な通りで、

本当に新しい実験場 って感じだも のねJ

*  

二人は、 三条通りを後にして、 一路北山通りへと向かいました 。

三 条通り歴史的界わい景観地区は、景観重要建築物を中心とした

「景観重要地域」と、その他の地域に分かれており、前者の地域内

ではすべて の建築行為について、後者の地域内では高きが10 メート

ルを超える建築物について、 「京都市歴史的界わい景観地区保全護

側要綱」に基づ き届出が必要にな っています。 この制度はほかに、

昨年、伝統的建造物群保存地区に指定された上賀茂周辺 ても ま た 違

った形で活用されています。

この「三条通り歴史的界わい景観地区J の制度によ って、恋、の芽

生えるキョート サ ンジ ョウ ストリー卜が形成されるとよいです

b 。

( たじり ちえこ 京都市計画局 都市計画部風放課長観係 )
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神戸市における福祉のまちづくり

書論明富のまちづくりと，鎌慨

福 祉

津 川 亨

神戸市においては、昭和52年に「神戸市民の福祉をまもる条例」

を制定し、これに基づいて高齢者 ・障害者をはじめすべての市民が

安全かつ快適に利用できる都市施設の整備を推進してきた 。

本年 9 月には「フェスピック 神戸大会J (第 5 回極東 ・南太平洋身

体障害者スポーツ大会) を開催し、ノーマライゼーション理念に基

づいた福祉の まちづく りの一層の推進を図っていくこととしている 。

条 例 ・ 規 則 に 基 づ く 整 備 推 進

都市施設の整備については、他都市においても要綱や整備指針等

により同様の取り組みが行われているが、本市においては条例 ・規

則を根拠としているという特色を有している 。

前記条例においては 、行政( 市) とともに事業者 ・市民を市民福

祉の担い手として位置つ' けているが、条例に基づく「都市施設の整

備に関する規則」により整備基準を定め、罰則規定はないが、建築

主の社会的責務として建物の新 ・増改築時に一定の整備を義務づけ

ている。同規則 ( 昭和54年 4 月施行) に基づく建築物の届出状況は

下衰のとおりである 。

指定型E築物建築( 変更) 届出件数 (昭和54年度~昭和63年度)

官 公 庁 舎 43{'牛 電 気 ・ガス等庖宮市 01牛 遊 技 場 91牛

社 会 福 祉 施 設 23 劇 場 ・映 画 館 等 l  ホテノレ ・旅 館 等 21  

学 校 168 鉄 道 駅 舎 等 3  複 合 用 途 地 主 主 38 

図空}fi 官・博物館等 8  病 院 ・ 診 療 所 138 そ σ〉 他 21 

公 会 堂 集 会 場 等 17 物 品 販 売 庖 舗 62 

ｾ＠ ｉ ｾ＠体 育 館 等 9  売 市 場 5  

銀行・信用金庫等 27 飲 食 庖 23 
ぷ口入

百十 616 

規則施行以来、者11市施設整備に関する事業主 ・建築関係者 ・市民

の理解もしだいに浸透し、着実な整備の進展がみられたが、質的に

みると、問題もなくはなか った。

たとえば、 「作りさえすればよい j といった感もなきにしもあら

ずで、せっかく設置された設備が必ずしも有効に利用されたとは言

えない例も見受けられた 。

また 、建築美の重視と隊害者等の利用とが相反するようなことも

あった ( 意匠や雰囲気のために設けられた段差や、豪華さを出すた

めに磨いた石や毛足の長いじゅうたんを使用した床など )。 むしろ、

「建築物は機能的であ ってこそ美しい J と言える面もあるのではな

かろっか。

整備基準の見直し

フェスピ ック開催を契機に一層の整備推進を図るため、昭和62年

度に整備基準の見直しを行った。そして、この作業においては 「ど

のような思想に基づく整備をするのか」 ということを大いに議論し

たが、そのいくつかを挙げてみよう 。

( 1 ) ハード整備と人的対応とは車の両輪であり、ソフト面( 市民啓

発一- l i ! ! 常者 ・障害者を含めて ) をも充実させるべきである 。

(2) 障害者の利用を考慮、した繋備は、高齢者 ・病弱者 ・幼児などす

べての市民の利便性を高め、さらに、安全 ・防災対策としても有効
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なものである 。

(3) 従来のような障害者の限定的利用を前提とした専用的設備の整

備から、誰もが使える共用主義による繋備へと移行するべきである 。

たとえば、車いす対応 トイレについて、従来は男女兼用で性区分

が尊重されていない場合が多か った。 また、広いスペースをとるた

めか一般便所とは異なった場所に独立して完全密閉式で設置され、

そこへの案内 も不十分で、かえって物置になっていたり鍵がかけら

れていたりすることも少なくなか った。

空いていれば設でも 利用できるよう、一般の人が使うにも途和感

の少ない性区分のある手すりイ寸き洋式トイレを一般便所の中の 1 ブ

ースとして設置していこうという考え方が確認された 。

(4) I配慮J という言葉は不適当である 。障害者が生活するのに必

要な盤備はいわば人間にと っての「水J のようなものであり 、心地

よさを増すためのジュースではない 。 したがって、 「配慮、J という

ような恩恵的 な表現は使うべきではない。

これらの議論をふまえ、整備基準を改正し、①対象建築物の範聞

の拡大( 電気 ・ガス等営業庖舗、鉄道駅舎等を追加) 、②適用対象床

面積の号| き下げ( 従来の原 ft lJ 1，000 m'以上から面積要件撤廃一 一公

共的施設 または 500 附以上への引き下げ) 、③整備必要項目の

追加( 手すり付き洋式トイレの設置等 ) を行った。

既 存 施 設 整 備 ・ 面 的 整 備 へ の 取 り 組 み

基準見直しの議論の中では、規制の適用の及ばない既存施設の整

備ならびに個々の建築物( 点 ) の鐙備にとどまらない面的援備の推

進が今後の重要な課題として提起された 。

(1)前者につ いては、既存公共施設の改修を進めるとともに民間施

設についても要請を行ってきたが、経費負担の問題を少しでも軽減

するため、平成元年度から 「都市施設整備資金融資J制度を創設した 。

(2) 後者については、当面、フェスピ ックに向けて第一段階の整備

として、大会の競技場 ・宿舎、ショ ッピング ・観光地域を重点整備

ゾーンとして位置つ' け、個々の建築物の整備と併せてこれらを結ぶ

道路 ・鉄道駅舎等を含めた面的な整備に取り組んでおり、フェスピ

ックガイ ドマ ップの作成により集大成とする計画を進めている 。第

二段階としては、重点整備ゾーン内て' 行 った撃備を副都心へ拡大し、

さらに第三段階としてこれを全市に拡げていきたいと考えている 。

おわりに

以上、神戸市における都市施設繁備の取り組みについて述べてき

た。 もとより 、社会的背景の変化に応じて整備水準も変化していく

べきであるが、どのようなものをどれだけ整備すればよいのかとい

うことについて、その基準となる 「整備i率j とい ったものを精密化

していく必要があると考えている 。

今後とも、建築関係者、事業主、市民の方々のお力添えのもと、

住みよいまちづくりをめざして努力を続けていきたい。

( つがわ とおる 神戸市民生局障害相談諜長 )
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ヨーσロ〉戸川|  
(54集)

タウング》コ

Jレディング 施 設 Jレディング コミュニア イ 家のすまい
青 年 校 術 者

施ミュニテ設ィ

制 と 環 境
まちづくり

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレハ .  .  
昭和49年 歴 史 的

北照ニ ュー

流通 機 械の

ピ Jレ の 省

ブ 住 宅 の み ど り

屋 恨 防 水 工
第 21 回 ビノレ防災に

(55集)
環 波 保 全

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

タウン計画 エ ネ ル ギ 化 本 の 失 敗WIJ
青 年 技 術 者 関する 12章どうなるか 笠備の方策 変 容 情 造 段 3十 とその対策

東 海 の

.  
P  C 板 を

社 会 ・

建築とプレ 生 活 排 水
.  

騒音対策と 集合住宅の

昭和50年

図 轡 fiii
使 用 し た

都 市の 景観

ストレスト 処 理 地 殻

人 間 環 境 第 22 回
(56集)

インテリア

建 築 ・法 と 施 設 と し て の
防 音 材 料 設 備

新 建 築

工業化{ 主毛
コンクリート の あ り 方 ターミナ Jレ

青 年 技 術 者

証 冨 ' 76 ー

建築基ｾ憐 床 工 法 建築防災と

.  
集 {主 体 の .  ｾ備からみ昭和51年

医 療 総 設
市 街 地 笠 備

工 場建築と 鉄 骨 格 造 の

ハ ー ド と
結露策防 止

第 23 回

た 建 築 の
(57集)

建築デザイ

対 と
/ の 動防l

遣の間組事 と 材 料 法 設 備 ジョイント

ソ フ ト 断 熱 材 料
青 年 伎 術 者

問 題 占

兵庫県ーそ - 日本建築協 コンク リー

日影規制と

.  
埋立地におけ 日 本 住 宅 ミニ乱開 発 建築におけ昭和52年

デザインの 会601周年記念号
トの品政質指管

身障 者 地 訟 郎 明 訟 1精
る情造問題

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

(58集) 動 向一部分

の風土と主主

- ニュータ 理 と 行
法 大阪南港と芦

背 年 技 術 者と 全 体 築 ・建築界 ウンの管理 導 の 方 向
屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ院l発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン

病医療院地情建設 ー
電波障害と

組合方式に C  A  D - .  昭和53年
の 動 向 ー 外 壁

新 し い
第 25 回

(59集) 新 旧 の コ

水
と 築報

塗 装 材 料 建 築

よ る 集 合 住 宅 設 備

耐 震 設 計

設 計 と コ 一 般 号

青年技術者

ビ ル 環 境

ントラスト ン ス テ ム
住 宅 計 画

ンビュータ

.  
ホテル建築

農 村 施 設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 建 設 業 の

昭和54年

転 J換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コ:..-7

'

)ート

日 影 規 制l と 情 報

第 26 回

(60集)

再 開 発

ートタウン のひびわれ

ン ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちづくリ インテリア
青年技術者 労 務 事 情

80年 代の都 .  .  
建築行政と 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の 外装

- 和田精鋭I 訟3十のため
昭和55年

市と建築ー - 今後の省エ

- 範安伊井建海算f建段築計

住 宅 の 最 近 の

者

の 新 耐 震
(61集)

まちづく t同

ネ・ル建ギ築ーグ金溜物勢 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづくり 吹付仕上材
- 転働こた7 7ン

歴史と展望
- 安事井事建所作品畢

ンヨン ・畢合住宅 設 計 法

中国の論文

ポートピア

台戸庁 まわり

シ- 1 ) ング

災筈と法一 都 市 住 宅 - 壁 掛と且，- 1' 民・肺蹄企

r: n仕切%7 ) 第 28 回 障害者の苓

昭和56年

佐4胞における

(62集)

職 能 ;歯 一 北 京 の の 計 画 安 全 な 環 筑 l主 ま い 手 ザイナイ〉た州:

肺 蹄 仲L・と
性 能 評 価 青 年 技 術 者

句しやすい

都 市 計 画

'81  

と 設 備

材 の 知 識

をめざして か ら の 発 想 - 日調臣鮒十府議 し岬公即耳矧
環t克と設備

新たな商業 省エネ ルギ

医療 施設 ー

近 畿 の

都 市 景 観

大 阪 市 庁 舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

. 1鉢にみるすま
- 筑29回背者

風 土 空 気

昭和57年

地域医療 と まちなみ美
いとまちづ( 1) 年 枝 術

(63集)
空間lの展開 ーと 関 口部 地銀と I也i'i ( 第 1 J羽) 建 築 t茸 造 作 品 集

- オーエムホテ - 地 方の庁
と 人 間訟 備 計 画 観への誘い

ル日航ビル 舎 建 築

.  7 イコンの

多係fヒする 建 築 と

計画面における 大 阪 駅 と

維持管理と

東 海の 将 来 オフィス ・ ブレストレスト - 揮E咽 酔 概

集 合 住 宅

昭和58年
関 西 の

コi ュニケー

ターミナル
と 文 化 を インテリア (鉄筋) コン 7 リ

者
(64集) 建 築 文 化

建 築 へ の

運 動 施 訟 品 質 管 理
ンヨンとプレ

設 備 更 新 - 苅秘議文化
と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ゼノテーンヨノ ピ Jレ 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 スオ ｾ Ｍ Ｇ ＧＱ ホ ー ル

21 世紀へ の ピJLN' )I) 7 レy 建設産業と - ま%の治性化
みどりとそれ

- 第31回青年昭和59年
関西一魅 力

関 西 の 組
シュー内外装

住 環 境 と と蘭lt 空間 J自 助 訟 備 高齢化社会

技 術 者
光応用ンス

(65集) あるまちづ〈リ 補修技術の

ロ ボ ッ ト - 京都駅南口再
をとりまく 床の情工法

- ディテール

高 層 ビ ル
法 制 度 開尭ピ ル のポイント

と生活空間
テムと 建 築

を問 う一一 現状 と発展 開 発 (ア，、ンティ}
人 々

の 思 想

- 白由憾式へ
情 報 化 を ホールー そ 建 物 の 表 情

大 阪 国 際 見

- 建築 と水の

都 市 と健康

- 接 合 - 村野藤吾

第 32 回

昭和60年 東 海の現在
同 J直一主EtZ島世

一最 近の 外

演出

. 8 建 段目十 の ー断章
(66集)

大阪湾物跨

と 近 未 来

・4京E安築井物武的基

め ぐる建築 れが生みだ

本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ
i! f年 技 術 者暗主を宅 主る - 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料 閣都市 作 8ロ1日 - 東海特集

これからの住空 屋恨ーその t J J t 代デザイト インテリジ - 建 築 防 災 C  A  D - オ フ ィ ス インテリア・イ 7
昭和61年 ンー ポス

エ/ トビ Jレ
自治体 営繕 21  世 紀 の 佳 - 開 発 第 33 回

(67集)

間一都市型轟合 デザイ ンと 毛ダニズム叫年

の 建 築 ・
と法

その応用と ｾ＠ till の ステノンヨンと

住宅にみる 素 材

- Pニ1J t4tKyう工白均法グ3

設 備 計 画

と公共建築

- 大阪市庁舎

居と ｾｦ 庸 .  ' / イン 21

展 開 情 成

青年技術者

リニューア ル

昭和62年
食 創立 70周年 ru 動 す る

- 保 施管 ・貯

室 内 の 行 政 建 築 家 シティホテ 宝 塚 の
- 並建み物のと接街点

第 34 回
蔵 設

駅
(68集)

入 浴 物 語 腐

記 念 号 東 海 へ
- 体大育阪府会立館

仕 上 床 の 可 能 性 Jレ の 設 備 街 づ く り - 昭和設計
青 年 技 術 者

作品集

- 軟溺地盤と t G: l' 帽におけ
中園地 方 の

超 高層 住宅 - 大阪府営繕
- 第 35回背者

昭和63年 基 母 るL C C と 建 物 の 外 装

展 望 と
21世 紀への

年 技 術

(69集)

ホテル物語
- 文化東海報と伝統

・東リ畑ヲ建レ築品yシ集事
リフレ yンユ

都 心 居 住

ひろしまの
照 明

市11 娠

を 考 え る

- 集合住宅の

. 8 0 0  念号

議資テレビ
ー町 か告ら

務所作
1釘 な み リ7 レ "1 :.-' ユ

ｾ￨＠
昭和64年

ｬｬＮｾをのせる - 竹創記立中工90務周年庖念
- 色 の 復 権新 省 力 化 の

まちづくり 博 覧 会 と 都市環境富11

( : 工 付 ; )

第 36 回 都市環境自11平成元年
- 東海の

ための材料 ( 計画特集 ) ( 情造特集 )

(70集)

輸 送 設 備 - リゾ ート

建伝築統技と術
と法 まちづくり 造と設備 I

青 年 技 術 者 造 と 設 備 H事 情
工 法

73 
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- 建築と社会 ( VoI. 14No.12)

劇 喝 号 昭 和 & '年12月 1 日発行

会報 大阪市下水道計画地設に関する建議( 大阪市長宛)

劇場建築と法規 .... .. ・ 池凹 笑

大1制砧主義か 中劇場主義か .. .. .，..... . .. 坪内士行

経営者向見たる映凶l館並に劇場建築 ・ i哩石政太郎

劇場の気分・0 ・ 0 ・ ー 食 I前南北

劇場について泌m.. .......... .. .. ・・ ・e ・e ・ ・・ e 木村得三郎

劇場及び映画劇場の苛管・ ... . . . . .・ー・ ・ ー 佐藤武夫

劇場及 び映函館内火災について .... .. .. . ... . ...... 菅野久一

劇場主主築に l刻する文献録 .•.• •• •. 佐藤武夫

昇降機速度に就いてー日本エレベータ製i盤船長野文一 ー藤川 {呆

国際新建築! i ! 、 京阪神新建築集 ( 大阪朝日ピ J レデング)

神戸鈴蘭台生活改普健康住宅展覧会出品笑物住宅 ( 1号大林

組2 号問、3 号向、 4 号新興土地建物納、 5 号問、 6 号問、 7

号金繰工務応、 B 号事l' 戸高等工業学校) 、京阪香里閲改普

住宅展覧会出品実物住宅 ( A 号竹井工務町、 B 号問、 C 号

問、 D号竹中工務問、 E 号前回組、 F 号消水組、 C 号制永

住築工務席、 H号大林組、 l 号納谷i . i 蔵、 J 号大i沼組、 K

サtf ，僑組、 L 号中道的三 郎、 M号弁企五: l i : l:前1"1、N号山本

組、 O号あめリか盤、 P 号有山組、 Q 号大林組、 R 号由上

餓蔵、 S 号中山忠兵衛、 T 号前田建築工務 16、U 号西本組、

V 号問 、W 号雌木工務筒、 X 号安達普造、 Y 号今中春吉 )

秋JUI の南紀行一一 秋季大会記 ー ・・・徳正金吾

・建築と社会 ( Vol. 15No.  1  ) 高 層 建 築 号 昭 和 7 年

! 昭和七年を迎えて ー ーー 工 学 時 士 片 岡 安

昭和七年の日本ill 築' #千金! と対時局感 ・古 字 国 実

昭和六年円建築会を顧みて ... ・0 ・ … … 黒田臨む

近代ill 築形態の組勢 一 ・ ・・・ ・工学博士武回五一

高層住築時代 ・0 ・e ー 工 学 博 士 片 岡 安

続 il'i的観察を玉としたる将来の高層建築 村山 長帯

高層住築は何処 まで('1'ぴ る ? 工学博士 旺i辺平学

自1I 会の事務化と間層建築ー ・ー 土問奇村

岐阜提灯から魂なき高層 挫築へ。 ・・ 0 ・. . . . . . . 雌間進一日1I

社会現象として見る両府主lt 築. . . 相l' 近市子

ニューヨ- : 7 rli 及び シアトル市の地域条例に於ける ill 築物の

向き制mH比定 一 内雌亮一

地域制 と日Jo控築 一 加雌普tt

ビJ レデングの基礎工d>その他にニウ 7 チ ，:7 ・ケーソンを応

則することについて… ・・ 0 ・0 ・ ー・建築士 小笠原 Jn

ill 築物の高さの制限について. . . . .. . . .. ー育問 (; : j 武双

生II 築十構造材料としての鋳鋼品に就いて ー ・ ー 池田武彦

鈴按篠令部の計算及びJI¥;A仰'1... ・ ・ 鶴 田 町 !

日円相七年度本誌表紙懸賞図案入選発表

同際新主主築娘、京阪神新組築集 ( 交野無尽枚) i 支応 、姫路3現

行、名古屋銀行集会所、野村証券名古屋支庖、山口銀行名占屋

支応. 福徳生命鹿児h . ¥支応、三越高松支問、京郎市公会堂、

安閑ピ J レ. rtii 立堀川¥I r 燈営業所、大阪女: チ高等医学専門学

校、日本簡易火災保険側、川崎貯お銀行大阪支席、安F I l lti

/. ，日銀行大阪支服、大阪三木商J吉、社団法人実費診療所大阪

支部、安田 Iti'/.i 銀行出町支庖、参宮[ 急行宇治山間駅、鋪紡

心3号儒先応 )

・建築と社会 ( VoI. 15No. 2 )  

最近建築研究号 昭和 7 年 2 月 1 日発行

会行 本協会紋章図案懸賞募集 ( 入選30問、佳作 5 同)

例日ピ ｊ レデング Ｈ 写 ｊｾＲＰ 頁、図而ＴＩＢ Ｐ

阪急ピノレディング( 写真 6 頁、図 l師2 j' O  

朝日ビル紫Hii 一 一意匠の下絵五つ e ・・ 0 ・0 ・・石川 純一郎

抑i 日ビルディング構造概説 .. . ・0 ・ '1
1

r柳l ' i 世

制日ピノレディング新築工事慨婆

阪急ビル町内部装飾に就いて い・ e  工学博上 伊東忠太

阪急ピ J レの構造計算に杭いて ー・ - 工学博士 阿部美樹ぶ

阪急ビ J レディング断片 ー ー・ 鷲尾九日11

阪急ビ ｊ レの附 Ｎｾｾ 設 備 ー ー ・・ 中西亀 N

阪急ピノレディング新築工事 慨主要

ｲ ｾｊｉ 日ピルと阪急ヒソレ ｊ とを諮る

ーg.岡 安 、 竹腰健 i畳、 村野藤吾 、武旺11i 一 、藤井厚二

- 建築と社会 ( VoI. 15No3)

国防と建築号 昭和 7 年 3 月 1 日発行

Ｎｦ ｾＱ 司 先立近 の兵背 ｩｬｬ 築

司H"li 毎111の現状と海革新兵総

ｲＮｊ ｬ ｲｬ ￭ とｾｊｮ ｬ ，Ｚ ＢＧＢ

地下鉄と国防・・

i止近火砲及び投下骨量仰と Jt ，舷場威力

74  建築と社会/ 1989年 5月号

内d長太郎

編［ｪ＼ＮＯ， ｾｄ Ｉｊ

工学 1: 小倉 尚

・・ iE:l t 又太郎

工学上 小 合 尚

飛行機の現状と基爆聖書カに就いて ・理学博士 佐々木逮泊目11

航空界 と航空港. . . . . . ・ 0 ・・ e・ .... ー 佐々木手1I官自11

飛行機物納庫に就いて .••.•.• • .... ... . . 柳井平八

1前洲事件と国防 ・ー ・ ・陵III少将 中村浜作

l絹洲と主主築ー ... • •••• •.• •... •• •.•• •.. . •• ••• ••• ..... . 安井武J 11

i前洲イE住者とし ての維!事 .•• • •.• ••• .•••••• .• ... . . .. 村田 ifiG11

|主l際新主II 築袋、京阪神新建築集( 住友 lt L 綿製造所営業所、浪

花日本倶楽部、 ifHE'I i; 銀座、大阪石崎{ 附本 li 耳、社団法人関

西商工学校)

・建築と社会 ( VoI. 15No. 4 )  

憲新世界建築諸説号 昭和 7年 4 月 1 日発行

会告 r ノートル」法に よる実用安価小住宅設計図案懸賞募集

写真 米国諸大都市の商業区( 紐育ーア y プ ・タウン、ダウ

ン タウン マンハ ッ タン島ｲＮｾ瞭図、 ｹ カコ中央商業地娘、

7 ィラデル7 ィア同、 ロサ ンゼルス問、サンフランンスコ

問、ポストン同、ワンントンのＮｲＮ ｾｬｩｪ ｬ 、ラジオシチーの計画

国際新建築集、 京阪神新建築! i ! ( 姫路市公会堂、大阪公楽座、

同キヰ 7 パレス ) J f t 天機には必ず利用性を 偶成せしむべし

レイモンド ・7 ，，/ ドラジオ ・ンチーの計 画

ピJ レディングに於ける打i失防止法 W . R . M キースト

一 目でわかる' 出草佐賀の記録 ジョン ーW ポーリー

ビルデイング管理人期滞図表

何故家 lt は物価に迫随出来ぬか

溢光照明の広告的価値

ill 物に対する日光決定の姥法 ホワード . T . 7 イ y シャー

低控ｾか問主主築か ー ・ヴァルテ J レ グ ロ ピ ウ ス

ソウェート聯邦に於ける新都市建設 エルンスト ・7 イ

鈴按研究会従軍li i l ' i 接照準示方書 ( 案)

・建築と社会 ( VoI. 15No. 5 )  

建 築 法 規 号 昭 和 7 年 5 月 1 日発行

市街地控築物法施行令改正について

大阪府主Il 築監特官 E 世12次郎

市街地建築物法施行持LIli J改正に就いで 。 ー ・松井町内之助

市街地建築物法施行線HIJ 町内情造強度に l則する改正条文に就

いて ー .. .. Ｎｩｬｬ 築技師部雌雄 ｾＧｩ

改正市街地主I l 築物法地行制則 ( 兵庫県 ) に就いて・

兵庫県主lt 築課長 山崎英二

市街地建築物法地行制 HIJ (京都 府) の改正に就い て

京都I(.fill 築監督1 T 制IIll'I' -

市街地建築物法施行令援に 同規制の改正について ・i l!E1I 敏雄

岐阜愛知l両県下に於ける古怨築解説 ( 上)

工 学 博 上 天 沼 俊一

窓 口ーレンス コーチャ、 7 1レパート 7 レエ

談; 1fj 宅 叙汀生、 M N生、石川純一郎、 X Y 生

l司際新住築!i!

ht 新刊 r 市街地住築物法令 J ( 定価50銭) 発行

・建築と社会 ( Vo1. 15No 6  )  

実用小住宅号 昭和 7年 6 月 1 日発行

日本建築協会紋ｾ懸章当選図案 、 同審ＱＧ￭Ｚ ｊ Ｇ ｆ

メート J レ法に依る実用安i面小住宅懸賞設計当選図案 (一等制

武雄、二等一席{ 皐旧( ，] 夫 、二等二府久保f I I 他陣、 三等ー!市

川 ｭｽｾｻ 助、 三 等 ニ Ａ 高間 千秀二 自 Ｑ Ｑ ・ 内日 ｬ 克 ・ 金沢秋夫、 三 等

三Ift l: r， 木 i i一、 7作1i. 概評)

ノー トJ レ法による住宅の設計に 就い て・ 雌4HIj[ ニ

fj 主主愛 家の旬 理 とがiffl .... . ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮ ＮＮＮＮ ＮＮＮＮ ＮＮ ￬ＮＺ｜ ｾｈｉ 一 郎

小住宅l同組雑布 。 ・e ・... ・0 ・・・・・ 0 ・0 ・南 (， !  

Ｈ ｅＧ ｩＧ［ ｾ ｊ 也巧 ・ ・ ・ ・ ・・・・ 浅 野 繁

i且米安. ( ! . の家の試作...・ ・ ・・ ・ 松本俄八

不燃1'i 小住宅の新情造法 ・・ ・ ・・ ・・ 0 ・u 岡田平 ｾｊ

生活段小限度的住宅研究 ー ・ ...・ 中村俊雄

');[fH'ti: 価小1主主的研' 允 ， ・・ ・ 波; u 金蔵

小住宅の台所について ー・ ・ ・・ー・・ 新名付l 夫

婦人創作の住宅苦言 ・e・0 ・一審主主只 .lf

小住宅設計慨嬰苫 ( 住宅委日会立案 ) ・ 本協会住宅委員会

岐，'I¥'"愛知両県下に於付る古建築解説( 下 ) ー工' 芋博上 天沼俊一

談話宅 ー ー什J 倍、古塚正治、鷲fI 九郎、井池町蛙

冊目，Iiill 築物内空気の汚染状態及び其の情置に l却する制度に就

いて

耐火 情造家屋の持続rfi に| 刻する意見

11<11祭新主lt 築w

本協会法制委μ 会

ー本協会法制委只会

・建築と社会 ( VoI. 15No. 7 ) 昭 和 7 年 7 月 1日発行

創立満 15年記念 'J>:ti m! ! ! 1に枕いて

会作 総ヶ丘保健住宅設計図書長懸賞募集

大 ｾｾｴｲｮ ｬ 重 Ｑ ｲＮｊ Ｑ 市住宅設計図案 懸賞募集 脱位

実際に主主ツJ レ住宅設計図案懸賞募集 ( 千里山花l且附近住宅経

営地一一大学前、花坦前、垂水各住宅地一一端光寺住宅経営

J也)

Q 近建築研究 日、大阪減天守閣 ・第四師団指令部庁舎 ・日本

料1業会館

大阪城天守山1 口絵 ー写真 ( 10頁) 、図 l師 ( 6 頁)

天守閣の由来 波江↑ 晶夫

大阪械天守l耳| の造営工事 ー ・ ・ 日正1: 1珂重一

大阪城天守 ｉ ｬｉ ｬｴｾ 造計算概要・Ｎ ＮＮ ・ e ・. ... ..... . . . 竹内政治

大阪城跡的公閲計画 .•••• ..•. ・ e・e・.. .. ... ...... . 佐原兵市

m:回俳風絵図に就いて ー・ ー ・e ・.. . .・千田( 陀三

第 四 師 団 指 令 部 庁 舎 口 絵 写真 ( 6 J ( l 、図j 1j j (  2 頁) 、

工事概要

第四師団指令部庁舎新築工事に就いて ー平 悶範政

日本飾業会館 口絵 写真( 12m 、図的i ( 4 頁) 工事概嬰

日本約業会館新築工事に就いてー '11雌 f巨人 牧野 忠

座談会 特紙三建築を主題として. . . . . . . 関係 11lX

談話室 ー ー. . . . ..... .. .. ...... ..... i l!回 盤 、 絞 室 重 光

昭和 7 年社団法人日本建築協会役只且び委只

会 報役日会例会 会 只動Ｎｾ，

- 建築と社会 ( VoI. 15No. 8 )  

特 集 号 郷 土 建 築 昭 和 7 年 B 月 1 日発行

泣幣局に就いて・・・ 0 ・...・ 中村角之助

>il，.fI i 観 ( 元造幣1. f応接所) 、住友旧本邸洋館、神戸元居旬I也

の一洋館 ( 岡崎ピ J レ) 、鴻池板屋橋別邸、歴史ある家 ( 助松

本版)

lVJ松本陣

比叡山延! 替寺

!亀山時代の峻郭に続いて

大m屋菓子舗、門長屋

教化委u会

厳原義一

大願 ('1' 

談話室 梁上の君子 ..... . .. ..・・ ・ ・・ー ・ 。玉誼盟次自11

小住宅の設計について ー 松宅露光

凶際新住築! i ! ' 仏，Wi i 1! iサン クアンタ ン野天学校、 7 ラン

ス パ リ ・オーモンド街学生館、アンカラ 土耳古参謀本

部、アンカラ土工f古陸軍省、米同 ・制l1 ' i 不- u 者協会、米l玉l

大戦記念碑、米国 ロスアンゼノレス ・オリンピ ，: 7 磁技場.

7 1レ: 7 " 7 ール運動公幽の妓技場

- 建築と社会 ( VoI. 15No. 9 )  

建築構造特集 昭和 7年目月 1 日発行

会作 懸賞住宅設計図案当選者発表ー- lk ヶ 丘 保 健 住 宅 大

J'<' tll l間住宅 ・実際に建つる住宅一 一

東 ･ｾｱ Ｎｬ住宅設計図案懸賞募集規定 Ｈ 阪神，色行電鉄株式会社 Ｉ

職工向分浪住宅設計図案懸賞募集 ( 財団法人間潤会 )

第一生命保険相互会社本館建築設計図案懸賞募集規住

会作 住宅博覧会 ( 総ヶ丘、大美野 ) 、l主み良い家の展覧会

Ｈ 間 Ｑ［ ， ｜屋 Ｉ 、住宅の図案 Ｈ 主主坪 ＳＰ 坪以内、 ｩｬｬ 築 ￯ｾ Ｒ ，500J II以

内) 近刊予告

l世談会 片岡氏を中，[ . 、とする座談会 . ••• .• •. 関係 8 氏

水干力の分布係散と往築物のねぢれの問題... ・e ・-ー… 棚僑 Z車

ノタルラスに補強せるコン 7 リートスラプに枕いて

鉄筋 ｩｬｾ 疑土打継にｼ則する実験

鈴般と 1U気鈴接 ( 上 )

国際新建築

三証I i 尚史

盛 i且lit

鶴 111 191 

。デーリー ・エ y キスプレス新聞社、 19! 逆デュ ッセJ レ

ドノレ 7 新7 7 イ教会 .19!i 且スツ ッ トガJ レト行 IH1i プロイニン

ゲ J レ、 19! 迎プリユン工業小学校 、米国ミネソタ婦人クラブ、

米国ロスアンゼノレス桑港聯合l首都銀行支山

ぷ! f. iは予言する ー 大i i ' l 1¥: 厳

談話室 0 ・..... ... •••• ••• 柳沢保，I，g 1.11西六日11 i l!i l1 堅

官IJ ->1: 15年記念 ιF業委n会委只各簿 ( 昭和 7年 sFJ 現庇)

会朝1 1生只会臨時総会 例 会 自IJ 立15年記念 'I' : t i 各陸委民会

ill 築供楽部室 会日動静

朝鮮Iti'/.i 銀行本町新築意匠設計懸賞当選図案

京阪神新主s築 3111母 女 学 院 大 阪 白 勝 株 式 会 社 日本生命

治生会附属日生病院
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ｖｓｌＭｾｬ 水久アンカー

と塔状建物

菊 地 祐 悦

.'  当アンカー工法は、①高層建物の地渓 ・暴風l侍

の転倒防止、②軽い建物や地下構造物の水圧によ

る浮き上がり防止、などを目的として開発したも

ので、例日 本建築センターの技術評定を取得して

いる 。 V S L ー J 1 永久ア ンカーの構成を 図 ー 1

に示すが、高密度 ポ リエチ レン製のコルゲートシ

ースにより、ア ンカー全長の防錆対策を施してい

るところに大きな特徴がある 。

ここで紹介する事例は、建物の高さと幅の比率

が約 5 の塔状建物 ( 敷地面積約85111'に10階建) の

地震時転倒防止対策として、上記の永久アンカー

を利用したものである 。

敷地地下の一部を地下鉄 シール ドが通 っている

ため、建物の基礎杭の配置カ< t ! il] 限され 、図 - 2 の

ように偏心して施工する必要があ った。そのため、

頭部処理とな っている 。

P C 鋼よリ線φ12. 7

メヌ戸J - プ ノJ スリーブバイプ

t 三笠f プ /  91150-165. 肉厚7. 5)

図- 4 永久アンカーの施工j駒字

( き〈ち ゅうえつ 株 式会社 間 組 建築本部技術部 第二課 長 )

A - A 断面図

土質
o  N値 50

従来のカウ ンターウエイト方式では、 図 - 3 の左

側のように、地下鉄の上部には地上 7 階建てま で 10 

しか建設できないという大きな制約があ った。 し

かし右側に 示す永久アンカ 一方式、すなわち地滋

時に建物に 浮き 上がりが生じる 3 本の杭の 中心に

ア ンカーを設置することで、 1也援時の建物安定 を

確保する構造形式とすれば、地下鉄上部も含めた

敷地全体に 10階建の建物を建設することが可能と

なる 。 さらにカウ ンターウエイト方式に比べ、 地

下痴削深さを約半分とすることができるため、地

下工事費を大幅に低減すること ができ る。

当工事における永久アンカ ーは、 3 本の杭の中

心をお通し て、杭先端から下方の硬質な砂地鍛に

定着させている 。アンカーの全長は 4001 ( 自由長

2 6 m、定着長 14m) で、ア ンカー l 本当たりの有

効緊張力は 135 t で設計されている 。アンカ一定

着部地盤の極限周函摩擦抵抗は、試験用アンカ ー

(全長31 m、定5首長 2 m) で引き抜き試験を行い、

設計値の8kg/cm' 以上て、あ ることを確認しだ 。 また、

当アンカーの設計 ・施工li 、f v s L ー J 1 氷久ア

ンカー工法設計 ・施工指針J に基づいている 。

アンカ ー工事に先だ って施工されるアー スド リ

ル杭は、地下鉄シールドに近接しているため、杭

胞工に f半う地盤のゆるみを抑制する目的て¥ シ ー

ルド周辺は薬波注入による地態改良を行った。薬

液注入および杭工事は原則として夜間工事とする

とともに、 I地也下欽内の挙動の3計十i洲i目刊則!I刊lリ管理も実施した 。

当工事の施工)1頂序の概要を 図 - 4 に示したが、

大まかな施工フローは、アースドリル杭施工→ア

ンカー施工→地下掘削 ・躯体工事→アンカー緊張

. 定着→上部躯体機築→ア ンカ一再緊張 ・定3首・

。

寸
J

ハ

U3

 

0: .;] 細砂

40 寸ょ:

土質柱状図

アースドリル杭施工

B - B断面図

図ー 1 アンカーの棚服

先端部詳細図
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Y J  
地下鉄シー J レド

G. L  

- 24. 5m 

----""-

地下鉄シールド

φ= 7. 3m 

VSL ーJ bl <久ア ンカー

( 有効緊張力 = 135 t  /窓)

G. L 

40. 5 m 

ー ムι

従 来 工 法 ( カウ ンタ ーウエイト 方式) 新 工法( 永久アンカ一方式)

図- 3 建物概略断面図

アンカー施工
地下揖削・蝿体工事
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森林浴空調システム

梶 塚 千 里

人類は森林環境の中でリラ γ クス ・リフレ y シ

ュされるが、巨大なインテリジェントピルの中の

ささやかな植栽程度ではわずかに目を慰めるにす

ぎない。休日には森オ本浴に遠出することが推奨さ

れているが、優良な森林は減少しつつある 。

大気社では早くから、快適性が従来の空調より

格段に優れる放射空調を研究開発してきたが、そ

の爽快さに森林環境がもっ他の諸因子を加え、ビ

ルで勤務中の人々に本格的アメニティを提供する

森林浴空調システムホへルンーエア。を開発した 。

‘ へルシーエア。を構成する設備

図 1 は、森林浴の健康効果と快適感がとe の よう

な因子によるのかを示す。、、へルシーエア。は、

これらの因子を経済的に可能な限り多〈取り入れ、

ヒ' ル内に初夏の深山幽谷にi ! I い空調環境を演出す

るものであり、 図 2 のフ ローシートのような諸設

備で織成される 。写 真 1 は技術研究所内のモデル

ルームである 。

① 放射空調，{ ネル

夏は天井放射冷房、冬は床放射暖房である 。天

安! 放射ノマネルは冷水または冷風をパネル内部また

は上部に循環する 。 室床面積の60%前後の面積の

天井ノマネル下面が22. C となるように冷却すれば 、

室内の空気温度は上下均一に約27"C となり、人体

は約26.Cに感じる 。

写真 2 は水冷式ノ マネルて¥ 左側lはアルミロール

ポンド、右側lはアルミ押出し材を相じゃくり接合

し、下回にクロス貼り、上回に銅管を i荻装したも

のである 。写真 3 は水冷式ノ マネルで、黒ガス管パ

ラレルフローコイルと照明の下をポリエチレン製

グリ y ドでマスクしたものである 。写真 4 は空冷

式パネルで、アルミ平板の下簡にクロス貼り、上

部は密閉プレナムとして冷風を循環する 。 この冷

風は室内 S A と無関係。

床放射ノ マネルは市販の温水循環式、または電熱

式である 。

放射空調は従来空調に比べ 、つぎの利点がある 。

. 室内上下方向温度分布は 図 3 のように均一で、

頭寒足熱気味であり、快適感に優れる 。快適温度

範囲も広い。

• ｾ￁ 熱負荷を放射で授受するから、 ｉ 筈熱負荷と換

気のみの S A でよく、送風量少なく静か。

. 冷房時は送風温度と室内温度はほぼ同じで風速

も小さいから、コールドドラフトの不快さはない 。

また除湿機により独立に除湿するから爽やかな涼

感を与える 。

・設備が室内に突出しない 。

② フィトンチッド発生機

76 挫築 と社会/ 1989年 5 月号
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図 3 室内上下方向温度分布

写真 3 写真 4
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。へルシーエア"モデルルーム 水J令式天井放射パネル 水冷式天井放射パネル 空冷式天井放射パネル

クリーンルームレベルに清浄化 ・r品湿度調整さ

れた S A に森林の香りのフィトンチ ッ ドを間欠的

に与える 。 フイトンチ ッ ドは木曽桧と他の植物の

フィトンチ ッ ドを調合した液体であり、液を微量

スプレーする方式および液を含浸したメディアを

S A に接触させる方式を開発している 。平均 i良N

が天然のO.Ol ppmとなるよう調節する 。 フィト ン

チ ッ ドは芳香だけでなく、殺菌 ・防虫 ・消炎 ・気

分鎖静 - リ フレ ッシュの諸効果があると言われて

いる 。

③政素富化機

室 内の般家波度の低下を補い、さらに天然の

20. 9vol % より 0. 2%ほど高い濃度とするために

空調機に接続する 。透過模式とセ' オライト吸着式

とがある 。一長一短だが、いずれも局方O2
ボンベ

より O2 コストが低〈メンテ容易である 。

④ マイナスイオン発生機

直流高 ｾｴｌ圧 Ｈ 1  - 2 万ボルト ) により、 S A 中

にtt 祈' i 1 I 空気成分分子を発生させる 。7 イナスイ

オンはフィト ンチ ッ ドと似た効果があると 言われ

ている 。 また好ましくないとされるプラスイオ

ンを相殺する。ただし* 老化促進説砂もあるので、

客先の希望があれば取り付ける 。

⑤森林景観および森林音

五官は交互作用があるから、日臭覚だけでなく視

覚 ・聴覚・触党も森林らしさを充足されると、総

合的に快適感は一層高まる 。釜条件に応じ壁画、

人工植栽、植物工場的植栽、太陽光導入、 C Dプ

レーヤなどを採用する 。

情へルシーエア砂の用途

1986年秋に発表以来、つぎの用途に計画され、

一部施工中である 。

• V  1  P ルーム

・研 究室 、図書室、企画室、ワークステ ーション

・屋内ジム、レストルーム

・高級病室 、老人室

実紛が1曽加するにつれて他の用途にも普及して

ゆくと期待する 。

(か じっか せん ワ 抹式会社大気社取締役技術研究所長 )
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日本建築協会

月間の動き

平成元年 3 月分

定 時 評 議 員 会

23 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出席者 高橋、多弁正面IJ 議長ほか43名(委任状共)

議 事 (1)評議員会議長、副議長互選の件

(2) 日本建築協会細則一部変更の{牛

(3) 副会長 2 名、理事2 5名選任の件

(4)平成元年度事業計画承認の件

(5)平成元年度収支予算承認の件

理 事

常任理事会

. 6.  

":JJ: 

23 日 4 時 - 4 時50分 於 本 会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 11名

殺 事 (1)昭和63年度収支決算見込報告の件

(2) 平成元年度卒業計画並びに収支予算承認

の件

(3) 入退会者承認の件

(4) 報告事項

編 集 委 員 会

第 12回作品作風小委員会

1 日 5 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 総 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 (1 ) 最近の作品掲載状況 ・予定報告

(2)1新建築調査表j の作品選定

(3) I Ca ll e ryJ 内容報告と 今後 の検討

第 12回会員企画小委員会

7 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議室

出席者 高田副委員長ほか 6 名

議 事 (1)小委貝会の活動内容について

(2) 新企画「女性の手による 誌面づ くり j

第 12回編集委員会

9 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 上 回 委 員 長 代 行 ほ か 3 名

議 事 (1)  3 月号 「色の復権」・「東海の新鐙築と 伝

統J 特集経過報告

(2) 4 月号「省力化のための材料 ・工 法」特

集経過報告

(3)  5 月号 「まちづく りと法」特集経過報告

(4)  6 月号「博覧会とまち づく りJ特集の企図

(5) 7 月号「都市環境創造と設備 1J 特集の企画

(6) 8 月号 「建築とアート 」特集の企画

(7) 9 月号「構造の省力化」特集の企画

(8)10 月号特集の件、「コーポラティブ住宅」

特集企画

(9) その他の特集及び新企画、検討事項

( 1 回収支状況報告

第 13回計画系分科会一建築系ー

9 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 12名

議 事 8 月号「建築とアート J 特集案検討

第 g 回法令分科会

10 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 笠 井 幹 事 、 鈴 木 委 貝 ほ か 2 名

議 事 (1) 5 月号法令特集「まちづくりと法J の企画

(2) 1法令コーナーj の企画

第自国精進分科会

13 日 4 時 - 7 時 半 於 本会会議室

出 席 者 外 園 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (1) 1構造の頁J の企画

(2) 8 月号「構造の省力化J( 仮 称) 特集の企画

(3) 委貝の交代

第 6 回計画系分科会一計画系ー

23 日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 田中幹事ほか 4 名

議 事 (1)法令分科会企画「まちづくりと法J( 仮称)

特集の件

(2) 編集委員会の報告

(3) 3 月号合同特集への企函の提案

( 4) 6 月号「博覧会」特集の企画l

(5) 新年度の委員構成

第 3 図書評委員会

23 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 太 田 委 員 ほ か 2 名

議 事 ( 1) 書評欄 (88 .1 月号 - 89. 3月号) 掲載報告

(2) 新年度 4 月号以降の企画

(3) 次年度の書評委員の編成

第12回広告企画小委員会

27 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1) 4 月号「省力化のための材料 ・工法J 特

集広告途中経過報告

(2) 独自特集案

(3) 収支状況報告

第 8 回計画系分科会ーインテリア・住宅系-

29 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤幹事ほか

殺 事 (1) 3 月号「色の復権」特集

(2) 平成 2 年 1 月号特集案検討

第 10回 bei ng 幹事会

29 日 7 時 - 8 時半 於本会会議室

出 席 者 北 村 委 員 ほ か 2 名

議事( 1 ) 新年度 5 月号以降の企画

(2)新年度の委員編成

5 月号「まちづくりと法」特集座絞会

31 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 大西園太郎/ 近野正男/ 白園高弘/ 高

回昇 ( 司会兼 )

オブザーパー 笠井/ 鈴木/ 大前

テーマ 「関西のまちづくりを考える J

事 業 委 員 会

第 7 回広報小委員会

1 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 寺 井 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ( 1 ) 研修分科会からの報告と今後の企画

(2) 教室分科会からの報告と今後の企函

第 7 回見学会小委員会

2 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)前回卒業委員会の報告

(2)  2 月の見学会の報告

(3) 4 月以降の見学会の予定

第 7 回若い会員の集い小委員会

7 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 富 野 副 委 員 長 ほ か 8 名

殺 事 (1)前回事業委員会の報告

(2)1企画準備会」の活動

(3) 本年度の小委員会活動の反省並びに次年

度の企画

(4) 次年度の小委員会織成

第 8 回事業委員会

9 日 l 時40分 - 3 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 各小委民会からの報告

第 7 回教室分科会

10 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1 ) ビデオ映写会「アメリカのウォータ ー フ

ロン ト開発J

(2) 話題建築を 聞 く

第 1 回「音楽と建築」分科会

14 日 6 時半 - 8 時45分 於 本 会 会 議 室

出席者 団畑主査ほか 3 名

議 事 「音楽と建築j 企画内容

第 1 固「関西の祭事」研究会

23 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森 幹 事 ほ か 3 名

殺 事 研 究 会 の や り 方 、 方 法

第 B 回教室分科会

28 日 6  a寺- 8 時 於 本 会 会 議室

出席者 原見副委員長ほか 4 名

殺 事 (1)スライド映写会の検討

(2)ビデオ映写会

(3)話題建築を聞く

教 育 委 員 会

第35回工高生デザインコンクール募集規定作成会

24 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 狩 野 審 査 委 員 長 ほ か 6 名

片倉教育委員長ほか 6 名

議 事 (1) 平成元年度工高生デザイ ンコンクールの

募集規定について

(2)今後の作業予定

第 2 回教育委員会

31 臼 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 片倉委員長ほか 9 名

議 事 (1)講習会 ・工高生教育両小委員会の本年度

事業報告並びに次年度の事業計画について

(2)次年度の委員編成について

出 版 委 員 会

27 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 貿 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 (1)<プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告
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(2) 今後のテーマと執君主者選定

(3)f 構造計画と経済コスト」講演会

(4) 次年度の委貝編成

建 材 委 員 会

8 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金 井 委 貝 長 ほ か 16名

材料説明 ダンパシステム天井/ 元木副委員長

議 事 掲 載 料 改 定 ( 平 成 元 年 8 月号より )

建 築 ク ラ ブ

第203回朝食会

14 日 8 1時半ー 101侍 於大阪グランドホテル

演題 「心 の健康と音楽J

講師 園山 12幸 氏( ミュージ y クプロモーター)

出席者 64名

役員会

31 日 4 時ー 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 塚本代表ほか新旧運営委貝 10名

議事( 1 ) 役員半数交代と正面IJ 委貝長の互選

ＨＲＩ 昭和 ＶＳ 年度収支決ｾゑ認と剰余金処分の件

(3) 平成元年度収支予算承認の件

(4) 4 月以降スピーカー及び司会者、講師紹

介者の件

ビ デ オ 映 写 会

アメリカのウォーターフロント開発

第 1 回 18 日 2 時 - 4 時

第 2 図 25 日 l 時 - 3 時 於 本 会 会 議 室

第 3 回 25 日 31時半 - 5 時半

内容 ビ デ オ 映 写 約 1 時間30分

ニューヨーク、サンフランシスコ、サンア

ン トニオ 各約30分

( 制作ノりレ、ビジョンプロテ' ユース、発売 :

総合ビジョン )

参加 者 78名

需要者参加型住宅供給研究会

23 日 1s寺- 5 1時 半 於 警 察 会 館

出席者 ｾＱ￮委只長ほか ＲＳ 名

議 事 (1)春宮居住者アンケート集計結果報告

(2)f 需要者参加型住宅供給の基礎調査研究J

報告st

3 月の入会者(敬称略)

〔団体会員 l 社〕

鹿島建設側広島支社

〔個人会員 10名〕

伊 左 治 修 小林 志 即l 鳥 居 信ift

( フジ ア工業 ) ( フジ タ工業 ) (鹿品挫訟)

優 氷 一 男 中 山 卓三 長 国 英 利

{橿ホー男瞳璽研究所I IG諮建集量計1111イタ，，) I瞳事E計チーム2))

安 谷 伸 治 中 村 啓 一 船 谷 俊二

{畢聾置計チーム2)) ( 近畿電気工事 ) (兵置県桂土木事面所}

松 村 健一

( 日控訟計 )
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K A G  U  Desi gner ' s We e k  i n Os ak a 開 催

建 築 家 ・ デ ザ イ ナ ー の 作 品 約300点 出 展

63年秋の東京で開かれた大規模な家具展 ( K A  貴 、彦坂裕、久田修司、藤江和子、水野正彦、 三

G U  Des igner 's  Week'88> の成功をうけて、こ 橋い〈代、 三原昌平、森豪男、森田正樹、矢野宏

のほど大阪 ・北区の阪急 ・東宝グループ茶屋町開 史、山間健一郎、横山尚人、吉田保夫、若林広幸、

発計画特設会場で家具展が開催された 。 脇回愛二郎、渡辺妃佐子、渡辺誠、科 ｾｮ 行夫

大阪で聞かれた f KAGU Desi gner' s Week フレビュー・新世代の家具展 ( 50音順)

in OsakaJ  ( 主 催 : 同実行委員会、産経新聞社、 アー ・ツエ y ト ・ベ一、新井正直、有t H東央、岩

後援 : 大阪通商産業局 、大阪府、大阪市、例 日本 山奇裕之、浦国進一 、大井勝、加藤明、伊I榊l渉、北

産業デザイン振興会、制大阪21世紀協会、協賛 : 吉敏文、消水泰博、熊野重之、倉{ 美一朗、 小 金敏

阪急百貨庖他) には、 113名 に の ぼ る 建 築 家 ・デ 典、菰田和世、佐藤忍、坂緩和昭 、武家岳志、佐

ザイナーが約 300 点の作品を出展した 。 野勝久、沢田広俊、沢田正文、 シーラカンス、正

建築家の出展では、篠原一男の彩色された椅子、 武迫宜昌、鈴木一好、高念達哉 、高僑三 太郎、竹

黒川雅之のスチールの書棚、 伊 東思!維のやさしい 内 きょう、問中紀之、回沼索哉、旺l村英三郎、西

フォルムの屋外周のチェア、鈴木エドワードのタ 川登、西野手口宏、西日品一郎、続本紙、馬場美次、

イヤと板硝子で構成された精子、高松仰のハイテ 林秀行、林光宇11、本回智子、松山事11弘、 n野由紀

ックな装飾がなされたテープル、池上俊郎の祖か 子、水谷光宏、道下浩規、村田稔、森田紘章、柳

さが感じられるアルミダイキャスト製のパブリ y 尾治、横井源、林子銀、 P クラ y カワー

クチェア、若林広幸のクラシカルな雰囲気を自主し

だすサメ皮型t1pの椅子などの作品が観客の注目を コンペンション施設

浴びた 。 講 演 集 刊 行

また「プレビュー ・新世代の家具展J と銘う っ

た新進デザイナーの出品作品はアート的な感覚の 大阪コンペ ンシ ョン ・ビューローでは、今年初め

ものも多〈、盟かさと情報性のあふれる時代状況 に 「都市活性化のためのコ ンペ ンシ ョン施設一一ー

をよく反映していた 。 設計から述営までj をテー? とした設立 5 周年記

出展者 (50音順) 念シンポ ジウムを聞いたが、そ の 内容を収録した

阿部紘三 、荒知幾、粟辻博、飯島直樹、五十嵐威 講演集をこのほど出版した 。 パネラ ーは、 G. H

暢、池上俊郎、伊坂重春、石上申八郎、伊藤隆道、 ロスキー、級文彦 ら。

伊東豊雄、入江経一、内田繁、梅田正徳、榎本文 内容 8 - 5 版 モノクロ印刷 122頁

夫、大野美代子、岡本輝男、岡山伸也、沖健次、 頒 価 3000円

押野見邦英、川上元美、川崎和男、北岡節男、北 申込み 大阪コ ンペン シ ョン ・ビューロー

川原温、金相珍、倉俣史朗 、黒川哲郎、黒川雅之 、 〒540 大阪市中央区本町儲2 - 8 大阪商

桑 山秀康、玄ベルトー進来、近藤康夫、境沢孝、 工会談所内

篠原一男、清水忠男、清水文夫、杉本1 ' t 志、鈴木 T E L  06- 944 - 6484 

エドワード、鈴木了二、瀬口英徳、仙田満、高崎

正 治 、高取邦和、高松伸、滝内高志、竹 山型、塚

原正一、富佳克彦、中込 G. 清、西岡徹、西部正

司‘



お

日本建築学会賞発表

作品賞「キリン・プラザ」他

， • 

このほど、 1989年日本建築学会大賞と日本建築

学会食が発表された。受賞者はつぎのとおり。

1989年日本建築学会大賞

・太田博太郎( 東京大学名誉教授 ・武蔵学園園長)

「日本建築史の広い分野にわたる顕著な研究業

絞」

・松下清夫 ( 東京大学名誉教授 )

「建築構造の発展に寄与した功絞J

1989年日本建築学会1 1 :

〔第 1 部( 論文 ))

・岡jゐ達雄 ( 名古屋工業大学教授)

「複合応力を受けるコンクリートの力学的挙動

に関する研究」

- 鏡味洋史 ( 北海道大学助教授)

「地館の動特性に基づく 地震入力評価にi測する

一連の研究」

・柏原士郎 ( 大阪大学助教授 )

「地域施設の適正配置に関する研究」

- 片岡正喜( 大分大学教授)

「ハンディキャ ップ者配慮、の住宅 ・施設 ・環境

に関する一連の研究j

・凹中 喬 (京都大学教授)

「建築的技術の建築論的研究j

- 登坂宣好( 日本大学教授)

「境場l要紫法の精進工学問題への適用に関する

ー速の研究」

・半谷裕彦 ( 東京大学生産技術研究所教授 )

「構造一安定理論の基礎的研究の空間精進への応

用」

・松本光平( 建設省建築研究所第一研究部長)

「住宅保証制度に関する一連の研究」

・村上周三 ( 東京大学生産技術研究所教授 )

「建築 ・都市における風環境工学に関する一連

の研究」

〔第 2 音11 ( 作品) )  

・浅石 1憂+ 白江龍三 ( 日本設計事務所) 十瀬谷

渉 Ｈ 東京都多摩動物公園工事務ｾ )  

「東京都多fft 動物公図昆虫生態凶」

・高松伸( 高松伸建築設計事務所)

i KI RI N PL AZ A OSAKAJ  

・築祥栄( 築デザイン事務所)

i  Iト園町における一連の木造建築J

〔第 3 音11 ( 業績 ))

・武田秀一 ( 大林組技術研究所所長 )

「高層鉄筋コンクリート建物の耐渓設計法の開

発に関する 一連の研究J

・永田 穂( 永田糖、建築音響設計事務所)

「サント リーホールなどの建築音響設計並びに

音響コンサルタントの地位確立に関する一連の

業紋」

・早川正夫( 早川正夫建築設計事務所)

「近世数寄屋建築に関する一連の業績 ( とく に

彦根城表御殿の復元 ) J

・保坂 誠( 後楽節スタジアム代表取締役社長)

+ 巣岩博之( 竹 中工務庖取締役特殊構造本部長)

+ 近藤基樹( 竹中工務庖取締役) + 平 井 突

( 日建設計取締役東京第二設計事務所長) +村

松映ー( 竹中工務庖東京本庖設計部長 )

「大規模空気膜t構造に関する一連の技術開発と

東京ドームの笑施」

大 阪 府 庁 舎 周 辺 整 備 計 画

応募 作 品 公 開 展 示 会

このほど発表された大阪府庁舎周辺箆備計画の

提案競技の応募金作品 ( 9社) の図面、絞型等の

公開展示が開催 され る。

と き 1989年 5 月25 日 附 - 5 月3D日ω

ところ 松阪屋大阪庖 7 F  ( 好きやねん大阪ウイ

ーク会場 )

大阪市中央区天満僑京町 l ー l

T E L  06- 946- 1111 

内 容 参加 9 社の応募作品( 図面、模型等) を

展示

入場無料

rn司・全国書庖で好評発売中/

( 建築技術) 6 月増刊号

晶質確保のための必携マニュアル

実践建築工事検査 I

調 査 工 事・仮 設 工 事・土 工 事 ・地業 工 事・鉄 骨 工

事編

亀田泰弘 監修 A 4 判 280頁 税込定価3. 100円

10年の超ロングセラー/

建築構造問題快答集圃

各分野の権威が日常業務の中で出会 う数々 の

疑 問に Q & A形式で回答する 設計者必携の実

用書。

石黒得衛監修 A 5 判 36日頁 税込定価4.100円

精算法へのアプローチ /

保有水平耐力入門 rn
新耐震設計法の なかで義務づ け られている保

有水平耐力 の本質 をやさしくまとめた 実用入

門書。

星 睦庚 著 6 6判 128頁 税込定価1.350円

株式会社 建 築 技 術

〒151 東京都渋谷区幡ケ谷 1- 1- 2 福西ビル

特集⑨快適照明

の設計技術

( よりよい照明空闘をつく問 、

ノウハウを基本から見直します。/

般記事⑨横浜アリーナ

ハ イ テ ク 大 屋 根 の 実 現 /

貴大 トラス 計 画 ・実 験 ・解 折

* 卜 ラベリン グ音|匝|安保守点

ι
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持
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⑨
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翻

巷頭エッセイあ力、りのエスプリ

引先直な照明環境を求めて

⑫照服計姉の基礎繍

・快適な視環境とは

・照明の環境基準 ・規格

について

・照明技術のキーワー ド

③快適照明の計画と設計

・照明計画と設計プロセス

・光源と照明器異のさまざま

・照明設備の制御と環境

の管理

・照明方式とその効果

・光の演出とシミュレーション出荷

・照明計画におけるCAD，C

Gの利用 et c  

連載記事・ fごれにでもわ力、る l  

鉄廿什組

叩セミナー.
、、従来の経験" を紹介し、 l  

構造設計の現状を再考。 I

建築と社会/ 1989年 5 月号 79 



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

令室喜朗自3 : 業社

本 社 東京都港区浜総町 1 - 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 函 館 ・ 盛 岡 ・ 倫 浜 ・商事岡 ・京都・ 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・D ヲイヲ: J 株式会社

2伝庫大飯制i 〒550 大 阪 市 西 区 江 戸 嶋 1r 白9骨 25号 電 Ａｾ Ｈ ＰＶ Ｉ ＴＴＱ Ｍ ＸＲＳＱ

東 京 本 社 〒 104 高 原 都 中 央 区 銀 座2丁目 2需 げ 号 電 話 (03)535-5251

宣 社 名 古 屋 福 岡

宝 庫 札 悦 仙 台 ・ 新 出 大 宮 千 葉 柵 浜 金 沢 神戸 天 寝 間i山 広 島

高 松 ・ 熊 本

営 瞳 所 帯 広 ・ 函 館 育 轟 軌 U l . 盛 岡 nnl高 島 野 静 岡 豊 田 湖 ー 富 山

福 井 ・ 京 郎 徳 山 。 松 山 高 知 北 九 州 ・ 鹿 児 島 邦覇

出 張 所 岨111. 福 島 松江 健 島 長 崎 宮 崎

i海 桝 宝 庫 シ ノガポールーｾ ミノ コ μ ・ ス リ ラノ カ

指 摘 研 究 所 〒354 埼 玉 県 入 間 郎三芳 町 大字 北 永 井390信地 電 話 ω492)58- 1511

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

ド水設備 I 1冨、 l 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支防長

白 谷 ii'j 二

堀 [ 包久治

大阪支庖 大阪市中央区北浜 2- 2  - 21  電話06(202) 3071  (代表)

本 庖 東京都千代間区有楽町1- 4- 1 電話03(502) 6111 (大代)

支 庖 名 古 屋 九 州 ・北海道・中国 ・東 北 ・北 陸 ・ 凶 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 " が I-/jl血工

⑮ 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 悔 町 3 番 5 号 包 括 (352) 1  1  3  1  (内

本 社 東京都中央区日本紙蝋1綾田T 2  - 2 2  ｾ屯話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 儲 浜

。

社

説

庖

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社三発空調

営 業 所

出 張 所

大飯市中央区峻見2丁目 l都 l号ツイン2lMIDタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル

大阪市北区西天満 4 丁目 6 番目 号

仙 台 市 背 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号

広島市中区紙屋町 l 丁目 2 番 22号

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番 22号

札 幌 償 浜 ・ 京 都5 ・神戸 ー絞江

青森・秋田盛岡・字書s宮・大宮・千葉・川崎・富山・福井・

初歌山・鳥取 ・岡山 ・高松・下| 剥 ・熊本 ・鹿児品 ー沖純

電話 06- 949- 1371

話 03- 344ー 7911

2孟 06- 363ー 1371

5孟022- 261- 3002

括 的2- 581- 8571

結 082- 247- 4535

電舘092ー 761- 3795

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

伺9 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

(!8;) 株 式 会 社 精 研

自闘 ーーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2 丁目 11番16号( オートセ ン7 ービル1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

J テナノス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号 (九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

80 

商昂は空気ですo v  c  

m耐 熱と空' 22r ーア

大気扇土

2 - . L / 撒品2 2 mm

本 U 寅京本届 貰 !l! IU丹市巨西新宿]-6-1 ・0) - ) “ ー1851 穴 代 大 師;:$: 11 0 06- 448- 3曲 3 代

文 陪 宜 11 0 国 - 448-5851 代 名古屋支庖 宮田2-211-1535 代 中国支/6 0 団 ] - ] 47-5541

九州支/ 6 0 由 ] - 431-]147 f-t 望書製剤 j t 問頁・暢 旦 四戸 ・京都 岡山 四国

空 気 調 和 どと三L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擬横式怠祖

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 10 0 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 1l! 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3  電0720- 49- 2128

「備制嗣惜' : : : ) 空 気 調 和 設 伊

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 練 工 . 織 童 書 金 極 大 腸 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京総 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪 市 北 区 中 派 6 丁目 8 lII' 4  J，; .  電話大阪 (458) 3628番

主1，1; ・7ぺ業，;Ir N官|吊1. Ｉ ［Ｈ ｾｪ［ Ｎ＠ M IH' 川114 ' fil
'

} ;  

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社亙軍部主窟 京 郡 市 南 区 西 九 条 盛 田 町 2 0  ;酢 1也の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 電結 ( 06 ) 352ー3501附

三 軍 支 唐 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 (0592) 26- 36100勺

四日市営機所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー7431仰

滋 賀 営 禦 所 大海市中央 2 丁目 十28 電話 (0775) 22- 973鮒匂
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〒只30 Ｉ，［ｾ ， ､ ［ ｾ ｴｬ イ 州 ｘ ｉ ｾ Ｒ - fi 一 割 (" ;t ピル) T E L  06(364)  I  '1  7  1  

rE L EX  !123- 3  2 “ 7  

〒 I():l Ａｏｉｬ ，［ 白 川崎 ｉｾ 柏崎 Ｒ I刷 。 附 惜 ピル T E L 03( !1() 4)  () 2  :l 1  

rE しト X 222- ("i 7 2 ' 1

干 '162 y， l'i 1"¥1 di .1ヒ1< ｾ 争地 r  1112 - 11  1' 1、1. OS2(991) !l I  :i I  

干 6;;7 ｾｾｉ＠ ｩ､ｩＨ ｴｊ ｬｬｦＧＺｉ ，，｜ Ａｱ ・ ｾｲｬ 2  9い ピ λ ピ ル ) 1' 1-: 1.  n7制 問 11九日 7 1  

⑩日本写植印刷株式会社

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 官 1)6 1606) 1111代

干892 鹿児島市名山由J4 - 7 三宝 ヒル 官 制 2 (26)  4371 

干708 ，霊山市大手町8番5号 慢昆庖会館 ， ω682 (4)  1771 

〒蜘 南風原村薫峨 沖縄印刷団地 官 制 8 (55)  61∞ 

本 社 ｫ 阪 ｉ 背 ｾ ｴ ｛￯ｻ ｲ ｬＧ 之 島 Ｓ - 2 - 4 初日 ピル T E L .k阪06 (385) 1361(代)

大阪営業所 T E L  ｫＮ 似 ＰＶ ＨＳ ＸＵ Ｑ Ｑ ＳＶ ＱＨ ｻｾＱ 京都営業所 T E L  ，;(r. U0751311 111851t¥: 1  

東京営業所 r EL  !Ii ，;(031574  1  0  6 6  5  福岡出張所 T E L 偏|品1092(i7116  1  6  8  

大阪市中央区同胞僑 Ｔ 丁目 Ｓ 番 Ｗ 号 Ｑｕ， ｉ ｾ 大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ 0325- 9  lfI: 

本 社 東 京 町i 千 代 川 l宅 丙 仲 間 1 r  ｉ ｾ ｉ＠ 4  lfI: 5  ｾ［＠
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給 排 水 衛 生 段 傭 ・ 計 量 皇 制 御 量 生 備 ・立 体 自 動 倉 庫
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設 計 施 工
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取締役会長 代 谷 正 元

取 締 役 社 長 相 馬 一 男

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 底

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1101

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理
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iI! rti 栄 町 2 ー 1 1  1  司! . ! 占(0592) 26- 361α l¥:l 
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大i 1! 市中央 2 r 114- 28 111，1t. (0775) 22- 973割問
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社興
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日曹マスヲーピ ｊｌ ヲｾ～椋式会証
本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 T  E  L 03・582-8813

大阪支庖 太阪市中央区北浜3 2-23( (，l霊ピル ) T  E  L 06-202-3294  

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ur e .  
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特殊壁装材製造販売 和室に最適

回 一 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

(株)踊9ヨコ! ]C:2

〒583 大阪府羽曳里子市島泉 8 ー 173- 1
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工

第
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8 0バイチ11ーシートP

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 U I!刊 田区脚内2 T E l 1制 (干代田ピル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 会イfil 潟水 ・ンー ト防本 ・モル 5' Jレ';)i 本

・ 倒 脂 注 入 嬢 着 工 法 各 傾 倒 1m;上 人 後 行 補 修工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 谷 崎 樹 脂 注 入 ・光績 ・コーキ ング

・シ ー リ ン グ 工 事 ンリコ ン ・チオコ ー J レ・ウレタ ン ・アク リJ レ

・吹 付 工 事 ア 7 リJレ・リ シン ・弾性タイル・そ の 他

。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事J午可 ( 般 53 ) 第 5 1225 f }  

o 日本シーリ ンク 工 事 業 協 会4 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  ｉ ＮｊＮ ι 、品 ｾｾι ＮｌＭｉＭ ｔｔｔ

!iJ .剥IJ 世川用闘 I ピル 201 S  ＧＴＧ彊汀ｴｲｦＧｾ句 τｲＢＧｾＢＧｔｔ

T E L  0 6( 3 15)0 7 0 1  ，，-，フ. Ｍｾ＠ ，-，、，，-同. r ，・

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニJ DCSA (J !似 性jLi 利I H) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｄＢｾ ，ヨニｊ Ｈ グラウト用ｾＱＧ，ｆ，収納付 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・雪ニJ D司F:J.-子"，q Z(4ihdi 引J) コンクリート躯体の漏水補修に

・雪ニJ DES(土 質 安 定 用 制H ) 地盤補強用薬注入

・寄与DI I OOO(製品用起高度?JMLl H ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

ム

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土
ふ

冨式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業
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TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  
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式

社

株
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--・・・・圃

ネ土

4 合、
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宇光

T EL  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 阪
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テトカッパー防水
. : 防拘…木r川 '早問兵川1 の 副 附 粍附附叫験蜘カ川………ら川山川……ιU仙川山……tれ川川…Lυ山 川 一fたけ山c -，川す判〈ω……むい一…一、ぺ叩川資制側H源 いh

この 1;)防J均J 水 H仲附w司jCは止 ( 一 層 防 水 ) 1，他也 I"_ -す「る fどJ けでで》、I:J j JJ( IユJ U張てす

ｴ 品 ｊ ｾ 変化に ｉ Ｇ Ｑ Ｇ ひかな く 、柔軟 γＱ に出みＮ陶 ｬ 的自 ｊ '.1';，'，，'01'1 に偽札、問自主しません

Tー タイト 新 工 法

カッパー防水帯 ; ; ; J  制

/ 防水 プレノテク ト吹付工法

奥 株式舎示i

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッタ一株式会社

本 社 : 大 阪 市 中 央 区 常 総H円1- 3 - 8 日 生 ビ ル f t  (943)  6571 代 表

東 京 ・償 浜 ・盛岡・仙台・水 戸・ 静岡・岡崎 ・名 古屋 ・富山・大津 ・京 都 ・神 戸 ・広島 ・高 松 ・福 岡 f也 全 国 主 要 都 市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ! 乱暴9J l

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 色 彩
量豊E 宅主唱

Ｕ ヨｾ a  責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CSPM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル
戸 フ タ ー ケ ア ー /

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

i皮 板 焼 絡 S 小 j皮 .s大 波 ・V iJ; 主・ボ y クス 波 . Wシ ャ ン ポil主・V デ γ キ

S V ジ ャ ンホ1皮・ボ ル ト レ ス ル ーフ BL. ;i'I; の他

用 途 平板・波板・棟包 ・雨押類・主主樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレータ」・ムーパー・エキゾスター (強制) J  

ボーロイド( 断熱材 ) D.G .K. ※ カ タ ロ グを 御 前 求 |ごさし、

審 判 I !J 9 ｊｾ＠ ｊＹｊｾ 製造跡式会祖
大 阪 本 社 干 660 尼 崎 市 H召手口市通り 3 - 26 松 本 ピル 'ι iA大 阪 (06) 412 - 5131 ( 代 )

大 阪 支 j吉及工場 大 阪 ・九州、| ・名市昆・ J.I..: ，(. 1; ・点 粂 ・刈 谷 . Ｑｪ Ｑ Ｚ ｾ ｊￆ＠

東 京 本 社 及 工場 干 335 政 市 塚 越 5 丁 1-1 6  Ifi  Ｓ Ｒ サ Ｇ ， ｴｌ， ｾ ｬｩ 厳 Ｈ ＰＴＸＴ Ｉ ＴＲ Ｍ ＳＱ Ｑ Ｕ Ｈ 代 Ｉ

支 l吉及工場 点 ｾｴ . 止とが・|見i 点 ・1m1)-
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名作をを? 生む組み合わせ /塩…河洲川軒阿+帽…B

JC一京ロコ 9 γ J l J 力一ぺりトヨEリ1.)_，又"

海三111

木と石。適した素材のMl み令わせが、枯山水の名 閣を生みだしています。

ノf ーホロンタイルカー ペッ トも-ilt 迎の素材を組み合わせた床材の名 品。美 しし、'l'l!s..¥が持続

するBCFナイロ ンと、隙や在みのない- 1本! 惑を保つ塩イヒビニノレをイ史mしま した。寸?'L交えi:: tl :

はもちろん、予j-j iV.・やilil 度変化て変形することもありません。

このトータノレなrfu;1久性て¥ 設計されたイメ ー ジをいつまでいもi米ち続けるノ f ーホロ ンタイルカ ー

ペッ ト、オフィスやホテノレ、 |ヌl:11: 釦など、人が集 まる所にお臨めします。

塩ビ技術がタイルカーペットを変えた。

. ハッキング材に塩化ヒ.ニルを使用 温度変化や荷重による変形が少なく、寸法安定性に優れて

います。 . サイズは500"¥nx 500"m 施工、部介補修が容易です。 . S C Fナイロンを使用。耐 摩

耗性、弾性回復率に優れています ・洗剤による，先，争も可能です。 ・耐久性、吸音性、防炎

性、制電性、電気絶縁性に優れています

定 正福

居室豊

九露き

J¥議主

O Ti千

円長
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三吉 て王

九一 徴 謹
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議詳しいカタログを= 希望の方1:' 本社、 主直、岳官軍所主てeニ1A*ください
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全

し

人

T

械

- 営 業 所 札 帆 宮 011 (53112602

，';'  f'ii n 0177 ( 7711155 

flll ti 台 022 (26514771

W 均 台 025 (24313791
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